




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ソフィー様、そのバレッタは初めて拝見しますが、新しく購こう入にゆうされたものですか？」

「いえ、クレイグ殿でん下かからのプレゼントなのよ」

　ソフィー様の婚こん約やく者である王太子殿下からの贈おくり物ものということで、彼かの女じよの取り巻きの皆みなさんは、さすが王太子殿下、とか、ソフィー様の髪かみによくお似合いです、なんて言って盛り上がっている。

　授業が終わった王立学院の中庭で、そんな様子をチラチラ見ていた私ことアメリア・レストンは、取り巻きの皆さんを羨うらやましく思っていた。




　うう、いいなぁ。

　アッシュブロンドの髪に切れ長の緑の瞳ひとみでキリッとした美人の憧あこがれのソフィー様と仲良く会話するなんて羨ましいことこの上ない。

　でも、チャンスがあったとしても、私は自ら進んで彼女に声をかけることなどできない立場。

　取り巻きの中でも一番下したっ端ぱだし、何よりも目立つようなことはしないと心に決めているから。

　平凡な私が目立ったら、どうなるのかを身をもって知っているのだもの。

　……ああ、ダメダメ。尊敬し、憧れているソフィー様の側そばにいられるだけで、満足していないと。

　ただの信者の私は、率そつ先せんしてソフィー様に話しかけてはいけないのよ。

　おさわり厳禁！　ってことを忘れてはいけないわ。

「アメリアさん？　アメリアさん！　聞いているの？」

　真正面に座すわる令れい嬢じように声をかけられ、私はハッとした。

「……ええ。聞いております。王太子殿下から贈られたバレッタの件でございますよね？」

　ボーッとしていたけれど、ちゃんと聞いていたわ。

　先ほどまでの会話内容を話すと声をかけてきた令嬢は、呆あきれ半分といった表情で私を見てきた。

「本当に、貴女あなたという方は……。いつも無口で、ご自分の意見を仰おつしやらないのだから。お喋しやべりに興じるということができないのかしら」

「仕方がありませんわ。彼女はいるのかいないのかわからないくらいに存在感が薄うすいのですもの」

「それに見た目もね」

　クスクスと馬ば鹿かにするような笑えみを浮うかべている令嬢達たちに私は愛あい想そ笑わらいを返す。

　すると、少し離はなれた場所からカップをソーサーに置く音が響ひびいた。

「見た目は関係ないでしょう。アメリアさん、紅茶のおかわりはいかが？　お茶ちや菓が子しもあるので召めし上あがってね」

　笑っている令嬢達を一いち瞥べつした、この場の主であるバーネット侯こう爵しやく家令嬢のソフィー様が優やさしく私に声をかけてくれる。

　注意された令嬢達は、一様にバツが悪そうな表情を浮かべている。

　気き遣づかうように声をかけてくれたソフィー様に感謝しつつ、私は紅茶のおかわりをいただいた。




　でも、皆さんの言っていることも理解できるのよ。

　だって、私は十人中十人に口を揃そろえて地味だ、平凡だと言われるような容姿をしているのだもの。

　言われたことが正論なので私は全く気にしていないのだけれど、ソフィー様は私が気にしていると思って、注意してくれたのね。

　でも、事実を述べていると思っている他の皆さんは、注意されたことに納なつ得とくがいかないのか不満そうにしているけれど。

「ま、まあ、ソフィー様。彼女は中位貴族の令嬢ですよ。そのように気にかけなくとも問題はございません」

「上位貴族でも中位貴族でも関係ないわ。彼女は私の友人よ。なら、楽しんでいただきたいと思うのは当然ではなくて？」

　レナール王国で王家に次ぐ権力を持つバーネット侯爵家の令嬢・ソフィー様の公平な言葉に私は感激する。

　身分など関係なく平等に接するソフィー様の態度に、いつも私は助けられているのだけれど、令嬢達は、そう思っていないようだ。




　まあ、皆さんがそう思うのも仕方ない話よね。

　だって、私の家は伯はく爵しやく家とはいっても、権力はないし、これといって功績がある家柄というわけではないもの。

　重ねていえば、私は明るい髪色ではなく、この国でよく見かけるダークブラウンの髪と瞳なのだもの。

　とはいっても、私は平凡な自分の顔を嫌きらってなんかいないのだけれどね。父と同じ、ほどほどに丸い目も、母と同じく、それほど高くない鼻も、二人からもらったものだと思うと愛いとおしくて仕方がないの。

　両親に愛され、使用人からも愛され、領民からも慕したわれているのだから、とてつもなく満ち足りた人生を送っていると思うわ。

　だから、私はこのままでいい。派手な人生は望んでいない。大好きな恋れん愛あい小説を読んで、平凡に暮らしたいと思っているの。

　地味な人間が目立ったら、どうなるかは十年前の出来事で身をもって知っているのだもの。




　と、何も言わずに微ほほ笑えんでいると、取り巻きの令嬢が遠えん慮りよがちに口を開いた。

「……アメリアさんは楽しんでいらっしゃるに決まっております。王太子殿下の婚約者であるソフィー様と一いつ緒しよなのですもの。それだけで、天にも昇のぼる気持ちでしょうから」

「ええ、そうですわ。アメリアさんのように大人しい方は、あまりご自分の気持ちを表に出そうとはなさいませんから。きっと心の中では楽しんでいらっしゃると思います」

　取り巻きの令嬢に、大人しい、と評された私は乾かわいた笑いを漏もらした。

　心の中では結構突つっ込こみを入れていたりしているのだけれど、と思っていたらソフィー様が、訝いぶかしげな様子で私に視線を向けてくる。

「そう。アメリアさん、本当に楽しんでいらっしゃるの？」

　優しく話しかけてきてくれたソフィー様に、私は控ひかえめな微笑みを返したの。

　目立たない私を気遣ってくれるなんて、やっぱりソフィー様はお優しい方だわ。

　五年前にどうしても出席しなければならなかった茶会で、私は友達がおらず、端はしっこでポツンとしていたの。

　そんな私にソフィー様は『私達と一緒にお話ししませんか？』と誘さそってくれたのよ。あの頃ころのソフィー様と全く変わらない。

　ソフィー様は私にあれこれと話しかけてくれて、取り巻きの皆さんの中にそれとなく入れてくれた。

　そんな彼女と過ごすうちに、私は彼女が幼少時に理想としていた完かん璧ぺきな令嬢そのものだということに気付いたのよ。

　凜りんとした佇たたずまい、美しい所作、立ち居振ふる舞まいが優ゆう雅がで自信に満ちあふれた姿。心優しく真面目で思し慮りよ深ぶかいところとか、本当に素す晴ばらしいのよ。そんなソフィー様を間近で見られることに感動すらした。私はなんて幸運なのかしらって。

　だから、そんな彼女に憧れるのも必然というものよ。

　ということで、五年前の茶会から、私はソフィー様の取り巻きとして彼女の側にいるの。

　……まあ、過去を思い返すのもほどほどにして、私は彼女の問いに答えるべく、口を開いた。

「もちろん、楽しんでおります」

　返答を聞いてホッとするソフィー様と、ニンマリと微笑む令嬢達。

「やはり、アメリアさんは楽しんでおられるようではありませんか。ソフィー様が心配なさる必要などございません。それよりも、もっと心配された方がいい案件がございます。ほら、ロゼッタさんのことです。あの方にも困ったものです。今日もお二人で話をしていたみたいですからね」

　ふぅ、と息を吐はいた令嬢に周囲の令嬢達も顔色を変える。

　なんだか、不ふ穏おんな空気になってきたわね。

　でも、彼女達がそう思うのも無理はないかも。




　というのも、話題に上ったロゼッタ・ベイリーという女性に、学院の女子生徒達が頭を悩なやませてるからよ。

　私達よりひとつ下の彼女は今年、王立学院に入学してきたベイリー男だん爵しやく家のご令嬢。

　可か憐れんな容姿と田舎いなか出身ならではの純じゆん朴ぼくで心優しい性格で、いつの間にか男子生徒の間で人気者になっていたの。

　でも、取り巻きの令嬢が不満を口にしたのはそれだけじゃない。

　驚おどろいたことに、彼女がクレイグ王太子殿下と親しくなってしまったからよ。

　何がきっかけかはわからないけれど、ある日を境に王太子殿下はロゼッタさんと話すようになり、一緒にいるところを目もく撃げきされることが増えていた。

　それで、面おも白しろくないのがソフィー様の取り巻きを始めとする女子生徒達。

　彼女の実家が商人上がりで、今の当主の事業が上う手まくいっていない、つまりお金に困っている男爵家なこともあって、目を吊つり上あげているのよ。

　一度、他の生徒がロゼッタさんに王太子殿下と親しくしすぎるなと注意をしたことがあったのだけれど……、今もお二人の目撃情報があることを考えると、全く聞いてもらえてなかったみたい。

「注意してくださった方の親切心を踏ふみにじる行こう為いです。あまつさえ、公衆の面前で親しくするなど」

「失礼極きわまりないですわ」

「ソフィー様、このままでよろしいのですか？」

　静かにしていたソフィー様は、カップをゆっくりとソーサーに置いた。

「もちろん、いいとは思っていないわ。でも、ただのご友人だった場合、クレイグ殿下はお怒いかりになるでしょう。婚約者とはいえ、私は殿下の妃きさきではないのだから、交友関係に口を出すことはできないわ」

「何を弱気なことを仰っているのですか」

「友人なわけがございません。注意しても聞いてくださらない以上、何かしらの行動を起こさなければ、取り返しのつかないことになりますよ？」

「それに、王太子殿下はこれまで特定の女性と親しくすることなどございませんでした。対応を誤ると、ロゼッタさんに王太子殿下を奪うばわれてしまいます！」

　令嬢達の焦あせる言葉にソフィー様は表情を全く変えない。

　何があってもご自分が王太子殿下の婚約者であるということは揺ゆらがないという自信があるのでしょうね。

　その強い意志に憧れるわ。

　なのに、取り巻きの令嬢達はそんなソフィー様の態度に気付いていない。

　今も、ロゼッタさんに対して怒りを露あらわにしている。

「あの方は、ご自分が貧乏な男爵家の娘むすめだという自覚が足りないのです」

「きっと、お金目当てに違ちがいありません。いつも違う男性と一緒ではありませんか」

「ふしだらですわ。学院の恥はじです。噂うわさによると、男性を取っ替かえ引っ替えしているとか。あのような性しよう悪わる女に騙だまされるなど……！」

　令嬢達は、なんて破は廉れん恥ちな、とか、学院の恥さらし、などと言ってロゼッタさんの悪口を言い合っている。

　いくらソフィー様の婚約者である王太子殿下と親しくしているといっても、人の悪口を聞くのは気分がよくない。

　悪口を言われる方の気持ちが私にはわかるから。

　どうしたものかとソフィー様に視線を向けると、彼女は無表情で悪口を言っている令嬢達を眺ながめていた。

「いい加減になさいませ」

　冷たさを感じさせるソフィー様の声に令嬢達は一いつ斉せいに口を噤つぐんだ。

「ただクレイグ殿下と仲がよいというだけで、悪口を仰るなど愚おろかなことよ。ロゼッタさんのことをよく御ご存ぞんじではないのに、彼女を悪く仰るなんて……。そもそも学院は淑しゆく女じよとはどのようなものかを学ぶ場所。他人の粗あらを探して悪口を仰るのが淑女のなさることなのかしら？」

　彼女の鋭するどい視線に令嬢達は縮こまっている。

　さすが、真面目で誠実、思慮深いソフィー様だわ。一いつ瞬しゆんでこの場を収めてしまった。

　ソフィー様は皆さんの様子を確かく認にんすると、そっと息を吐はき出だした。

「私のせいで雰囲気が悪くなってしまったわね。申し訳ないわ。……今日はこれで終わりにしましょう。私は寄るところがあるので、皆さんは先にお帰りになって。では、また明日。ごきげんよう」

　スッと席を立ったソフィー様は振ふり返かえることなく校舎へと歩いていく。

　迷いなく歩く姿が美しくて惚ほれ惚ぼれとしていたら、男子生徒が彼女に話しかけているのが見えた。

　彼女と同じアッシュブロンドの少年に私は見覚えがある。

　彼かれは確かソフィー様の弟君のルーファス様だったはず。

　ソフィー様の取り巻きの私は、学院内で何度かルーファス様の姿を見たことがあったからすぐにわかった。

　彼は一学年下で愛らしい見た目から年上のお姉様方に人気があるのだ。




　あら？　ルーファス様ってば、何やら訝しげな表情を浮かべているわ。

　一体、なんの話をしているのかしら？




　気になってしまい、ジッと見つめていたら視線を感じたのか彼がこちらを見た。

　すぐに目が合ってしまって、私はビクリと体を震ふるわせる。

　突とつ然ぜんのことで動けず、なぜか見つめ合う形になってしまう。

　彼の方も私をジッと見て目を瞬しばたたかせている。

　まさか見つかるとは思わず、私の体が固まる。

　どうしようかしら？　と思っていたら、不思議に思ったのかソフィー様がルーファス様に話しかけて、ようやく彼の視線から逃のがれることができた。

　でも、ソフィー様と話しているというのに、チラチラと私を見てくる。

　これは頭を下げない私を不ふ審しんに思っているのではないかと考え、慌あわてて会え釈しやくをして視線を令嬢達の方へと向けた。

　焦ったけれど、これで終わったはずだ。

　ホッとしていると、今の私の行動は誰だれにも気付かれていなかったようで、残された令嬢達は一様に気まずそうに目を合わせていた。

「でも、ソフィー様は、ああ仰っていたけれど、心の中ではロゼッタさんを憎にくらしく思っていらっしゃるはずよ」

「ええ。そうでしょうね。ソフィー様といえども、お二人の仲を見過ごすことはできないはず。それに考えたくはないけれど、もしも、もしもよ？　お二人の婚約が破は棄きなどということになったら、ソフィー様の友人である私達まで巻まき添ぞえをくってしまいます」

「婚約を破棄された令嬢の友人だなんていい笑いものになってしまいますわ。王太子殿下の婚約者の友人だからこそ皆様に一目置かれているというのに」

「全くです。王太子妃の友人として、いいお家うちの嫡ちやく男なんと結けつ婚こんできると思っていたのに、このままでは台無しになってしまいます」

　そうよそうよ、と令嬢達は同意しているが、私はそれには同意できない。

　皆さんは、ソフィー様の何を見ていたのかしら。

　彼女は王太子殿下の婚約者として取り乱したりなどせずに、どんと構えているのに。

　もっとソフィー様を信用するべきよ。あれほど素晴らしい方は他にいないわ。

　そんなことを考えながら、私は令嬢達の会話には参加せずに、聞き流していたの。

「なんとしてでも、王太子殿下の側からロゼッタさんを引き離さなければいけないわ」

「最悪の場合は私達でなんとかしないと」

「そうですわね。ですが、まずはソフィー様にその気になってもらわなければなりません」

「ええ。ひとまず、ソフィー様に危機感を抱いだいていただきましょう。でも、この場にご本人がいらっしゃらない以上は、どうしようもないわね」

　あれこれ言っていた彼女達は、主役であるソフィー様がいなければ話が進まないとなったのか、徐じよ々じよに話すことがなくなっていった。

「……今日はもう終わりにして、日を改めて、もう一度ソフィー様にお話ししましょう」

「私達の熱意がソフィー様に伝わればよろしいけれど」

「大だい丈じよう夫ぶよ。ソフィー様は王太子殿下を愛していらっしゃるのだから、私達が団結すればさすがにお心が動くはず」

　同意する令嬢達を冷めた目で眺めていたら、いつの間にか、その場は解散となったようだ。何人かの令嬢が立ち去った後で頃合いを見計らって私も席を立ち、残った面々に挨あい拶さつをしてその場を後にした。

　途と中ちゆうで、彼女達とは違う方向に向かった私は、周囲を見回して誰もいないのを確認した後で大きく背せ伸のびをする。

「はあ、疲つかれた……。ソフィー様と一緒にいるのは楽しいけれど、皆さん好戦的すぎるわ」

　先ほどまでの会話を思い出し、私はため息をついた。

　できるだけ平へい穏おんな暮らしを望んでいる私は、ロゼッタさんをどうこうしようとしている彼女達の案に頷うなずきたくない。

　もっと平和的な解決方法を探さぐりましょうよ、と言いたいけれど、言ったが最後、集中攻こう撃げきに遭あうのは目に見えている。

　そうなったら、反論できる言葉なんて私は持ち合わせていない。

　言いくるめられるのがオチだ。

　ソフィー様が彼女達の言葉に惑まどわされないことを祈いのるのみ。

　はぁ、と息を吐いた私は、周囲に人がいないのを再び確認する。

「それにしても、ルーファス様と目が合ったのには驚いたわ。ソフィー様のお側にいるようになって初めてよ。今までは上手く存在を消せていたのに。迂う闊かつだったわ。だけど、真正面から見たルーファス様は物もの凄すごく整った顔をしていたわね。美少年ってああいう方のことを言うのね」

　突然だったものの、いい目の保養になったわ。

　あちらからしたら目の保養なんてならなかったと思うけれどね。

「さて、これからどうしようかしら。今校門に行ったら他の方と会うし、ロゼッタさんの話を振られても困るわね。うっかり同意するようなことを言って、後々私もこう言っていたとか言われたら大変だし……と、なると、皆さんが帰るまで図書館で時間を潰つぶすしかないわね」

　学院の図書館なら屋や敷しきにはない本がありそうだし、時間つぶしにもなる。何よりも大好きな恋愛小説を読んで心を落ち着けたい。

　平常心を保てなくなったときは恋愛小説を読むのに限る。

　決めた私は人気のない校舎を早足で図書館へと向かった。




　学院の図書館は校舎から少し離れた場所にある上に、学院の生徒は中庭でお茶をしたり、さっさと帰ったりするから、放課後はあまり人がいない。

　歩いている途中で、複数の話し声が聞こえてきたことで立ち止まり周囲を窺うかがう。

　すると、少し離れた場所で楽しそうにお喋りしている男女の姿を発見して、私は目を瞠みはる。

　向かい合っている背が高い美び丈じよう夫ふと可憐な美少女。

　その二人には物凄く見覚えがあった。




　あれは、王太子殿下とロゼッタさん!?

　放課後の誰もいない場所でお二人で話をしているなんて、親しくしているというのは嫉しつ妬とからくる噂ではなくて本当だったのね。

　それにしても、王太子殿下は本当に楽しそうに笑っているわ。目め尻じりが下がっているじゃない。あれじゃあ、ロゼッタさんに好意を持っていると丸わかりだわ。

　ソフィー様という婚約者がいながら、なんということをしているのかしら。

　ロゼッタさんは王太子殿下に婚約者がいるのを知らないのかしら？　いえ、知っているわ。だって、注意されたはずだもの。




　とんでもないところを見てしまった私は、気まずさからそっと物もの陰かげに身を隠かくした。

　見つかったら、絶対に面めん倒どうなことになる。

　だから、静かにお二人が立ち去るのを待つしかないと思っていたのだけれど、ふと視線を逸そらした先に、お二人を見つめるソフィー様の姿を見つけて息を飲んだ。




　ソフィー様はお二人を見つめながら静かに涙なみだをこぼしていた。

　頰を拭ぬぐうこともせず、ただジッとしている。

　けれど、彼女の手は強く握にぎられ、小刻みに震えていた。

　一目見て、お二人の姿に嫉妬しているとわかってしまった。

　ソフィー様が王太子殿下を愛しているのは周知の事実。好きな人が他の女性と楽しそうに話しているのを見たら、嫉妬するのも当然。

　ソフィー様のお気持ちを考えると胸が痛む。

　話に夢中なお二人は私達に全く気付いてないのか、軽かろやかな笑い声が聞こえてくる。




「それで、城の庭師が綺き麗れいな百ゆ合りを咲さかせてくれたんだ」

「まあ、百合を？　前にも王城の庭にはいろいろな花が咲いていると教えてくださいましたが、色とりどりで美しいのでしょうね。我わが家やの庭には野菜しかございませんから、羨ましいです」

「では、一度城に来てみてはどうだ？　庭くらいなら君でも見学できるだろう」

「よろしいのですか？　嬉うれしいです！　では、今度友人と参りますね」

「友人と？　いや、あの。俺おれが案内するが」

「いいえ、王太子殿下に案内をしていただくなど恐おそれ多おおいことです。私では体験できない貴重なお話を伺うかがうだけで、夢の中にいるみたいに幸せなのですもの。それだけで十分ですから」

「……君は本当に何も望まないのだな。普ふ通つうの令嬢は、あれが欲ほしい、これが欲しいとねだるというのに。変わった人だ。ああ、もちろんいい意味でだ」

　優しげに微笑む王太子殿下と、笑みを返すロゼッタさん。

　一見すると、初うい々ういしい恋こい人びと同士のような雰ふん囲い気きだけれど、立場は全く違う。

　ああ、もう！　これ以上ソフィー様を傷つけないで！　早くここから立ち去って欲しいと私が願っていると、王太子殿下は予定があるのか、少ししてお二人はその場からいなくなった。

　ホッとした私がソフィー様を見ると、彼女は動くことはなくジッとお二人がいた場所を見つめていた。

　心ここにあらずな感じのソフィー様に、いつもの凜とした様子はない。

　そこにいるのは、恋愛小説に出てくる傲ごう慢まんで意地悪な悪役令嬢とは違い、婚約者の裏切りを知って傷ついている私と同じ年の女の子。

　ソフィー様のことを考えたら、ここは静かに立ち去る場面だとわかっているのに、なぜだろうか。私はソフィー様を放っておけないと感じている。傷ついている彼女を一人にしておけないと思っている。

　どうにかして、王太子殿下の心をソフィー様に戻もどしたいと、そう願っていた。

　これはただの自己満足かもしれない。ソフィー様は望んでいないかもしれない。

　でも、泣いているソフィー様を無視することもできなかった。

　それに、五年前の恩返しをしたい。ほんのちょっとしか返せないけれど、今動かないとダメだと私の心が叫さけんでいる。

　私はハンカチを取り出し、いまだに動かないでいるソフィー様の許もとへと近づいて彼女の前に差し出した。

「お使いください」
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　頰に涙の跡あとが残る彼女は、驚いた様子で私と視線を合わせた。

　ハンカチを差し出したことで、私が先ほどの場面を見ていたことを察したみたい。恥はずかしそうにハンカチを受け取って目元を押おさえる。

「……ありがとう、アメリアさん」

「いえ」

　この後、どうしようかと固まっている私を見て、ソフィー様は軽く微笑むと視線を庭へと向けた。

「……少し、お話をしましょうか」

　そう言って、ソフィー様は近くのベンチに移動し、誘われるまま私も彼女の隣となりに腰こしを下ろした。
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　う～ん。こうして、ソフィー様の隣となりに腰こしを下ろしたけれど、何を話せばいいのかしら？

　王太子殿でん下かとロゼッタさんが話していましたね、なんて言えるわけがないわ。

　だって、ソフィー様は傷ついているのだもの。抉えぐるようなことを言うのは空気が読めていないと思うし。私から話しかけるのは違ちがう気がするわ……。

　どうしようかな？　と思っていると、鼻をすすったソフィー様が、あのね、と話し始めた。

「私、クレイグ殿下があのように楽しそうに笑っていらっしゃるのを初めて拝見したの」

　ソフィー様から話しだしてくれて安心したけれど、内容に私は驚おどろいた。

「え？　ですが、ソフィー様は王太子殿下とお二人で話すことがおありでしょう？　初めてというのは」

「いいえ、初めてなのよ」

　ソフィー様は懐なつかしむように遠くを見つめている。

「私は、先ほどまで婚こん約やく者候補の中から、クレイグ殿下に求められて婚約者に選ばれたと思っていたの。でも、ロゼッタさんとお話ししている姿を拝見していたら、クレイグ殿下は本当は私のことを好いてはいらっしゃらなかったのだと理解したわ。私が選ばれたのは、ただ王太子妃ひとして相応ふさわしい令れい嬢じようであっただけだったのでしょうね」

「……私が拝見した限りでは、王太子殿下はソフィー様を大事になさっていらっしゃいましたが」

「私も、そう思っていたわ。けれど、思い返してみれば、二人きりのときにあのように楽しそうに笑うクレイグ殿下を拝見したことがなかったし、いつも私から話しかけてばかりで、クレイグ殿下から話しかけられることは滅めつ多たになかったの。皆みなさんがご覧になっていたのは私の婚約者として義務を果たすクレイグ殿下のお姿だったのかもしれないわね」

　私が見ていたお二人はいつも仲睦むつまじい様子だったから、にわかには信じがたい。

　言葉に詰つまってしまったソフィー様は、深呼吸をして目元をハンカチで押おさえた。

　落ち着いたように見えるけれど、手が震ふるえているわ。いまだに動どう揺ようを隠かくしきれていないのがわかる。

　かける言葉が見つからない。私が下を向いて手を執しつ拗ようにいじっていると、ソフィー様がかすかに笑ったのがわかった。

　でもそれは、情けない自分自身を笑うような声だった。

「……最初にロゼッタさんのことを伺うかがったときは、大した問題ではないと思っていたわ。身分差もあるし、きっとクレイグ殿下は私のところに戻もどってきてくださると思っていたのよ。ロゼッタさんはクレイグ殿下の周囲にいる令嬢達たちとは性格が違うから興味を持っただけ、そう信じていたの」

「……今も、きっとそうです」

「そうかしら。貴女あなたもクレイグ殿下とロゼッタさんがお話ししているところをご覧になったのでしょう？　本当にそのように感じたかしら？」

　問われた私は肯こう定ていすることができず、言いい淀よどんだ。

　フッと笑ったソフィー様は、笑っているけれど悲しそうな表情を浮うかべている。

「何もかもが違うのよ。私に対する態度、他の皆さんに対する態度とは明らかに違っていたわ。純じゆん朴ぼくで優やさしくて天てん真しん爛らん漫まんなロゼッタさんに惹ひかれているのがよくわかったの。あのような演技をしていた令嬢はこれまでもクレイグ殿下の周囲にはいらしたけれど、あの方は見向きもなさらなかったのに……。きっと、ロゼッタさんと話して、本当に噓うそ偽いつわりのない姿だとわかったのでしょうね。だから、惹かれたのかもしれないわ」

　確かに、あの場面での王太子殿下はロゼッタさんに対する好意を隠してはいなかった。

　彼かの女じよは、お金持ちの貴族に取り入るような方には見えなかったけれど、だからといってソフィー様が彼女よりも劣おとっているなんて私には思えない。

　だって、私はソフィー様の素す晴ばらしいところをたくさん知っている。

　自分を卑ひ下げして欲ほしくない。いつもの凜りんとしたソフィー様に戻って欲しい。

　そう思った私は、彼女に向かって口を開いた。

「でも……それでも、私はソフィー様の高潔さや真面目さ、真まっ直すぐなところはロゼッタさんよりも秀ひいでていると思っております。そのようなソフィー様を私は尊敬しているのですから。きっと気の迷いです。ソフィー様が王太子殿下の婚約者であるという事実は揺ゆらぎません」

「ありがとう」

　感謝の言葉を述べているけれど、ソフィー様の表情は晴れないまま。

　そんな顔をして欲しくはないのに、笑ってもらえるようなことも言えないなんて歯は痒がゆいわ。

　ソフィー様は本当に素晴らしい方なのに。

「私は、貴女が思うような高潔で真面目な人間ではないわ。その証しよう拠こに私は、あの場面を目まの当あたりにしてロゼッタさんがいなくなればいいのに、って思ってしまったのだもの」

「ソフィー様……」

「口では皆さんに悪口などいけないと言っておきながら、情けないわ。でも、今もどす黒い感情が私の心に渦うず巻まいているの。彼女を排はい除じよしなければ、遠ざけなければ、嫌いやがらせをしてでもクレイグ殿下を繫つなぎ止とめたいと」

　嫌がらせ!?　それはいけないわ！

　そんなふうに思ってしまったら、取り巻きの令嬢達の思おもう壺つぼになってしまう。

　つい私は身を乗り出してしまった。

「い、いけません！」

　突とつ然ぜんの私の大声にソフィー様は目を丸くしている。

「驚かせてしまい、申し訳ございません……！　けれど、そんなことをなさっても、ソフィー様のためにはなりませんから。どうか考え直してくださいませ」

「……それは、私もわかっているのよ。でも、そうでもしないと、ロゼッタさんをクレイグ殿下から引ひき離はなすことはできないもの。方法がそれしかないの……」

　あのソフィー様がここまで思い詰めるなんて……。

　恋こいは人をいい方にも悪い方にも変えるって小説に書かれているのを読んだことがあったけれど、現実でもあり得るのね。

　でも、ここでソフィー様が取り巻き達の言葉にのせられてロゼッタさんに嫌がらせをしたら、彼女が破は滅めつしかねない。恋れん愛あい小説に出てくる恋こい敵がたきの悪役令嬢だって同じことをして破滅していたもの。

　現実ならバーネット侯こう爵しやく家の権力もあるし、同じことにはならないだろうけれど、王太子殿下は絶対に怒おこって仲が急激に悪化するわ。それこそ取り返しがつかないほどに。そうして婚約破は棄きなんてことになったら、ソフィー様は周囲から白い目で見られることになるかもしれない。

　大体、取り巻き達にのせられてソフィー様がロゼッタさんに不快感を示したら、皆さんが張り切るに決まっているわ。率そつ先せんしてロゼッタさんをいじめ始めるだろうし、私も強要されるかもしれない。

　平へい穏おん、平和を愛している私は、揉もめ事ごとは回かい避ひしたい。

　まあ、事が始まる時点で彼女達から離れれば、巻まき込こまれずに済んで、安全な場所で眺ながめているだけになるけれど……。

　でも、それは私に手を差さし伸のべてくれたソフィー様を裏切る行こう為いだわ。どうなるのかわかっていて見て見ぬフリをして黙だまっているのは、恩を仇あだで返すようなものだもの。

　保身のために離れるなんて考えられない。

　ソフィー様にとって、私は取り巻きの一人に過ぎないかもしれない。でも、憧あこがれ尊敬している彼女が破滅する様を見るのは嫌。

　人から白い目で見られて笑われ、傷つく彼女を見たくない。

　私のような思いをして欲しくはない。彼女にはいつも笑っていて欲しいの。

　彼女の幸せを私は願っているのよ。

　だから、知らんぷりして逃にげるなんてできるわけない。

「他にも方法があるはずです！」

「……じゃあ、どうすればクレイグ殿下に好かれるというの？　どうすれば私を見ていただけるの？　ロゼッタさんに嫌がらせをしないのであれば、彼女のように天真爛漫になれば愛してくださるのかしら？　……なんて、貴女に聞いても仕方がないことよね」

　ギュッと手を握にぎり、何かに耐たえるような切ない表情を浮かべるソフィー様を見ていると、どうしても私は王太子殿下に対する苛いら立だちを感じてしまう。

　彼女の一いち途ずな想おもいを蔑ないがしろにしている王太子殿下は見る目がないわ。

　だけど私はソフィー様を笑え顔がおにしたい。

　すると、ソフィー様が今しがた言っていた言葉が脳のう裏りを過よぎったの。




『彼女のように天真爛漫になれば』




　……そうよ！　そうなればいいのよ！

　ソフィー様は、しっかりとした方で男性に媚こびたりしないタイプ。

　だから、可か愛わいらしい面もあるのだと知らせることで王太子殿下の見る目が変わったら殿下は目を覚ましてくれるんじゃないかしら？

　そうと決まれば、早さつ速そく提案してみよう、と、固く握られている彼女の手に自分の手を重ねる。

「ソフィー様！　ソフィー様にもお可愛らしい面があるのだと王太子殿下に見せつけて、他の女性に目を向けているあの方に、ご自分が間ま違ちがっていたのだと気付かせましょう。そうすれば、王太子殿下はソフィー様の許もとに戻ってきてくださるかと」

「……確かに、貴女の仰おつしやるように私を見ていただいてクレイグ殿下のお心が変わってくだされば最良だとは思うけれど、どのようにして？」

　王太子殿下がロゼッタさんに惹かれているのを考えると、殿下の女性の好みは彼女のような人で間違いないと思う。

　でも、ソフィー様がロゼッタさんの真ま似ねをしても、王太子殿下が興味を示してくれるかというと、疑問が残る。

　いきなりそんなふうになったら、むしろ取り入ろうとしているとか疑われる可能性の方が高い。

　だから、ソフィー様のよさを最大限に引き出しつつ、王太子殿下の好感度を上げたい。

　実際の恋愛には疎うといから、一番身近な恋愛小説からヒントを得た方がいいかもしれない。

　ああいう小説って、健けな気げな主人公が何気ない行動によってヒーローの目に止まるのよね。

　間に困難があったとしても、最終的には幸せになっているもの。

　本人の努力もあるものの、性格のよさが根本にあるのよね。

　純朴で控ひかえめでいつも笑顔で悪口なんて絶対に言わないから。




　……あれ？　よく考えたら、それってロゼッタさんと似ているわね。

　彼女って、恋愛小説によく出てくる主人公みたいだわ。




　あ、そうだわ！　だったら、恋愛小説に出てくる主人公を参考にしたらいいのではないかしら？

　性格じゃなくて、行動を参考にしたらいいかもしれない。

　それだったら、疑われることなく王太子殿下の印象を変えることができるかも！

「あの、では、恋愛小説を参考にするというのはいかがでしょうか？　ソフィー様は恋愛小説をお読みになったことはございますか？」

「伝記や歴史小説ならあるけれど、恋愛小説はないわね。母がそういったものを読まないので、屋や敷しきにも置いてなかったの」

「でしたら、一度、目を通してみてはいかがでしょうか。王太子殿下が好むような女性の行動が書かれておりますので、きっと勉強になると思います」

　私が力強く言うと、〝王太子殿下が好む女性の行動〟という部分に興味を引かれたのかソフィー様の目が光を取り戻した。

「幸い、図書館にも恋愛小説は置かれておりますし、我わが家やにもたくさんございます。まずはお読みになって、その上でどのように行動するかを考えませんか？」

「けれど、本当にクレイグ殿下は私の許に戻ってきてくださるのかしら。だって恋愛小説でしょう？　同じように行動したとして、上う手まくいくとも限らないわ」

　そ、そうよね。勢いで言ってしまったけれど、ソフィー様の疑問ももっともだわ。

　恋愛小説を読んで、同じように行動しても王太子殿下が戻ってきてくれる保証はどこにもないもの。

　でも、どっちに転ぶかなんて、やってみなければわからないと思うのよ。

「ですが、何も行動をしないままでは解決はしません。ほんの数日で王太子殿下とロゼッタさんがどうこうなるとは考えられませんし、まずは準備をするに越こしたことはありません」

　まだ恋こい人びとにはなっていないなら、ソフィー様が入り込める隙すきがあるんじゃないかしら？

　これが最善の策かどうかはわからないけれど、ロゼッタさんに嫌がらせをするよりはいいわ。

「確かに、今のままではどうにもならないというのは理解しているけれど」

「上手くいくかはわかりませんが、最悪の未来になる可能性は低くなるかと」

　ソフィー様は、あまり気乗りしないのか、どうしようかと悩なやんでいた。

　ここで頷うなずいてもらえないと、事態が最悪の方向へと行ってしまう。それは絶対に避さけたい。

　ソフィー様がやる気になってくれるよう、私は必死の形相になる。

「私はソフィー様が泣くような結果になって欲しくはないのです。そのためならば、どんな手助けでもいたしますので」

「……貴女が私に手を貸してくださるの？」

　あ、何も考えずに言ってしまったわ。え～と、手を貸すということは、つまりソフィー様に協力するということよね。それは、目立つ可能性が高くなるということ。

　でも、可能性は可能性だもの。陰かげでコッソリ協力していれば目立つことはないはず。

　これまでとは変わらない、そう思った私は、しっかりと頷く。

「はい。協力いたします。ですので、まずは小説をお読みになってみませんか？　ロゼッタさんに嫌がらせをするのはいけないことだとソフィー様もわかっていらっしゃるのであれば、他の方法を試ためしてみてもいいのではないでしょうか？」

　私の言葉に考え込んでいたソフィー様は心が決まったのか、顔を上げた。

「……そうね。少しでも可能性があるのなら、縋すがりたいわ。でも、本当に上手くいくかしら？」

「それはソフィー様次し第だいかと。ですが、決して無む駄だなことではないと私は思うのです。違う一面を王太子殿下にお見せすることで、これまでのソフィー様の印象を変えることはできるはずです」

　すると、ソフィー様の中で納なつ得とくできる言葉だったようで、彼女は真しん剣けんな顔つきになる。

　前向きに考えてくれていることに、私は安心した。

「何事もやってみなければわからないものね。もしかしたら、私のいけないところが見つかるかもしれないし、改善できるかもしれないわ」

「恋愛小説だからといって、侮あなどることなかれでございます。では、図書館に参りましょう」

「ええ」

　こうして、目標が定まった私達は、図書館へと向かった。
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　図書館へ向かうと司書が一人だけ受付に座すわっていた。

　生徒がいないことにホッとした私は司書に挨あい拶さつをして、恋れん愛あい小説の置かれている書しよ架かへと移動し、どれがいいかと背表紙を眺ながめて選び始める。

　恋愛小説を読んだことのないソフィー様は興味深そうに背表紙を眺めては、時折本を手に取ってパラパラとめくっていた。

　私は読んだことのある小説の中から、初心者でも読みやすいものを何冊か抜ぬき出だしてテーブルに置く。

「ソフィー様。どうぞ、お掛かけください。こちらの小説は、それぞれ設定が異なっておりますので、教本とするには最適だと思います」

　そう、と言って、一冊の小説を手に取ったソフィー様はゆっくりと読み始める。

「……この小説は身分の低い令れい嬢じようと上位貴族の恋愛ものなのね。主人公の性格がロゼッタさんによく似ているわ。上位貴族に対する礼れい儀ぎがなっていなくて、ハラハラしてしまうけれど」

「小説ですので、そこら辺は緩ゆるく書かれているのです」

「でも、時代背景がしっかりとしているわ。この小説を書かれた方は貴族なのかしら？」

「いいえ、作者は平民のはずです」

「まあ」

　驚おどろいたようにソフィー様は目を見開いた。

　小説家の中には名前を変えている貴族もいるけれど、大半は平民なのだ。

　私も、それを知って驚いたから、ソフィー様の驚きがわかる。

「屋や敷しきに勤めている使用人や、支し援えんしてくださる貴族に話を聞かれているようなのです」

「だから、さほど違い和わ感かんがないのね」

　ソフィー様は感心しながら読み進めた。

　最初は軽い気持ちで読んでいたのに、次し第だいに没ぼつ頭とうしていくのがわかる。

　これは、話しかけない方がいい。

　私はテーブルの上の一冊を手に取り、中身の確かく認にんをしていく。

　しばらくするとパタンと本を閉じたソフィー様が、大きなため息をついたのがわかった。

　顔を上げると、彼かの女じよはなんだか難しい顔をしている。

「どうかなさいましたか？」

「え？　あ、いえ。この小説に出てくる主人公の恋こい敵がたきの悪役令嬢がまるで私のようだと思ったら、いたたまれなくなってしまって」

　気まずげに目を逸そらしたソフィー様は、見たくないのか本をテーブルに置いて自分から遠ざけた。

　確かにその小説には恋敵である悪役令嬢が出てくる。でも、ほぼ全ての小説にそういった悪役令嬢は登場するのだ。

　ここで躓つまずいてもらっては、全部読めなくなってしまう。

「恋愛小説に恋敵はつきものなのです。主人公と相手の距きよ離りを縮め、互たがいの恋こい心ごころを自覚させるために必要なキャラクターなので、大体の小説には出てきますね」

「そうなの？　挫ざ折せつしそうだわ」

「でしたら、反面教師としてご覧になってはいかがでしょうか？　このような振ふる舞まいはするまいという視点で読めば、いたたまれなさは軽減されるかと」

　私の提案に、不安そうにしていたソフィー様の表情が真しん剣けんなものになる。

「……反面教師、反面教師ね。そうよね。私はこの悪役令嬢ではないのだから、自じ戒かいの意味をこめて読むべきよね」

　客観的に見られるようになったのならよかった。読んでもらわないと王太子殿でん下かをはじめとする男性が、どのような女性を好まれるのかわからない。

　ソフィー様は遠ざけた小説を手に取り、閉じたところから読み始めた。でも、先ほどよりも読むペースは落ちている。

　集中できない状態で読んでも頭に入らない。だったら、ひとまずここで終わりにした方がいいかもしれない。

　屋敷で一人で読んだ方が頭に入るだろう。

　壁かべ掛かけ時計に視線を向けると、いつもの帰宅時間を大分過ぎていた。

「もう時間も遅おそいですし、その小説はご自宅で読まれてはどうですか？」

「そうね。全て読んでいたら日が暮れてしまうもの。本を借りる手続きはあちらでできるのかしら？」

「はい。司書に本を出して、手続きをするのです」

「では少し待っていてくださる？」

「あ、私が参ります」

　そのような手間をソフィー様にさせるわけにはいかない。それに、司書と顔見知りの私が手続きした方がスムーズにいく。

　私はソフィー様から本を受け取り、テーブルに置かれている本も持って受付に向かい貸出手続きをする。

　計五冊の本を借りて図書館を後にした私わたし達たちは、すっかり人のいなくなった静かな校舎内を歩いていた。

「とりあえずは、借りた本を読むことから始めないといけないわね。時間がかかりそうだわ」

「小説の世界に没頭してしまえば早いですよ」

「そうだとよろしいけれど」

　と、呟つぶやいたソフィー様が突とつ然ぜん足を止めた。

　つられて私も足を止めて振り返ると、ソフィー様は不安そうな表情を浮かべている。

「勝手なことを申し上げるようだけれど、今日のことは他の方には秘密にしていただきたいの。クレイグ殿下とロゼッタさんがお二人でお話ししていらしたのを私が見ていた、なんて殿下のお耳に入ると困るし、皆みなさんがロゼッタさんに今以上の悪感情を抱いだいてしまうと思うから。それに私も、知られたくなくて」

「改めて仰おつしやらなくとも、秘密にいたしますからご安心ください。尊敬するソフィー様のお名前を汚けがすような真ま似ねはいたしません」

　すると、ホッとしたようにソフィー様が柔やわらかく微ほほ笑えんだ。

「ありがとう。……けれど、なぜアメリアさんはそこまで私のためにしてくださるの？　貴女あなたは私の友人だけれど、面と向かってお話をしたことは、あまり……というかほとんどないでしょう？」

　それもそうよね。だって、私はいつも皆さんの話に頷うなずくだけで、率そつ先せんして話していたわけではないものね。

　こんなにじっくりとソフィー様とお話ししたのも今日が初めてだもの。

　でも、それは目立たないように大人しくしようとしていただけ。

「……確かにソフィー様と話したことは少ないですが、私がソフィー様を心から尊敬し、お慕したいしているからこそ、ソフィー様のために動こうと思ったのです」

「私を尊敬しているというのは、ありがたいことだけれど、どうして？」

　私が勝手にソフィー様に感謝しているだけだものね。彼女がわからないのも無理はないわ。

　このまま疑問を残しておいたら彼女もモヤモヤするだけでしょうし、伝えておいた方がいいかもしれない。

　私は不思議そうな顔をしているソフィー様に理由を話し始める。

「今から五年ほど前になるでしょうか。私はソフィー様に助けていただいたことがあるのです」

「私が貴女を助けたの？」

　五年前に？　とソフィー様は首を傾かしげている。

　あのときのことを私は鮮せん明めいに覚えているけれど、ソフィー様にとっては、きっと何気ないことだったのよね。

「ソフィー様に助けていただいたのは五年前のお茶会のときです。あのとき私は話し相手もおらず、一人でおりました。そうしたら、ソフィー様が『私達と一いつ緒しよにお話ししませんか？』と誘さそって仲間に入れてくださったのです。ひとりぼっちだった私に手を差さし伸のべてくださり、それ以降も話しかけてくださる優やさしさに感動し、ソフィー様のお側そばにいたいと思うようになったのです」

「そう、そうだったの……。でも、ごめんなさい。私、覚えていないようで」

「いえ、覚えていらっしゃらなくても構わないのです。あの日のことは私にとって、今でも大切な思い出というだけのことですから」

「……なんだか恥はずかしいわ。私はそれほど大層な人間ではないのに。それにアメリアさんはひとりぼっちだったと仰るけれど、今の貴女はとても魅み力りよく的よ？　よくお話しになるし、表情も豊かだわ」

　友人がいなくて一人だったのは、屋敷に籠こもって人付き合いを全くしていなかったからなのよね。

　でも、どうしてもお茶会に出席しなければならなくて、友人の作り方なんてわからなかった私は、誰だれにも話しかけることができなかっただけ。

「屋敷に籠もっていた私にとって、あのお茶会が五年ぶりの社交の場でした。ですから、知り合いが誰もおらず一人だったのです」

「屋敷にずっと？　ご病気だったの？」

「あ、いえ」

「もしかして、今も？　だから、あまりお話をなさらなかったのかしら。こんな時間まで付き合わせてしまったけれど、お体は大だい丈じよう夫ぶなの？」

「それは……。いえ、違ちがうのです。体が悪いわけではないのです」

　私は、ひとりぼっちになるきっかけとなった、十年前のあの出来事をソフィー様に話そうかどうかを悩なやんでいた。




　……いいえ、元々、話を振ったのは私だわ。

　ソフィー様は言いふらすような人ではないから言っても構わない。

　言わないままでいたら、何か大きな勘かん違ちがいをされて気を使わせてしまうだろうし。

　十年前のことは私の中である程度、整理はついている。話したくらいで傷つくことはない。だから、大丈夫。うん。大丈夫。

　決意した私は大きく深呼吸をして気持ちを落ち着かせた。

「実は私が屋敷に籠もるようになったのは、十年前のある出来事がきっかけでして……」

「ある出来事？」

「ええ。その前に私の生おい立たちから、お話しさせてください」

　私が静かに話し始めると、ソフィー様が姿勢を正した。

　大した話ではないから、なんだか悪い気がするわ、と思いながら続ける。

「私は両親が結けつ婚こんして十年経たってから生まれた一人ひとり娘むすめなのですが……そのお蔭かげで、生まれたときから、それはもう両親や使用人達から可か愛わいがられました。『私達の天使』だの『世界で一番可愛い』だの言われて育ったのです。ですので、今となってはお恥ずかしいですが、幼い私は自分をとんでもない美少女だと思おもい込こんでいたのです」

「周囲から愛されていらしたのね」

　ソフィー様から慈じ愛あいに満ちた目で見られながら、私は本題に入るべく、コホンと咳せき払ばらいをした。

「自分が美少女だという勘違いをしたまま私は七歳さいになりました。ピアノを嗜たしなんでいた私は同年代の子供達よりもピアノが上う手まいということもあって、ある貴族のお屋敷に招かれてピアノの演奏をすることになりました。しかし、演奏を始めたところ、ご覧になっていた方々がヒソヒソと話し始め、隠かくれて笑っていたのです。声が気になって集中力が途と切ぎれ、演奏を中断した私に『ドレスは派手だけど顔は地味』という言葉を男の子が投げつけてきました」

　あまりの話にソフィー様は絶句している。

　今ならわかるけれど、招待した貴族は私を笑いものにしようとしていたんだと思う。

「それで、私は周囲が自分を馬ば鹿かにしていることに気付いて泣いてしまい、両親に連れられて、そのお屋敷を後にしました。そのことが、あまりにショックでしばらくは泣いて部屋から出ることができなかったのですが、あるとき窓に映る自分の顔を見て気付いたのです。私は招待されていた令嬢達とは違って可愛くない、地味だ、と」

「……なんてひどい話なのかしら。貴女は派手ではないけれど、とても可愛らしいお顔をしているわ。その場にいらした貴族達は心が腐くさっていたのよ。そのような中傷など気になさらず」

　慰なぐさめようとするソフィー様を私は手で止めた。

　大丈夫。笑われたことや馬鹿にされたことにショックは受けたけれど、むしろ勘違いを正してくれたことに感謝もしている。

　だってあのまま育っていたら、自意識過か剰じような恥ずかしい大人になっていたはずだ。

　それに気付かせてくれたのだから、私にとってあの出来事は必要なことだったのだと思う。

　とはいっても、あんな体験は一度で十分だけれど。

「お優しい言葉をかけていただき、ありがとうございます。ですので、当時は人の目が気になってしまい、屋敷に籠もるようになっていたのです」

「そのような理由がおありだったのね……。ああ、もしかして、だから母はあのようなことを……」

「ソフィー様のお母様が何か？」

　なんだか気になることを言われ、私は首を傾げる。

「いいえ。なんでもないわ。気にしないでちょうだい」

「はい」

　気になるけれど、ソフィー様がなんでもないと言っているのだから、しつこく聞くのは失礼よね。

「それよりも、理由を問とい質ただすような真似をして申し訳ないわ」

「いいえ。話そうと思ったのは私の意思ですから。それに、そのときのことで私のような人間は人よりも目立つ真似をしたら叩たたかれるということを学べましたので、全てを失ったわけではありません」

　むしろ得たものの方が多かったわ。

「ですので、私はソフィー様や皆さんといるときに、目立たないようにとあまり話さないようにしていたのです」

　私の話を聞いたソフィー様は、納なつ得とくしたように、ああ、と声に出した。

「貴女はいつも一歩引いた場所にいらしたから、ずっと不思議に思っていたのよ。あまり発言なさらなかったのは、そのような事情からなのね。お一人が好きなのかしら、とも思っていたのよ」

「断じて違います！　一人の時間は好きですが、孤こ独どくが好きなわけではありません。私はソフィー様の近くにいられるだけで、それだけで嬉うれしかったのですから」

「ええ。お話を伺うかがって納得したわ。そもそも、貴女は傷ついた私にハンカチを差し出してくださったし、隣となりでお話を聞いてくださったもの。孤独が好きで私に興味がないのだとしたら、あの場で帰っていたはずだものね。ありがとう……」

　ソフィー様が私の手を包つつみ込み、温かな眼まな差ざしを向けてくる。

　その手のぬくもりに、私は思わず涙なみだぐんでしまった。

「貴女は、お強いのね」

　尊敬の眼差しで見られるけれど、私はそこまで強くはないわ。

「強くなどございません。……それと実は、私の方からもお願いがあるのですが」

「何かしら？」

　こうしてソフィー様が変わるお手伝いをすると決めたけれど、やっぱり私は目立ちすぎるのが怖こわい。ソフィー様は王太子殿下や第二王子以外の特定の誰かと親しくお話しすることは、今までなかった。

　いきなり明日から私に話しかけてきたら、注目を浴びるのは確実だ。

　そして、悪目立ちしたら十年前のような目に遭あうかもしれない。

　あのときは、私にも悪い部分があったから、なんとか飲み込めた。

　だけど今、同じように笑われて馬鹿にされたら、きっと立ち直れないと思う。

「できれば、皆さんの前で二人でお会いするのは遠えん慮りよしたいのです。今日のように人気のない放課後にお会いする方向でお願いしたいのです」

「それは困るわ。せっかく、気を許せる方ができたのに、放課後しかお話しできないなんて悲しいもの」

「……ですが、それだと目立って」

「目立たないわ。この学院にどれだけの生徒がいると思っていらっしゃるの？　最初は注目を集めてしまうかもしれないけれど、慣れればそれが日常になるものよ。大丈夫」

　ね？　とソフィー様は言うけれど、悪目立ちして、あの顔で、とか揶や揄ゆされて裏で笑われることになるのが怖いのです……！

「ソフィー様は他の方と平等に仲良くされていらっしゃるので、私だけに話しかけたりしたらいろいろと言われるかもしれませんし」

「確かに、これまで私が特別親しくしていた友人はいないけれど、そのようなことであれこれ仰る方はいないわ」

　いや～、あの方々は我がが強いですよ。

　ここで私が彼女から特とく別べつ扱あつかいされたら、絶対に文句が出るわ。

　という考えが顔に出ていたのか、ソフィー様は頰ほおに手を当てて考え込んでしまう。

「……なら、明日から平等に話しかけるようにするわ。それなら大丈夫だと思うの。もしも、貴女とのことを聞かれたら図書館で……はクレイグ殿下に悟さとられるかもしれないから、温室で偶ぐう然ぜんお会いしたことにしましょう。それで、少しお話をして気が合うとわかり、話すようになった。これなら納得していただけると思うの」

　ああ、それなら混乱も少ないし、文句を言う方はいないかもしれない。

「それに、どうしても外野の声が気になると仰るなら、私がどうにかしてみせるわ。私が貴女を守ってみせる。だって、貴女は私の友人なのだから」

　ソフィー様からの力強い言葉に胸を打たれ、ついに私は白旗を揚あげた。

　無理だわ。彼女に守ると言われて安心しない人はいない。

「……承知いたしました。ですが、あの、あまり」

「わかっているわ。あからさまに貴女にだけ話しかけたりはしないから安心して。それに、今後のことを相談するときは、ちゃんと放課後の人気のない場所でと約束するわ」

「我わが儘ままを申し上げてしまい、申し訳ございません」

「いいえ、私の方が我が儘だわ。ごめんなさいね。でも、恋愛小説に詳くわしい貴女の協力が必要なのよ」

　……確かに恋愛小説には詳しいけれど、実のところ現実の恋愛事には詳しくないのよね。

　恋もしたことがないし。

　でも、尊敬するソフィー様に頼たよりにされたら、力になりたいと思ってしまう。

「……どのくらいお役に立てるかわかりませんが、精せい一いつ杯ぱいソフィー様を支えますので」

　平等に話しかけると言われているのだから、私だけが悪目立ちすることはないはず。

　そう前向きに考えて、私はソフィー様と共に学院を後にした。
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　ソフィー様と別れて屋や敷しきに帰った私は、彼かの女じよのどこをどう改善すればいいのかというヒントを得るため、夕食も食べずに自室に籠こもっていた。

　机に向かって、ソフィー様とロゼッタさんの違ちがいを調べて紙に書き出していく。

「こうして書き出してみると、見事なまでに正反対のお二人だわ。ソフィー様は、あまり人に弱みを見せない方よね。男性からしたら、軽々しく話しかけられない雰ふん囲い気きがあるのかもしれないわ。甘あまえることもなさらないし、自立した女性って感じだもの」

　そういえば、前にお父様とお父様のご友人が女性の好みの話をしていた。

　何かヒントになるのではないかと、私は記き憶おくを呼び起こす。

　あれは確か、お父様とご友人の方がお話ししている部屋の前を通りかかったときだったはずだ。




『やはり女性は可か愛わいげがあって素す直なおなのが一番だよね。完かん璧ぺきすぎると仕事で疲つかれて帰ってきたのに、屋敷でも気を張ってしまうからさ。いつもニコニコ笑っていて、それで甘えてきてくれたら、疲れも一気に吹ふっ飛とぶよ』

『確かにそれはあるな。甘えられて嫌いやな気分になる男はいない。それで、さすがですね、とか、やはり頼たよりになります、とか言われたら、キュンとくるしな。隙すきのある女性が男心をくすぐるのは確かだ。その点、うちのグロリアとアメリアは完璧だ』

『あ～グロリアさんとアメリアちゃんは癒いやし系けいだもんね！　あ、ところでアメリアちゃんは元気？　随ずい分ぶんと大きくなったんじゃないの？　お前に似て、世間知らずなところがあるからさ。どうする？　いきなり男を連れてきて、お父様、私はこの方と結けつ婚こんします！　とか言われたら』

『うちのアメリアは結婚などしない。考えたくもない……。相手の男が来ても追い返すし、肉体的にも精神的にもみじん切りにしてやる』




　いけない、余計なことまで思い出してしまったわ。

　お父様って、口調は硬かたいのに言ってることは緩ゆるいのよね。そこが可愛くて大好きなんだけど。でも、娘むすめが婚こん期きを逃のがしたら、それはそれで問題なんじゃないの？

　王国法では女でも跡あとを継つげるけれど、レストン伯はく爵しやく家はお父様の弟の息むす子こ、つまり私の従い兄と弟こが継げばいいだけ。

　だから、結婚に拘こだわる必要はないんだけれど、やっぱり結婚はしたいもの。

　って、違う！　私の結婚の話じゃなくて、一いつ般ぱん的な男性が好む女性の話よ。

　お父様達たちの話を聞く限り、完璧な女性は敬遠されるということよね。

　ここは、恋れん愛あい小説と同じだわ。ということは、現実でもそう思う男性はいるということね。

　恋愛小説だけでは自信がなかったから、確証が得られてホッとしたわ。

　でも、甘える女性ねぇ。ソフィー様は成績優ゆう秀しゆうで何事も完璧にこなしてしまうから、もしかしたら、そこが原因なのかしら？

　真面目だから冗じよう談だんも言わないし……ということは、可愛げというものを見せたらいけるかも。

「可愛げ……つまり、隙のある女性ねぇ。どんな感じなのかサッパリわからないわ。……そうだ、お母様に聞いてみようかしら」

　お父様とお母様は恋愛結婚だったし、男性を落とすテクニックについて何か知っているかもしれない。

　いい案を教えてもらえるかもと期待しつつ、私はリビングにいたお母様の許もとに向かい、隙のある女性について聞いてみた。

　お母様は、なぜ私がそういったことを聞きたがるのか疑問に思ったみたいだけれど、今後の参考にとしつこくねだると話してくれた。

「隙のある女性というのは、だらしない女性という意味ではないのよ？　しっかりしつつも素直で笑え顔がおが多く自分ばかり話さず、聞き上手で困ったときは男性に頼るとか甘えることができる女性のことを指すの。ここだけの話、一ひと目め惚ぼれしたお父様に毎日、笑顔で挨あい拶さつだけをして、徐じよ々じよに距きよ離りを詰つめていったの。そうしたら、向こうから話しかけてくださるようになったのよ。これは効果があるわよ。リアちゃんも好きな方ができたら、実じつ践せんしてみるといいわ」

　話を聞いた私は、まるで恋愛小説の主人公のような女性だわ、という印象を持つ。

「……恋愛小説の主人公が隙のある女性に近いということは、参考にしても問題はないということね」

「リアちゃん。お母様の話、聞いていて？　それでね、お父様と出会ったのはね」

「ありがとうございます、お母様！　とても勉強になりました！　恋愛小説を読んでさらに勉強に励はげみますね！」

　私は即そく座ざに立ち上がり、まだまだ話を続けたそうなお母様を遮さえぎって自分の部屋に戻もどった。

「あのままだったら、お父様との惚気のろけ話が始まるところだったわ。長いのよね。出会い編から偶ぐう然ぜんを装よそおって町で遭そう遇ぐう編とか、リサーチして好きな食べ物を贈おくる餌え付づけ編とかいろいろとあるから」

　危なかったわ。捕つかまったら最後、三時間は付き合わされてしまうもの。

　両親の馴なれ初そめ話を聞くのは好きだけれど、さすがに今は時間がないわ。

「とにかく、隙のある女性が恋愛小説の主人公のような人であると確かく認にんできたのだから、恋愛小説を読んで、どのような行動を取っているのか調べてみましょう」

　腕うでまくりをした私は部屋にある恋愛小説を手に取り、役に立ちそうな主人公の行動を紙に書き出していく。

　これは使える、これはダメね、などと考えていたら、いつの間にか寝ねる時間をとっくに過ぎていることに気付いた。

「もうこんな時間……！　とりあえずは書き出したし、今日はもう寝た方がいいわね。これだけあるのだから、明日ソフィー様に提案して、実行できそうなものを考えればいいわよね。……受け入れてもらえるか不安もあるけれど、やってみなければわからないし」

　書き出した紙を鞄かばんにしまってベッドに入った私は今後のことを考えてしまい、なかなか寝付けなかった。けれど、睡すい魔まには勝てず、いつの間にか眠ねむりに落ちていた。







　翌日、昨日のソフィー様との一件が表に出て、注目を集めてしまうのでは、と不安になりながら学院に行くが、予想に反して誰だれも私を気にする様子はなかった。

　どうやら、昨日のことは誰も知らないようだ。一安心して教室に入ると、ソフィー様が真っ先に私の名前を呼んで挨拶してくる。

　め、目立っちゃう！　と慌あわてたけど、他の生徒は友人方とお話しするのに夢中でこちらを気にも留とめていない。

「あ、あら？」

「そのように慌てなくても大だい丈じよう夫ぶよ。今日は友人の皆みなさん一人一人に挨拶をしているのだもの」

　あ、そうだったのね。

　皆さんに平等に挨拶をしているのなら、私に声をかけてきてもおかしくはないものね。

　ソフィー様に気を使わせてしまって申し訳ないわ。

　後から教室に入ってきた他の友人方にも、ソフィー様は平等に話しかけていたのよ。

　最初は皆さん驚おどろいていたけれど、やっぱりソフィー様から名前を呼ばれるのは嬉うれしかったみたい。

　中にはどうしたのかと不思議に思う方もいて、休み時間にソフィー様は取り巻き達から質問攻ぜめにされていたけれど。

　その返答として、『昨日、アメリアさんと温室で会って話をしたら気が合ったので、他の皆さんとももっとお話ししようと思ったの』と彼女が言ったら、な～んだという感じで納なつ得とくしてくれたのよね。

　話題に出された私は冷や冷やしてしまったけれど、彼かの女じよ達が特に何かを言ってくることはなかったからホッとしたわ。

　ただ、数名は出だし抜ぬかれたとでも思ったのか、私を睨にらんできたのが怖こわかったわね。







「アメリアさん、どうかなさったの？」

　ソフィー様から突とつ然ぜん声をかけられ、私は体を震ふるわせる。

　いけない、いけない。今は放課後。昨日とは違う人気のない場所でソフィー様と今後のことをお話ししていたんだった。

「申し訳ございません。少し考え事をしておりました。それで、昨日の小説は読み終わりましたか？」

「ええ。あまりにも面おも白しろくて、お借りした本を全部読んでしまったの。気が付いたら、いつも寝る時間を大分過ぎていて、慌ててベッドに入ったのよ。お蔭かげで寝ね不ぶ足そくで」

「つまらなかったら読むのも苦痛でしょうし、楽しんでいただけたようで何よりです。実は昨夜、恋愛小説の主人公の行動を紙に書き出してみたのです。それをご覧になって、今後の方針を決めませんか？」

　すると、何かに気付いたソフィー様は恥はずかしそうに両手で顔を隠かくしてしまった。

「どうかなさいましたか？」

「いえ、次がどうなるのかが気になって、没ぼつ頭とうしてしまって、教本だということをすっかり忘れていたのよ。アメリアさんが紙に書き出してくださったというのに、何をしているのかしら」

「初めて読まれたのですし、没頭されたのはおかしなことではございません。それに、現状把は握あくと対策を考えるのが私の役目ですから」

　どちらかというと、楽しんで読んでくれたことの方が嬉しいわ。

　私の気持ちが伝わったのか、申し訳なさそうにしていたソフィー様は少し安心したように笑ってくれた。

「ありがとう。貴女あなたがしっかりした方で助かるわ」

　いえいえ、ソフィー様のためだから必死に考えているだけですよ。

　普ふ段だんの私はしっかりとはほど遠いもの。

　それにしても、借りた本をほぼ一日で読破するなんて本当に面白かったのね。

　ソフィー様はどの恋愛小説が好みだったのかしら？　恋愛小説好きの私としては気になるわ。

　でも、まずはソフィー様に書き出した紙をお見せするのが先ね。

　私は鞄から昨夜、夜なべして書いた紙を取り出して、彼女に差し出した。

　紙を受け取った彼女は真しん剣けんな眼まな差ざしで読み始める。

「箇か条じよう書がきですので想像しにくいかと思い、小説もお持ちしました。こちらの小説の二十七ページに書かれている『躓つまずいてよろける』などよろしいのではないかと」

　該がい当とうページを開いて、ソフィー様に向かって本を差し出し、指でその場所を指し示した。

「こちらは、躓いてよろけた主人公を王子が抱だき留とめる場面です。躓いてよろけるなど貴族令れい嬢じようとして恥ずかしい場面です。ですが、抱き留められることで、至近距離で見つめ合うことになり、好感度が上がるのではないかと思うのです」

「けれど、躓いてよろけるというのは難しそうだわ。わざと失敗するということでしょう？　抵てい抗こうがあるわ」

「無理なようでしたら、貧ひん血けつでよろけてもよろしいかと思います。結果的に王太子殿でん下かと物理的に近づくというのが目的ですから。普段しっかりしているソフィー様が躓いてよろけることで軽い失敗をお見せすれば、王太子殿下はソフィー様も完璧ではないと気付かれて興味を持たれるのではないかと考えたのです」

　実際に王太子殿下の前で行動に移すときのことを思おもい浮うかべたのか、ソフィー様の顔が真っ青になってしまう。

「そうよね。クレイグ殿下の前でやらなければならないのよね……。殿下の前で失敗するなど、興味を持たれるどころか失望させてしまうのではないかしら？　あの方が求めていらっしゃるのは、妃きさきとして完璧な女性のはずだもの」

「何も、毎回躓いてよろける必要はございません。あくまでもソフィー様に対する認にん識しきを少しでも変えていただくためですから」

　さすがに毎回やっていたら、王太子妃としていかがなものかと思われてしまうもの。

　あまりやりすぎても、わざとだとバレてしまいかねないし。

「……そうね。今までの私ではロゼッタさんに勝てないことはわかっているのだもの。違う一面を見てもらって、まずはクレイグ殿下の目に留まらなければならないのよね。それに、ロゼッタさんには少し気の抜けたところがおありのようだし、効果はあるかもしれないわ」

「ええ。私もそう思います。実は昨夜、主人公の行動を書き出す前に、ソフィー様とロゼッタさんの違いも書き出してみたのですが、驚くほどにお二人は正反対でした。以前、父や父のご友人が話していたことによると、男性というのは完璧な女性よりも隙のある女性を好ましく思うものなのだそうです。恋愛小説の主人公も多くはそのような女性達でした。ですので、王太子殿下もそのような女性を好まれているのかもしれません」

「隙のある？　よくわからないわ」

「え～とですね。隙のある女性というのは、だらしない女性というわけではありません。しっかりしつつも素直で笑顔が多く自分のことばかり話さず聞き上手で、困ったときは男性に頼るとか甘えることができる女性のことです。改めて恋愛小説を読んだら、ほとんどがそのような女性でしたので、間ま違ちがいありません」

　私がお母様から聞きかじった情報をそのままソフィー様に伝えると、真面目に私の話を聞いてくれていた彼女の表情が曇くもっていく。

　ソフィー様は隙のある女性ではないから、自分と照らし合わせて落おち込こんでいるのかもしれない。

「……貴女の仰おつしやる通り、確かにロゼッタさんは私と正反対だわ。私は問題が起こったら誰にも頼らずに自分で解決してしまうもの。それに、いつもクレイグ殿下に自分の話ばかりして、あの方のお話を聞こうとはしなかったわ。王太子としてこうあるべきという私の考えを押おしつけていたし、甘えるなんて考えたこともなかったわ……。両親からは完璧であることを求められて、そのように振ふる舞まっていたけれど、間違っていたのね」

「いえ、間違っているわけではございません。国を守り、王を支える妃としては、ソフィー様のような女性が適任だと思います。ただ他の男性や王太子殿下は、隙のある女性を好ましいと思っているようです。かといって、急に性格を全て変える必要はございません。そういった行動をたまに取り入れてみるだけでも効果があるのではないかと思います」

「それで本当にクレイグ殿下が私を好きになってくださるのかしら？」

　そうよね。違う一面を見せただけで王太子殿下がソフィー様を好きになるかどうかはわからないわ。

「正直なところ、この行動だけで王太子殿下がソフィー様を好きになってくださるかはわかりません。ですが、ソフィー様の印象を変えることで、王太子殿下はこれまでのソフィー様と違うことに気付き、向き合おうと考えてくださるかもしれません。実際にロゼッタさんに興味を持たれたのですから、行動してみる価値はあるかと思います」

　あからさまに甘えたりしたら、何か企たくらんでいるのかと疑われるかもしれないけれど、躓いて転んだとか貧血でよろめくぐらいなら、偶然で済むはずだ。

　まずは、ちょっとずつ変えていくことが必要だと思う。

　ソフィー様もそれに思い至ったのか、いつものような自信に溢あふれる顔に戻っている。

「そうね……。時々ならば、私にもできるかもしれないわ。上う手まくできるか不安もあるけれど、頑がん張ばってみるわね」

「はい。私も協力しますので」

「ありがとう。本当にアメリアさんには助けられているわね。貴女があの場にいなければ、きっと私はロゼッタさんに嫌がらせを始めていたと思うわ。冷静になった今なら、そのようなことをしたら、クレイグ殿下に軽けい蔑べつされるだけだとわかるもの。私の頭を冷やしてくれて本当に感謝しているわ」

　膝ひざの上に置いた私の手に、ソフィー様がそっと手を重ねてくる。

　彼女の表情はいつものように自信に満ちて堂々としていて、冷静さを取とり戻もどしてくれたのだと私はホッとした。

「それにしても、貴女は本当に恋愛小説に詳くわしいのね。貴族の令嬢としては珍めずらしいのではなくて？　大半の令嬢は恋愛小説を読まないと思っていたわ」

　まあ、普ふ通つうの令嬢の皆さんは刺しし繡ゆうとかの教本を読む程度だものね。

　私のように恋愛小説を好んで読む方は少ないと思うわ。

「それはですね。引きこもっていた期間にすることが何もなくて、母の所有していた恋愛小説を読んだのがきっかけでして……。それで、面白さに引き込まれて、いろいろと読んで空想の世界に浸ひたっていたわけです。全く自分の身にはなっていないのですが、こうしてソフィー様の役に立つことができたので、恋愛小説を読んでいてよかったと心から思います」

　あの頃ころには想像もしていなかったわ。本当に暇ひまつぶしに読み始めただけだもの。

　だけど、こうしてソフィー様を手助けできるのだから、なんでも経験しておくものね。

　なんて思っていたら、私の話を聞いていたソフィー様が口元に手を当てて微ほほ笑えんでくれた。

「こうしてお話を伺うかがうまでは疑っていたけれど、恋愛小説って偉い大だいなのね。今まで読まなかったのが悔くやまれるわ。読んでいたらこのような失敗はしなかったかもしれないもの」

「いいえ、今からでも遅おそくはありません。ソフィー様が変われば、きっとクレイグ殿下も見る目が変わると思います。始めるのに遅いことなんてありません。私もそうでしたもの。きっといい方向に行くと思います」

「アメリアさんに言われると、本当に遅くはないと思えるから不思議ね。そういえば、アメリアさんは傷つけられた経験があるのに、その方達を悪く仰らないわね。むしろ、自分のためになったと口にしている。それに人の悪口を言わないところは、素す晴ばらしいと思うわ」

　あの、ソフィー様から褒ほめられている!?

　光栄すぎて気が遠くなりそうだけど、ちゃんと気を確かに持っていないと。

　こんなこと、滅めつ多たにないわ。

「そんな……！　ソフィー様は私よりも余よ程ほど、素す敵てきな方です。私の理想のご令嬢そのものですもの。それに私は恋こいをしたことがありませんので、もし恋をしてソフィー様と同じ状じよう況きようになったら、同じことを考えてしまうかもしれません」

「まあ、ありがとう。そう仰ってもらえると嬉しいわ」

「私こそ、ありがとうございます。ソフィー様からお褒めの言葉をいただけるなんて、とても嬉しいです！」

　ソフィー様から予想もしていなかったことを言われて舞い上がってしまう。

　私の言葉を受けて、彼女は嬉しそうに笑っているから、きっと本心なのだろう。

　嬉しいけれど、少し恥ずかしくも思う。私はソフィー様の目を見ていられなくなり、視線を机に向けると箇条書きされた紙が目に入り、今は褒められたことに喜んでいる場合ではないと気が付いた。

「で、では、これからどのような行動を取るのか話し合いましょう」

「ああ、そうだったわね。本来の目的を忘れていたわ」




　その後、私達は小説の主人公の行動を書き出した紙を見ながら、実行できそうなものを話し合った。

「この『笑顔で挨拶をして、余計なことは話さずに立ち去る』というのはできそうだわ。いつもは他の女性に張り合うつもりでいろいろと話しかけていたのだけれど、クレイグ殿下は元々あまりお話しする方ではないのよ。もしかしたら煩わずらわしかったのかもしれないわね」

「話をするというのは、相手のことをよく知るためには必要なことです。ソフィー様の行いは正しいことだと思いますよ？　ですが、違う一面を見せる必要があるわけですから、挨拶をして余計なことは話さずに立ち去るというのはいいと思います。では、明日から頑張ってくださいませ」

「あ、明日から!?　……いいえ、怖おじ気けづいている場合ではないわね。クレイグ殿下に少しでも好かれるように努力しなければね。これまでの私ではダメなのだもの」

「どうか気弱にならないでください。これまでのソフィー様も魅み力りよく的でしたが、今のソフィー様もそれ以上に魅力的ですから、きっと王太子殿下もソフィー様の変化に気付いてくださるはずです」

　ありがとう、と言ってソフィー様が嬉しそうに満面の笑えみを浮うかべる。

　その笑顔が純じゆん粋すいな子供のような笑みで、あまりの可愛さに私は見み惚とれてしまう。

　ソフィー様には、こんな可愛らしい一面もあったのだ。

　いつもは軽く笑う感じだったから、知らなかった。

　王太子殿下も、このソフィー様を見れば私と同じ反応をするはずだ。

　これで心を動かされなかったら、男じゃない。

　いける！　と思っていると、ソフィー様が期待するような眼差しで私を見ていることに気が付いた。

「あのね、アメリアさん。昨日、お借りした小説が本当に面白くてね。それで、他にもお勧すすめのものがあれば教えて欲ほしいのだけれど。そうね。アメリアさんが一番お好きな小説を読んでみたいわ」

「一番のお勧めですか？」

　一番と言われると屋敷に置いてあるものになるんだけど。

「私の一番のお勧めは図書館には置いてなくて。屋敷にならあるのですが、ソフィー様がお嫌でなければ、お貸ししますが」

「まあ、ぜひお願いしたいわ」

「では、明日お持ちしますね」

「楽しみにしているわ」




　ソフィー様は本当に恋愛小説を気に入ってくれたのか、話が終わった後に図書館に寄り、本を返却した後で何冊か本を借りていた。

　帰りに世間話をしながらホールまで歩いていると、前方からソフィー様の弟君であるルーファス様がこちらに歩み寄ってくるのが見える。

　私達の真正面まできた彼かれに対して私が無言で一礼すると、彼は何度か瞬まばたきをした後で驚いたようにジッと私を見つめてきた。
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「……あんた、あのときの」

「ルーファス！　女性に対して失礼な呼び方はよしなさい！」

「ち、ちょっと前に見た顔だったから、聞いただけ。何？　姉さんの知り合い？　昨日、帰ってくるのが遅かったけど、もしかして昨日もこいつと会ってたの？」

　ソフィー様の注意を受け流したルーファス様は早口で言い放った。

　なぜか、ジロジロと見られているのだけれど、この間目が合ったのだから誰かまでは知らなくても、そこまで見られる場面ではないはず。

　ああ、でも、考えてみれば、私は彼のことを知っているけれど、彼はソフィー様の友人の一人でしかない私の素す性じようまでは知らない。目立たないようにしていたから知らなくて当たり前だ。

　失礼なことをしているとわかっているものの、ご自分のお姉さんが素性を知らない人間と一いつ緒しよにいたら警けい戒かいしてしまうのも仕方がない。

　それにしても、この間は距離が少しあったけれど、間近で見るとルーファス様とソフィー様は鼻の形や口元が似ている。とても可愛らしい顔をしているし、しかめっ面つらなのが残念なくらいだ。

　貴族令嬢の間では王太子殿下、第二王子殿下に次いで人気のある方なのに、無愛想だから自分に自信のある令嬢しか近寄らないのを知っている。

　初めて間近で見たルーファス様は本当に可愛らしくて天使のようだ。令嬢達に人気があるのも頷うなずける。

　少々口が悪いところがあるみたいだけれど、ああいう男の子は好きな女の子に素直になれずに意地を張ることが多いと恋愛小説で読んだことがある。

　彼がそうだとは限らないけれど、素直になれないタイプなら好かれた女の子は苦労しそうだ。

　なんて考えていたが、話しかけられたのだから自己紹しよう介かいしなければいけない。

　慌てて私は、もう一度ルーファス様に一礼する。

「アメリア・レストンと申します。レストン伯爵家の娘です」

「……ふ、ふ～ん。ま、いいや。あんた、もう帰るんでしょ？　じゃあね」

「ルーファス！」

「ソフィー様、大丈夫です。それでは失礼いたします。本は明日必ずお持ちしますので」

「……弟が失礼なことをして、ごめんなさいね。明日を楽しみにしているわ」

　本？　と疑問を口にしたルーファス様に構わず、私はその場を後にした。

　立ち去った後、お二人があんな会話をしていたなんて知りもせずに。
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「ルーファスはアメリアさんが気になるの？」

　振り返ると穏おだやかな笑みを浮かべてこっちを見る姉さんがいて、僕ぼくは、はあ!?　と声を上げる。

　合ってる。合ってるけど、気になるの意味合いが違う。

　というか、今の姉さんに言いたくない。絶対にからかわれるに決まってる！

　だから、なるべくなんとも思っていないように装いながら、僕は横目で姉さんを見たんだ。

「別に、気になってないし。ただ、姉さんが、ああいうタイプと一緒にいるのが珍しいって思っただけ」

「あら？　アメリアさんは五年前からずっと私の側そばにいてくれているのだけれど、知らなかったの？」

「え？　全く記憶にないんだけど」

　そんなに前から姉さんと一緒にいたなんて知らなかった。

　あんなに可愛い子なのに、見覚えがないんだけど。

　いくらなんでも、見ていれば気付くはずだと思うのに。

　姉さんは、ごちゃごちゃと考えている僕に気付く様子もなく、頰ほおに手を当てて困ったように首を傾かしげた。

「ああ、そうね。貴方が知らなくても無理はないかもしれないわ。だって、彼女は目立たないようにしようと心こころ掛がけていたみたいだから。下を向いていることが多かったし、いつも周りの皆さんの影かげに隠れていたから。だから、ルーファスが真正面からアメリアさんの顔を見たのは今日が初めてなのではなくて？」

　目立たないようにしていた？　だから、その他大勢だと思い込んで見落としていたってこと？

　これは、僕が女にまとわりつかれるのが嫌きらいで、見ないようにしていたからっていうせいもあるのかもしれないけど。

　特に姉さんの取り巻きの女達は、姉さんと仲がいいからって僕にも馴なれ馴なれしく話しかけてくる奴やつらが多かったから、なるべく姉さんの近くに行かないようにしていたんだよね。

　あと、確かに姉さんが言っていた通り、アメリアは話しているときもやけに視線が下を向いているって思ったけど。

　なんかオドオドしていて、自信がなさそうにも見えたっけ。

　別におかしなところなんて何もないのに。

「……変な奴」

　なんで、あんなふうなのかわからなかったけど、それでも僕はもったいないなって思ったんだ。
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　翌朝、いつもよりも早い時間に登校した私がホールに入ると、友人の皆みなさんとお話ししているソフィー様の姿が目に飛とび込こんできた。

　おまけに、そのすぐ隣となりに弟君のルーファス様が不ふ機き嫌げんそうに佇たたずんでいるのも。

　昨日の今日だから、また何か言われるかも、と思ったけれど、ソフィー様を無視するわけにいかない。

　すぐに私は彼かの女じよの許もとへと向かい、会え釈しやくをする。

「ごきげんよう、ソフィー様。ルーファス様、皆様」

「ごきげんよう、アメリアさん」

「……」

　笑え顔がおのソフィー様達たちに反して、ルーファス様は仏ぶつ頂ちよう面づらである。

　せめて、挨あい拶さつぐらいはしてもらいたいところだ。

　いたたまれなく思っていると、ソフィー様がルーファス様に厳しい視線を向けた。

「ルーファス。挨拶ぐらいなさい」

「……おはよう」

「ごきげんよう、ルーファス様」

　空気を読んでくれたのか、横目で私を見たルーファス様は小さな声で挨拶をしてくれた。

　仏頂面なのは変わらないけれど。

「じゃあ、もう行くから」

　ソフィー様の返事を聞く前にルーファス様は立ち去ってしまう。

　友人の皆さんは残念そうに彼かれを見送っている。

　あの様子だと嫌きらわれているわけではなさそうね、と思っているとソフィー様から声をかけられた。

「本当に失礼な弟でごめんなさいね」

「気にしておりませんが、ルーファス様は女性が苦手なのでしょうか？」

「ええ。昔からご令れい嬢じよう達に囲まれて質問攻ぜめにされたり、泣き落としで強ごう引いんに誘さそわれることが多かったから。そのせいかもしれないわね」

　ああ、それは女性が苦手にもなりますね。

　一人ならともかく結けつ託たくしたご令嬢達に休む間もなく話しかけられたら、誰だれでも嫌いやになるわ。

　それにお兄様がいるとはいえ、あのバーネット侯こう爵しやく家のご子息だし、尚なお更さらご令嬢達の獲え物ものになってしまうのかも。

　綺き麗れいな顔の方を羨うらやましいと思っていたけれど、そういった弊へい害がいもあるのね。

「アメリアさん？」

　苦労したんだろうなぁ、と考えていたら、ソフィー様の取り巻きの一人が私の顔を覗のぞき込こんできた。

　しまった、考え込んでいる場合じゃなかったわ。これからソフィー様は王太子殿でん下かに挨拶をしに行くというのに。

「申し訳ありません。考え事をしておりました」

　私の言葉を聞いた令嬢が、呆あきれたようにため息をついた。

「貴女あなたはボーッとしていることが多いですわね。ソフィー様の友人ならば、もう少ししっかりとなさったら？」

「申し訳ございません」

　反論の余地もないと私は頭を下げる。

　すると、穏おだやかな笑えみを浮うかべたソフィー様が、冷ややかな目を向けている令嬢を手で制した。

「よろしいのよ。それがアメリアさんのいいところでもあるのだから」

「ソフィー様は、お優やさしすぎます」

「そうでもないわ」

　ソフィー様からフォローされることが心苦しいわ。

　もっとちゃんとしなくちゃ。




「あ、王太子殿下がいらしたわ」

　誰かの声に、ゆっくりと視線を移動させるソフィー様につられ、私もそちらを見る。

　すると、王太子殿下が従者を連れてホールに来たのが見えた。

　プラチナブロンドの髪かみは今日もサラサラで、軽く微ほほ笑えみながら生徒達に目を向けている。

「では、私はご挨拶に参ります」

　移動しようとしたソフィー様に続いて友人の皆さんも動き始めると、彼女はピタッと足を止めた。

「皆さんは、こちらでお待ちになっていて。今日は一人でクレイグ殿下にご挨拶をしようと思うの」

「え？　ですが」

「あまり大人数だと、クレイグ殿下のご迷めい惑わくになってしまうかもしれないから」

　お願いね、と言い残し、ソフィー様は王太子殿下の許へと向かっていった。

　心の中で彼女を応おう援えんしつつ、私は成り行きを見守る。

　私達が王太子殿下に会釈をしていると、ソフィー様は彼に近づいていく。

　見る者がウットリするような綺麗な笑みを浮かべたソフィー様が一礼すると、王太子殿下が足を止めた。

　王太子殿下はソフィー様がお一人なのを不思議に思ったのか、少しだけ目を見開いている。

「おはよう」

「……ごきげんよう、クレイグ殿下」

「一人か？　珍めずらしいな」

　挨拶だけで終わりだと思っていたソフィー様は王太子殿下から質問され、急にオロオロし始めた。

「どうした？」

　無言のままのソフィー様に周囲の生徒達がざわめき始めたのだけれど、私は違ちがう意味で心がざわめき始めた。




　も、もしかしてソフィー様、笑顔で挨拶だけする、と決めていたから喋しやべったらダメだと思ってる!?




　助けを求めるように私に視線を向けてきたソフィー様に対して、私は『喋って！』と身み振ぶり手て振ぶりで伝える。

　意図が伝わったようで、彼女は控ひかえめに頷うなずいた。

「申し訳ございません。どう、お答えしようかと悩なやんでおりました」

「どうした？　友人と仲なか違たがいでもしたのか？」

「いえ……。そのようなことは……」

　ソフィー様は、どうしたものかと困っているようだ。

　ここは私が出て、ご気分が優すぐれないようですので、と言う場面だろうか。

　でも、王太子殿下の前に出る勇気もない。

　ウダウダと悩んでいると、いつの間に現れたのか、王太子殿下と同じプラチナブロンドの第二王子、マリオン殿下が二人に近寄っていくのが目の端はしに映った。

「やあ、ソフィー。ごきげんよう。あ、兄上も」

「マリオン……。まずは俺おれに挨拶しろ」

「城で挨拶したからいいかと思ってさ」

　柔やわらかく微笑むマリオン殿下に、周囲のご令嬢達が黄色い声を上げた。

　王太子殿下もお綺麗だけれど、人ひと懐なつこいマリオン殿下は女性人気が高いのだ。

「ソフィー、さっきから見てたけど、本当にどうしたの？　いつもは友人と一いつ緒しよなのに。それに、口数も少ないよね。何か悩みでもあるのかな？」

「ごきげんよう。マリオン殿下。ご心配いただいた件ですが、大人数ですと、クレイグ殿下が気を使われるかもと思いまして、一人で参りましたの」

「ああ、そういうことなんだ。……だってさ、兄上」

　マリオン殿下がポンッと王太子殿下の肩かたを叩たたくと、殿下は煩わずらわしそうにその手を払はらう。

「だったら、最初からそう言えばいいだけだろう」

「兄上の顔が怖こわかったんだと思うよ。あと口調も。もう少し柔らかい言い方をしたらどう？　婚こん約やく者に嫌われてしまうよ？」

「……善処する」

　息を吐いた王太子殿下はソフィー様に断りを入れて、その場を後にした。

　残されたマリオン殿下は肩を竦すくめ、苦く笑しようしている。

　緊きん張ちようから解き放たれたであろうソフィー様が、ジロリと恨うらみがましい視線を向けた。

「クレイグ殿下の気分を害するようなことを仰おつしやるのはやめたらいかが？　ご兄弟の仲が悪くなっても知りませんよ」

「兄上には、あのくらいでちょうどいいんだよ。もっと婚約者を大切にしてもらわないといけないからね」

「十分、大切にされております」

　ソフィー様の言葉に、ふ～んと返事をしたマリオン殿下は、後からやってきた友人を見つけたのか、離はなれていった。

　心なしか肩を落としている彼女の許に、ご令嬢の皆さんが近寄って声をかける。

「ソフィー様、顔色が優れませんが、王太子殿下と何かございましたか？」

「いいえ、なんでもないわ」

　しかし、彼女の表情は、これ以上ないくらいに落ち込んでいた。

　大だい丈じよう夫ぶなのかしら、と私は心配になってしまう。




　そんな中、すぐ近くからこちらを馬ば鹿かにするような嫌な笑い声が耳に入ってきた。

「クレイグ殿下が男だん爵しやく令嬢と親しくしていることに気落ちしていらっしゃるのかしら？　あのようにお一人で話しかけるところを拝見しますと、随ずい分ぶんと自覚するのが遅おそいようにお見受けしますけれど」

　その言葉にソフィー様は表情を一変させ、声をかけてきた人物を見た。

　こういう挑ちよう発はつ的なことを言ってくるのは、一人しかいない。

　すぐに私や令嬢達は、その場で頭を下げた。

「まあ、ジゼル様。ごきげんよう。ジゼル様はお優しいですね。私のことを心配してくださっているのですね」

　ジゼル様の挑発を軽く受け流す形で返したソフィー様。

　彼女はダリモア侯爵家のご令嬢で、最後まで王太子殿下の婚約者候補に残っていた方。

　泣きぼくろが印象的な派手な美人で、自分よりも下の人間を見下している。高飛車で傲ごう慢まんな方だから私を始めとする取り巻きの令嬢達は苦手としている。

　ソフィー様の言葉にも、ジゼル様は涼すずしい顔をしていた。

「心配などしておりませんわ。余よ裕ゆうだったソフィー様が急に必死になられているご様子だったので、気になっただけですもの。今更動かれたところで変わらないと思いますけれど。いつまで王太子殿下の婚約者でいられるのか、見物ですわね」

　気になってソフィー様を見てみると、彼女は穏やかな笑みを浮かべている。

　勝者の余裕のように感じられて、私は彼女に魅み入いってしまった。

「……そういえば、私の友人が昨日図書館の方に向かうソフィー様を見かけたそうですが。しかも中位貴族の令嬢と一緒だったとか」

「ええ。それが何か？」

「親しくする相手は選ばないと、足をすくわれますわよ。……確か、そちらの方でしたかしら？」

　視線が私に向けられると同時に、ソフィー様がスッと私の前に出て、ジゼル様から私を隠かくしてくれた。

「……そうだわ、ジゼル様は恋愛小説に興味はございまして？　私も最近紹しよう介かいされたのですけれど、とても面おも白しろいのですよ？　一度、読まれてはいかがかしら？」

　ソフィー様の言葉にジゼル様は鼻で笑って答える。

　明らかに恋愛小説を馬鹿にしている態度だ。

「私は恋愛小説などという低てい俗ぞくなものは読もうとも思いませんわ。ソフィー様は随分と変わった趣味を持たれたのですね」

「ですが、これまで触ふれたことのないものに触れるのは自分の成長にも繫つながりますし、無む駄だではないと思うのです。私も自分の至らないところを知ることができましたし、恋愛小説だからといって馬鹿にはできませんよ」

　だから、恋愛小説を読みましょう！　とソフィー様は熱心に勧すすめている。

　ジゼル様は、彼女の熱意にやや引いているのか、少し後ずさっていた。

「……ご、ご立派ですわね。私も見習いたいものですわ。まあ、その結果、王太子妃ひの座を男爵家の令嬢に奪うばわれる、なんて破目にならないとよろしいのですが」

「ご忠告ありがとうございます。そうならぬように、努力して参ります」

「……そう、努力でなんとかなればよろしいですわね……！」

　ようやく言い合いは終わったのか、ジゼル様が踵きびすを返かえして去っていく。

　姿が見えなくなった辺りで、友人の皆さんが口々に文句を言い始めた。

　息を吐いた私が頭を上げると、心配そうにこちらを見ているソフィー様と目が合う。

「大丈夫かしら？」

「平気です。庇かばってくださって、ありがとうございました」

　再度、私が頭を下げると、ソフィー様はゆっくりと首を横に振ふった。

「あの方の標的になってしまったら、アメリアさんに集中して話しかけてしまうでしょう？　貴女が目立ってしまうし、過去のことを御ご存ぞんじの方がいらしたら大変だもの。あれで終わってくれてよかったわ。……それにしても、あの方も飽あきないわね。まだクレイグ殿下を狙ねらっているのかしら」

「……そのようで。毎回大変ですね」

　ジゼル様は、最後まで王太子殿下の婚約者候補だったからか、ソフィー様にライバル意識を持っている。

　昔から会えば突つっかかってこられることが多かったことを思い出しているのか、ソフィー様は困ったように笑っていた。

　それにしても、他の皆さんは文句に夢中になっているようで、私達の会話は聞こえていないようだ。

　私としては助かるけれど、皆さんはソフィー様に対する興味が薄うすいのではないだろうか。

「もう慣れてしまったけれど、棘とげのある言葉を投げかけられるのは苦手だわ。挑発に乗ってしまったら、相手の思おもう壺つぼだから」

「いつもながら、受け流す様は、お見事ですね」

「さすがにコツを摑つかんでいるもの。あの方はご自分の興味のないことを、これでもかと勧められると勢いをなくすのよ」

　ああ、確かにそうだったかも。

　あしらい方をマスターしているのね。……まあ、マスターしていたとしても毎回だと神経がすり減ってしまうでしょうけれど。

「さて、ジゼル様のお話はここまでにしましょうか。皆さん、鐘かねが鳴ってしまうわ。教室に参りましょう」

「はい」

　ソフィー様の言葉を合図に教室へと向かったけれど、皆さんはジゼル様の態度にずっと文句を言っていた。







　そうして放課後、昨日と同じ場所で私は額に手を当てているソフィー様とベンチに腰こし掛かけていた。

　なぜかルーファス様も一緒に。

「大失敗だわ」

「まだ、始まったばかりではありませんか。次に生かしましょう。それに臨機応変に対処しなければならないことも判明しましたし、得るものはございました」

「貴女は前向きね」

「ずっと後ろ向きでいたら、気付いたときには一周回って前を向いていただけです」

　私の言葉がツボにはまったのか、ソフィー様は声を押おし殺ころして笑っている。

　どちらかといえば、開き直りとも言うけれど。

「あっ貴女って、そのような冗じよう談だんも仰るのね。話しているとなんとかなるのではないかしらという気分になってくるの。不思議な方ね。ルーファスもそう思わない？」

　ソフィー様に話しかけられたルーファス様は、ギョッとしたように驚おどろいている。

「僕ぼくに聞かないでくれる。放っておいてよ」

「じゃあ、どうしてここに来たの？」

「……それは。姉さんが、そいつと会っていた翌日から、ちょっと様子がおかしくなっていたから気になっただけ！　今朝だって、いつもの姉さんらしくなかったじゃない」

「それは理由をちゃんと話したでしょう？」

「あ～もう！　僕のことはいいから、そいつと話を続けなよ」

　プンプンとむくれるルーファス様に、ソフィー様はため息をついている。

　なんだかんだいって、お姉さんのことが心配なのね。

　弟っていいなぁと私が思っていると、ソフィー様が声をかけてきた。

「このようなことを口にしているけれど、ルーファスは意外とアメリアさんを気に入っているのよ」

「違う！　気に入ってないから！」

「あら、家に帰ってから、どんな子なのかとか性格とかを聞いてきたじゃない」

「それは、姉さんを誑たぶらかしているかもって思ったから……」

「そう？　女性に興味を持たない貴方あなたがいろいろと聞いてきたから、てっきり気になっているのだと思ったのに……」

　今もルーファス様は、違う！　と全力で否定している。

　私も違うと思う。

　ここ数日はソフィー様らしからぬ行動をしていたのだ。弟としては気になるのも仕方がない。

　だから、彼が私を気に入ったとか、そういうのはないはずだ。

「ソフィー様。ルーファス様は噓うそを仰ってはいないと思います。本当にソフィー様を心配されていたのだと思うのです」

「え？」

「ルーファス様も落ち着いてください。私に興味を持っているだなんて、思ってもいませんから」

　大丈夫、大丈夫、と私はルーファス様を落ち着かせようとする。

　彼も私がこんなことを言ったからか、幾いく分ぶん落ち着いたように見えた。

「さあ、ソフィー様。今朝の失敗は忘れて次に参りましょう」

「……そうね。今はこのようなお話をしている場合ではないものね。貴女が冷静さを失わないお蔭かげで冷静になれたわ。さあ、次はなんだったかしら？」

「次は、王太子殿下の前でよろける、です」

　途と端たんに、ソフィー様の表情が曇くもる。

「一番の難関だわ。失敗しないようにと心こころ掛がけていたのに、それをやらなければならないなんて」

「何も失敗ばかりする必要はありませんから。一度だけです」

「わかってはいるけれど、上う手まくいくかどうか不安なの」

「ソフィー様の不安はもっともだと思います。できている方ができないフリをするのは難しいかもしれませんので、ここは練習してみてはいかがでしょう？」

　練習？　とソフィー様が聞き返してきたので、私は彼女の目をしっかりと見て頷いた。

　いきなり本番では、今朝のように上手くいかないかもしれない。

　何度か練習をして、自然とできるようになるのが一番いいと思う。

「練習して上手くいくものなのかしら」

「ですが、練習なしでは今朝と同じことが起こるかもしれません。失礼ながら、ソフィー様は予期せぬ出来事に弱い部分があると思いましたので、予習は必要だと私は思います」

「……確かにアメリアさんの仰る通りだわ。クレイグ殿下から話しかけられて頭が真っ白になってしまったもの。でも、上手にできるかしら？」

　不安そうにしているソフィー様をルーファス様はジッと見つめている。

　やっぱりお姉さんである彼女が心配なのだろう。

「もしも人に見られるのがお嫌なら、誰もいらっしゃらないところで練習なさるとか」

「その練習にアメリアさんも協力してくださる？」

　俯うつむいていたソフィー様が上うわ目め遣づかいで私を見てきた。

　モジモジしている様が可か愛わいらしくて、私は自分の顔が赤くなるのがわかる。

　この可愛さに気付かなかった王太子殿下って、絶対にもったいないことをしている。

　なんとしても王太子殿下に、この可愛らしいソフィー様をお見せしたい。

「もちろんです！　むしろ来ないでと言われても参ります」

「心強いわ。ありがとう。では、放課後に、貴女のお屋や敷しきに伺うかがっても構わなくて？」

「え!?　私の屋敷にですか!?」

「ええ。私の屋敷だと父の耳に入ってしまうもの。きっと怒おこられてしまうわ」

　バーネット侯爵は、とても厳しい方だと聞いているから、ソフィー様がそう言うのも頷けた。

　ルーファス様も神しん妙みような顔をしているし、見られたら怒られてしまうのは確実。

　でも、我わが家やは困る。大おお騒さわぎになるだろうし、他の取り巻きの皆さんから顰ひん蹙しゆくを買うかもしれない。

「もしかして、目立つかもと思っていらっしゃる？」

　黙だまったままの私を見て、ソフィー様が悲しげな表情を浮かべた。

　肯こう定ていすることもできず、私が言いい淀よどんでいると彼女は少し考え込む様子を見せる。

「では、貴女の家に本を借りに伺うということにしましょう。それなら他の友人の皆さんを納なつ得とくさせられるわ」

「お気き遣づかいいただき、ありがとうございます」

「気にしないでちょうだい。アメリアさんを困らせたいわけではないもの。それに、他の恋愛小説も気になっているし。……そうだわ、また新しい小説をお借りしてもよろしいかしら？」

「楽しんでもらえて嬉うれしいです。恋愛小説ならたくさんございますので、いくらでもお貸しします」

　本を貸すという名目なら皆さんの目を誤ご魔ま化かせるわよね。

　それに我が家も混乱するだろうけれど、説明すればなんとかなると思うし。




「それ、明日の予定なの？」

　今まで黙って聞いていたルーファス様が突とつ然ぜん会話に入ってきて、私は思わず彼を凝ぎよう視ししてしまう。

「そ、そうなると思いますが」

「じゃあ、僕も行く」

「はい？」

「あんたの目的がまだわからないからね。後ろ暗いところがないのなら、いいでしょ？」

　いいでしょ？　って言われても……。

　ソフィー様だけならまだしもルーファス様もだなんて。

「それとも、僕が行ったら何か問題でもあるの？」

「いえ…………ございません」

「なら、いいよね。ということで、明日姉さんとあんたの家に行くから」

　ルーファス様にこう言われてしまったら、私が何を言ってもきっと彼はソフィー様と一緒に明日、屋敷に来ると思われる。

　胃が痛いけれど覚かく悟ごを決めなければならない。

　私の気持ちとは裏腹に、ソフィー様はとても嬉しそうな顔をしている。

　その顔を見ていたら、まあ、いっかなんて思ってしまう。

　彼女の気持ちが一番だから。

　ということで、ソフィー様とルーファス様が私の屋敷に来ることが決まった。
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　翌日、学院から帰宅した私は屋や敷しきの使用人達たちと忙いそがしく準備をしていた。

　しばらくしてからソフィー様とルーファス様が屋敷に到とう着ちやくしたと報しらせを受ける。

　すぐに出で迎むかえに行くとソフィー様達はお母様と挨あい拶さつをしている最中で、私は挨拶が終わったのを見計らい、応接間にお二人を連れて行く。

　使用人が淹いれてくれたお茶を飲んでゆっくりしていると、ソフィー様が軽く微ほほ笑えみながら息を吐はいた。

「相変わらず、レストン伯はく爵しやく夫ふ人じんは年ねん齢れい不ふ詳しようね」

「そうでしょうか？　確かに若々しいとは思いますが」

「若々しいという言葉では済まされないと思うわ。どう見たって二十代ではないの」

「それは言いすぎかと」

　いくらなんでも二十代はない。お母様はもう四十代後半なのだ。

　確かにずっと体型は変わらないし、性格がそもそも可か愛わいらしいから、他の方からは若く見えるかもしれないけれど。

　ソフィー様は納なつ得とくしていないような表情を浮うかべているが、それ以上にルーファス様がまさに驚きよう愕がく、という表情で口をポカンと開けていた。

「ルーファス様、どうかされましたか？」

　私の問いかけにルーファス様はハッとなり、いつもの表情に戻もどる。

「……あの、人って、お姉さんじゃなかったの？」

「あの人というのは私の母のことでしょうか？　私は一人っ子で姉はおりませんので、挨拶をした人のことでしたら、私の母で間ま違ちがいありませんよ」

　噓うそでしょ、と言ってルーファス様が絶句した。

　まさか、お母様を姉と勘かん違ちがいしているとは私も思わなくて驚おどろいてしまう。

「ね？　ビックリするでしょう？　レストン伯爵夫人の若々しさは一部の貴族の間で有名なのよ？　レストン伯爵夫人のご実家というのは若々しい方が多いのですって。うちの母も羨うらやましがっているのよ」

「母さんがなんか言ってた気もするけど、一度も見たことがなかったから都市伝説だと思ってた」

「あまり交友関係の広い方ではないらしいわ。本当にごく一部の貴族内での噂うわさだから、ルーファスが知らなくても仕方がないわね。でも、そうなるとアメリアさんも若々しい見た目のまま、年を重ねるのかしら？」

　ソフィー様に話を振ふられてしまったものの、残念ながら私は年相応の見た目だ。

　確かにお母様の家系は年齢よりも若く見える方が多いと思うけれど、全員がそうだというわけではない。

「私はお父様似ですから、このまま平へい凡ぼんに年齢を重ねていくと思います」

「そう？　どちらかというとアメリアさんは可愛らしいお顔立ちだから、ずっとそのまま年を重ねていくと思うのだけれど。ねえ、ルーファスもそう思わない？」

「なんで僕ぼくに聞くの……。そんなこと知らないよ」

「ただの世間話でしょう？　そんなに慌あわてなくてもいいじゃないの」

　なんてことだ。姉弟きようだいゲンカが始まってしまった。

　オロオロしている間にムキになったルーファス様が声を荒あららげるし、ソフィー様は涼すずしい顔をして受け流すしで、収しゆう拾しゆうがつかなくなってきた。

「アメリア様、お茶のお代わりは」

「貴女あなたはどうして平然としていられるの!?」

　仕事に徹てつする使用人を見て、私は目を見開く。

　彼かの女じよにこの場を収めることができないのはわかっているものの、それでも私と同じように動どう揺ようしていると思っていた。

「私にも弟がおりますが、あのような言い合いは日にち常じよう茶さ飯はん事じでしたので」

「そ、そうなの？」

　一人っ子だから、言い合いかケンカが判別がつかないわ。

　でも、このまま続けていたら練習が始められない。

　こうなったら、お二人を止めるのは私しかいないわよね。怖こわいけど、勇気を出して止めるわ……！

　意い気き込ごんだ私がお二人に視線を向けると、疲つかれて肩かたで息をしているルーファス様と優ゆう雅がに微笑んでいるソフィー様の姿があったの。

　ち、力関係がわかってしまったわ。あのルーファス様が負けるなんて。

「やはり、弟というものは姉には勝てないのですね」

　口を閉じなさい！　ソフィー様達に失礼でしょう！

　冷静に言った使用人を軽く睨にらむと、彼女は申し訳ございませんと反省の色が全く見えない口調で口にした。

　肩で息をしているルーファス様には悪いけれど、私が止めなくても言い合いが終わったのならよかった。

　ようやく、練習に入れそうだ。

「三人で話をするから、給きゆう仕じはいらないわ」

「畏かしこまりました」

　部屋を出て行く使用人を見送ったソフィー様は、意外そうな目で私を見ていた。

「どうかなさいました？」

「いえ、貴女の家での口調に驚いてしまって。貴族なのだから当たり前なのに、なぜか貴女は使用人に対しても私達にするのと同じように接していると思っていたから。あ、これは失言だったわね。ごめんなさい」

「外では大人しく地味でいるように心こころ掛がけておりましたから、そう思われても仕方がないと思います」

　幼少時、両親や使用人にとてつもなく可愛がられていた私は、調子に乗って使用人達に強気な態度を取っていたのよね。

　だって、『さすがお嬢じよう様さまです！』と皆ノリノリで付き合ってくれたのだもの。そりゃあ、調子にも乗るってものよ。今考えると物もの凄すごく恥はずかしいけれどね。

　でも、十年前のことがあって心を入いれ替かえた私が弱気な態度で使用人達に接したら、皆みなが『お嬢様がご病気だ！』と大おお騒さわぎして、慌てて彼かれらに対する態度を元に戻したの。

　どうせ、こんな強気な態度は家でしか見せないんだもの、と開き直ったのよ。

　過去を思い出した私が遠い目をしていると、不安そうな顔をしていたはずのソフィー様が微笑んでくれたの。

「私の不用意な発言を咎とがめもせずに、広い心で受け止めてくださるのね。貴女がお優やさしい方で本当によかったわ。けれど一いつ般ぱん的に考えれば、今の私の発言は褒ほめられたものではないと思うの。いけないことは、いけないと私に教えてね」

「わかりました。ソフィー様がそう仰おつしやるなら、気になったところがあれば口にするようにしますね。では、時間もないことですし、練習を始めましょう」

「え、ええ」

　本当に気にしていなかったので、強ごう引いんに話を切り上げて、私はソファから立ち上がった。

　つられて、ソフィー様も慌てて立ち上がる。

「では、まずは自然によろける練習をしたいと思います」

「……それなのだけれど、自然によろけるというのが、よくわからないのよ。どうすればいいのかしら？」

　ああ、そうよね。ソフィー様は、いつも緊きん張ちよう感を持って失敗しないようにと気を付けているから、わざとよろけるというのは難しいかもしれないわ。

　ここは私が一度、見本を見せた方がいいかも。

「では、私が実際にやってみますね。ルーファス様、手伝ってもらえますか？」

「はぁ!?　なんで僕が」

　相手役に指名されるとは思っていなかったのか、ルーファス様が目を剝むいた。

　私も彼を巻まき込こむのは申し訳ないと思っている。でも、手伝ってもらわないとソフィー様にわかってもらえない。

「ソフィー様が相手役だと客観的に見ることができないと思いまして。お願いできないでしょうか？」

　縋すがるようにルーファス様を見ると、彼が若じやつ干かんたじろいだのがわかった。

　私のような地味な人間のお願いを聞き入れるのが嫌いやなのかもしれない。

　でも、ソフィー様のためだもの。受け入れてもらわなければ。

「ルーファス様のお力が必要なのです。お願いします」

　なんとか了りよう承しようしてもらえないかと必死に頼たのみ込むと、ルーファス様は『はぁ』と盛せい大だいなため息をついた。

「そこまで言うのなら、やってあげる」

「ありがとうございます！　では、私がよろけるので、肩を持ってください」

「……できるかどうかわかんないけどね」

　不安になるようなことを言わないで欲ほしい、と私が見ていると、ルーファス様は目を閉じて観念したように片方の手を上げた。

「まあ、上う手まくよろけてよね」

「……よろしくお願いします」

　無事に了承を得られたところで、ルーファス様にはその場に立っていてもらい、私が歩いて近寄り、足がもつれてよろける、という設定でやることにした。

　久しぶりで上手くできるかどうか緊張しつつ、私は彼に近づき足がもつれたような感じを再現しながら、よろけてみせる。




「あっ！」




　とよろけてみると、ルーファス様は自然に私の肩を支えてくれた。
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　近きん距きよ離りのせいか、彼の息づかいが耳に入ってくる。

　身内以外で、男の人とこんなに近づいたのって初めてかもしれない。

　ルーファス様は、大事な物を扱あつかうかのように優しく支えてくれている。

　女性として扱われているから、演技だということを忘れてしまうそうになる。

　なんだかんだいって、ちゃんとやってくれるのだから、ルーファス様はいい人だと思う。

　ホッとした私が顔を上げると、ルーファス様とバッチリと目が合った。

　こんなに近くで異性の顔を見る機会なんてないから、ついマジマジと見てしまう。

　それにしても、近くで見ると本当に怖いくらいに整った顔をしている。睫まつ毛げなんて私よりも長いかもしれない。

　美少年を間近で見られるなんて役得だわ、と思ったのだけれど、彼はすぐにそっぽを向いてしまった。

「あんた、見すぎ……」

　ルーファス様の耳が赤くなっているように見える。女性が苦手だって聞いたし、女性と触ふれ合あうのが恥ずかしいと思っているのかもしれない。

　体勢を整えてルーファス様から体を離はなそうとすると、一いつ瞬しゆんだけ私の肩を持つ手の力が強くなった。

「あの、ルーファス様？」

「思ったよりも細かったから、手を離して倒たおれられたら気分悪いと思っただけだよ」

「心配してくださり、ありがとうございます」

　なるべくルーファス様が恥ずかしがっている件に触ふれないようにしながら、私はソフィー様に意見を聞いてみることにした。

「……こんな感じですが、ソフィー様いかがですか？」

　尋たずねてみると、ソフィー様は首を傾かしげて不安そうにしている。

　考え込んでいたみたいだけれど、しばらくして不安そうなまま彼女が口を開いた。

「私には難しすぎるように感じたわ。まず、自然によろけるというのが想像できなくて」

「そうですか……」

　物に躓つまずいてよろけるというのは、恋れん愛あい小説でよく見るから効果はあると思うのだけれど、ソフィー様本人が無理だと感じていることを強要はできない。別の方法を考えなければ。

　だとしたら、どういった方法がいいかしら？　と考えていると、ルーファス様が不ふ機き嫌げんそうな声を上げた。

「ちょっと！　なんで、あんたは平気なの……」

「何がですか？」

「何がって……。僕が肩を支えたんだよ？　だったら、もうちょっと戸と惑まどうとか、顔を赤らめるとか……なんかこう、いろいろあるでしょ！」

　平然としている私が不満なのか、ルーファス様は怒おこっているようだわ。

　でも、頰ほおを赤らめろとか言われても、今のはソフィー様にお見せするためにやったことだし……。

　緊張していたけれど、恥ずかしいとかいう感情はなかったもの。

　それに、ルーファス様のような顔の整った魅み力りよく的な方が相手だとしても、手本としてだから特に何も感じなかったのよね。

　彼の言い分が腑ふに落ちなかったけれど、これ以上怒らせないためにも謝罪した方がいいでしょうね。

「ええっと、その……申し訳ありません。手本としてお見せするものですので、特には」

「何それ。僕のことを男として見てないってこと？」

「いえ、ルーファス様は大変魅力的な男性だと思いますが、私のような者からすると遠い存在と申しますか……。あの、つまり、特に深くは考えておりませんでした」

　申し訳ありません！　と私が口にすると、ルーファス様は啞あ然ぜんとしていた。

　いえ、男性としてはとても魅力的だと思う。

　でも、なんていうか、絶対に自分に見向きもしないとわかっているから冷静になれる部分もある。

　期待に応えられなくて申し訳ないと思っていると、彼は眉まゆ根ねを寄せた。

「……意識していた僕が馬ば鹿かみたいじゃない」

「え？　今、なんと仰ったのですか？」

「何も言ってないよ！」

　いや、言いましたよね？

　あまりに小声だったから聞こえなかったけれど、絶対に何か言いましたよね？

　納得できないでいた私は、ジッとルーファス様を見るけれど、彼は目を逸そらしたまま何も喋しやべろうとしない。

　釈しやく然ぜんとしないまま、お互たがいに黙だまり込んでしまう。

「と、とにかく！　僕は何も言ってないから。ほら、姉さんと練習するんでしょ？」

　気まずくなったのか、ルーファス様は赤い顔で捲まくし立たててくる。

　これ以上言っても何も教えてくれなさそうな雰ふん囲い気きだ。

　気になるけれど、今日の目的はソフィー様の予習だもの。ルーファス様を問とい詰つめる場ではない。

　本来の目的を思い出した私は、ソフィー様がどうしたら自然によろけることができるのか、ということに思考をシフトした。




　自然によろけるのが難しいとなると、他の方法を考えなければならない。

　制服のスカートは短いし、裾すそを踏ふんだりスカートに足を取られたりでよろけることが無理なら、淑しゆく女じよの嗜たしなみとなる〝あれ〟しか残されていない。

　私にできるのだから、彼女にだってきっとできるはず。すでに習得しているはずだから、きっと簡単にできてしまうに違いない。

　考えがまとまり、私はソフィー様の顔を見つめた。

「……自然によろけるのが想像しにくいのであれば、貧ひん血けつの設定で練習してみるのはいかがでしょうか？　まずは先ほどと同じように私がやってみますね」

　言葉で細かく説明するよりもやった方が早い。

　広い場所に移動した私は、手ての甲こうを額に当てて苦く悶もんの表情を浮かべながらフラ～と体を傾かたむける。

　すると、慌てたようにソフィー様とルーファス様が駆かけ寄よってきて私の体を抱だき寄せてくれた。

「アメリアさん、大だい丈じよう夫ぶなの!?」

「ちょっと、いきなりどうしたの!?」

「あの、お二人共……。落ち着いてくださいませ。今のは演技です」

　しっかりと自分の足で立ち上がると、ソフィー様とルーファス様は目を見開き絶句している。

「では、ソフィー様。今のを参考にしてやってみてください」

　さあ、どうぞと私は手を動かす。

「ちょ、ちょっとお待ちになって。本当に今のが演技だったの？　まるで本当に貧血で倒れそうになっているみたいだったわ」

「具合が悪いように見えたけど、今のがわざと!?」

「まあ、本当ですか？　そのように仰っていただけるとは光栄です」

　狼狽うろたえているお二人に向かって、私は微笑みを浮かべた。




　幼少時にお母様から困ったときは貧血で倒れるのが一番だと教えられたし、淑女の嗜みとして必要不可欠だとも教えられたのよね。あと、か弱く繊せん細さいな女性に見せるために習得しておいて損はないと言われたのよ。

　そういうものなのね！　と能天気にとらえていた私は、淑女として恥ずかしくないようにと来る日も来る日も貧血で倒れそうになる練習に明け暮れた過去があるの。

　意外なところで役に立ったわね。なんでもやっておくものだわ。

　特に使うこともない特技だったけれど。

「……アメリアさんにこのような特技があったなんて、驚いたわ。貴女には私の知らない面がまだまだありそうね」

「うふふ」

　特技といっても、習得したのはあまりに格好悪い理由だし、他の得意なことについても同様の理由なので、憧あこがれているソフィー様に知られて落らく胆たんされたくなかった私は笑って誤ご魔ま化かす。

　でも、ソフィー様には特に気にする様子も見受けられず、細かく事情を聞かれることはなかった。




「では、やるわ」

　話し終えて覚かく悟ごが決まったのか、ソフィ様はさっきまで私のいた場所に移動する。

　上を見上げて手の甲を額に当てた後、不自然なくらい垂直に膝ひざをガクッと曲げたまま、綺き麗れいに背筋を伸のばした状態で二、三歩足を動かした。

「ど、どうだったかしら？」

　ソフィー様はすぐに体を元に戻すと頰を紅潮させ、期待に満ちた眼まな差ざしで私を見てくる。

　私は自分でも頰が引きつるのがわかった。ルーファス様も手で目を覆おおってしまっている。

　想像以上だ。これは、一発本番でやらなくて正解だった。

　ソフィー様のプライドを傷つけないように、どう答えようかと悩なやんでいると、不安そうな表情を浮かべたソフィー様と目が合う。

「言いにくいとは思うけれど、正直に仰って欲しいのよ。この場でお世辞は不要だもの。私はこれまでの自分を変えて、クレイグ殿でん下かに好かれるようになりたいと思っているの。だから、どのような言葉であっても受け止めるわ」

　さあ、仰って、とソフィー様は私を見つめている。

　これは、言葉を選んで言うよりも、正直に言った方がいいかもしれない。

　何よりもソフィー様が望んでいることだ。

　グッと手を握にぎった私は、落ち着くために深呼吸をした。

「……そうですね。正直なところ、少し不自然に見えました。貧血なのですから、着地する足で踏ふん張ばってはいけません。そのまま前に歩くように足を動かしてください。踏ん張ってしまうのは、意識がしっかりしている証しよう拠こです。膝はほんの少し曲げる程度で構いません。足を曲げるというよりは、斜ななめ前に倒れ込むような感じで。体全体が柔やわらかな動作になるように気を付けてください。ということで、もう一回挑ちよう戦せんしてみましょうか」

「助言が多いよ！」

「待ってちょうだい……！　情報量が多すぎるわ！　少し整理させて」

　ソファに座すわって私が言ったことを復唱しているソフィー様の後ろで、暇ひまだった私は磨みがき上あげた貧血のフリを何度も繰くり返かえしていた。

　ルーファス様は呆あきれたように私を見つめていたけれど。




「柔らかく、斜め前に倒れ込むような感じでよろめく……。いいわ、もう一度やりましょう」

　立ち上がったソフィー様が、もう一度よろめくフリをした。

　一回目ほどではないが、やっぱりまだ硬かたさが残っている。

「それで貧血のつもりなら、本当に貧血で倒れたことがある人達に謝罪しなければならないくらいに下手だよ」

「ルーファス様！　……あ、あの、失礼ですが、ソフィー様は困ったときは貧血のフリをして倒れて、その場を去るというしきたりは御ご存ぞんじですよね？」

「ええ、知っているわ。でも、王太子殿下の婚こん約やく者となってから、困った状じよう況きようになることが全くなかったので、そのような行動を取ったことは……」

　そうですよね……。王太子殿下の婚約者に失礼なことをする方なんていませんよね。

　いたとしても、ジゼル様のように同性しかいないもの。

　大体、すでに婚約者がいるのだから、か弱く見せる必要もないわけだし。

　これは、かなりの練習が必要かもしれないわね。

　なんともいえない表情を私が浮かべていると、ソフィー様はご自分のやり方がよくなかったとわかったのか、俯うつむいてしまったわ。

「ルーファスまであんなふうに言うということは、今のもいけなかったのね」

「緊張して体が硬くなっていらっしゃるのか、不自然に見えてしまうのです。なるべく自然体で、ここには私とルーファス様しかおりませんし気負う必要はないかと。こればかりは練習して慣れるしかありませんから」

「でも、床ゆかに倒れてしまわないか怖いのよ」

　目を伏ふせたソフィー様がポツリと呟つぶやいた言葉に、私は盲もう点てんだった！　と気が付いた。

　慣れている私ならともかく、ソフィー様はこれが初めてなのだから恐きよう怖ふ心があって当たり前だ。

「申し訳ございません。ソフィー様の事情を考こう慮りよしておりませんでした。でしたら、床ではなく、ソファを使いましょう。バーネット侯こう爵しやく家のものより質は劣おとりますが、我わが家やのソファもふかふかですから。倒れ込んだとしても痛くはございませんので」

　人払ばらいをしているため、私がソファを動かしてテーブルから遠ざけた。

　これなら、テーブルにぶつかる心配もない。

「上手くできなくて、申し訳ないわ」

「最初から上手くできる方はいらっしゃいません。皆、練習して上手くなるのです。時間はまだございますもの」

「それもそうね。手間をかけてしまうけれど」

「いいえ、ソフィー様のためですから！」

　私がソファが動かないように背もたれをしっかりと支えていると、ルーファス様も嫌そうにしながら一いつ緒しよに支えてくれた。

　ソフィ様は三人掛けのソファの前に移動し、先ほどと同じようにソファに向かってよろめいて、ふかふかの座面に手をつく。

　ソファに向かって倒れたせいで恐怖心は薄うすれたのか、これまでで一番自然だった。

　少しアドバイスをするだけで、すぐに上達するなんて、さすがソフィー様だ。

「……素す晴ばらしいです！　どこからどう拝見しても、貧血でした！　まごうことなき貧血でした！」

「まあ、今までで一番よかったかもね」

「本当？　ちゃんとできていて？」

「はい！」

「なら、もっと練習しなくてはね」

　上手くできていたと言われて、やる気が出てきたのか、ソフィー様の表情が晴れやかになっている。

　意欲的になった彼女は時間が許す限り、貧血でよろめく練習を繰り返し、最終的に、ソファがなくても完かん璧ぺきに習得することができた。

　短時間でここまで上達するなんて、やっぱり彼女は素晴らしい淑女だ。







　その後さらに練習を重ねたソフィー様は自信をつけ、これならいけるとルーファス様にも太たい鼓こ判ばんを押おされたこともあり、そろそろ実行しようかという話になった。

　そのタイミングでソフィー様が王太子殿下から『放課後にお茶を飲まないか』と誘さそわれたので、そこで決行することにした。

　二人で話し合った結果、躓いてよろめくのは失敗する可能性が高いということで、練習で慣れている貧血でよろめくという設定で実行することになっている。

　当日、放課後の中庭で緊張した面おも持もちの彼女は手をギュッと握り『やれるわ、大丈夫、私はできる』と自分に言い聞かせるように呟いていた。

「では、行ってくるわ」

「健けん闘とうをお祈いのりしております」

　中庭にいる王太子殿下の許もとにソフィー様を送り出し、私は気配を消して、それとなく二人の様子を窺うかがう。

　硬い表情で殿下と会話しているソフィー様は、落ち着かないのか頻ひん繁ぱんにお茶を飲んでいる。

　少しして話が終わったのか、席を立とうとしたソフィー様が手の甲を額に当てて、王太子殿下の方へとよろめいた。

　王太子殿下に抱き寄せられる形となり、ソフィー様は彼の胸むな元もとにしなだれかかる。

「大事ないか!?」

「……ええ、少し目め眩まいが……」

　切なげな表情を浮かべ、王太子殿下を見上げているソフィー様は完璧に貧血を起こした令れい嬢じようそのものだわ！

　でも、間近で見る王太子殿下に恥ずかしくなって、頰を染めるのはおやめください！

　仮け病びようがバレます！

「目眩？　そういえば顔も赤いな……。熱があるのかもしれない。いつから具合が悪いのだ？」

「あ、いえ。先ほど急に」

「急に!?　いきなり具合が悪くなるなど、重病かもしれない。おい、医者を呼んでこい！」

「え？」

「畏まりました！」

　顔色を変えた王太子殿下の表情が切せつ羽ぱ詰つまっていたせいか、従者が慌てて医者を呼びに走っていってしまう。

　顔を赤くさせていたソフィー様は、医者という言葉に顔の色が赤から青へと変化していく。

　小刻みに震ふるえる彼女の手を不安で震えていると勘違いしたのか、王太子殿下がその手をそっと優しく握った。

「大丈夫だ。すぐに医者が来る」

「え、ええ……」

　ほどなくして医者が到着し、王太子殿下に付つき添そわれてソフィー様は学院内に併へい設せつされている診しん察さつ室へと行ってしまった。




　その後、診察を受けたソフィー様は特に悪いところは見られなかったものの、念のためということで、自宅でしばらく療りよう養ようすることになってしまった。

　私はお見み舞まいと今後のことを話し合うためにバーネット侯爵家へ向かい、項垂うなだれているソフィー様と面会する。

「……こんなはずでは」

「病気なんて見つかるはずがございませんものね」

「自分でも驚くほど健康だということが診察でわかっただけだったわ……。でもね、それだけじゃなかったの。これまで私が寝ね込こんでも手紙しかくださらなかったクレイグ殿下が、お見舞いにいらしたのよ。それはもう心配してくださってね。ほら、あそこに飾かざってあるお花。あれを持ってきてくださったの」

　沈しずみ込んでいたソフィー様は、王太子殿下がお見舞いに来てくれたときのことを思い出したのか、表情が明るくなる。

「予想外のことになってしまったけれど、クレイグ殿下と距離は近づいたような気がするわ。この調子で、もっとクレイグ殿下と親しくなれるように頑がん張ばらなくては……！」

「そうですね。次回は別の方法で試ためしてみてもよろしいかもしれません」

「ええ。小説にあったように、躓いてよろけて見せた方がいいわ。それなら、病気だとは思われないでしょうし。そうだわ、明後日あさつてから登校してもいいと許可がおりたので、また協力してちょうだいね？」

「はい」

　結果として大騒ぎになってしまったけれど、お蔭かげで王太子殿下の態度に変化が見られた。

　この調子でいけば、きっと王太子殿下は、すぐ隣となりにいる自分を愛する女性のひたむきな愛に気付き、戻ってくる。

　小さな変化であったとしても、希望が見いだせた。

　これから、もっとよくなっていくはず。
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　ソフィー様との話し合いを終えた私が部屋を出ると、廊ろう下かで待ち構えていたルーファス様に呼び止められた。

　どうやら私に話があるようで、庭についてきて、と言われてしまう。

　上位貴族のルーファス様に言われたら断ることもできず、私は大人しく彼かれの後についていった。

　しばらく歩いて、誰だれもいない庭へとやってきたところでルーファス様が振ふり返かえる。

　笑えみはなく、何かを探さぐるような表情を浮うかべていた。

「あんた、何が目的なの？」

「目的、ですか？　あの、どういう意味でしょうか？」

「それは、その……聞かないとモヤモヤしたままだし、僕ぼくが安心できないっていうか、確かめたいっていうか、違ちがっていて欲ほしいというか……。ともかく！　あんたになんのメリットもないのに、なんで姉さんに協力しているのかって聞きたいんだよ」

　なるほど、ルーファス様は私の目的がわからなくてモヤモヤしているということね。

　得体の知れない人間がソフィー様に近づいて彼女に協力しているって聞けば、不安になるのも当たり前だわ。

　他意がないことを伝えて、彼の誤解をとかないと。

「……私がソフィー様に協力している理由ですが、決して悪意からくるものではありません。ルーファス様は今しがた、私にメリットがないと仰おつしやいましたが、メリットはございますよ？」

「それ、バーネット侯こう爵しやく家に恩を売ろうとしているとかじゃないよね？」

　なぜかルーファス様は不安そうに私を見ている。

　美少年の目力の破は壊かい力に呆あつ気けにとられてしまう。

　……いや、違う。私はソフィー様の幸せのために協力しているだけ。

　バーネット侯爵家に恩を売るためじゃないってちゃんと否定しないとソフィー様と引ひき離はなされてしまう。

　私は慌あわてて首を横に振った。

「違います！　ルーファス様は御ご存ぞんじないと思いますが、ソフィー様は私の恩人なのです。友人もおらず、ひとりぼっちだった私に手を差さし伸のべてくださり、側そばにいることを許してくださった方。私はお優やさしいソフィー様を尊敬しておりますし、恩を売るなど考えたこともありません。ソフィー様の幸せを願っているだけです。先ほども申し上げましたが、悪意はありません！」

「……本当に？」

　確かめるように聞かれ、私は力強く何度も頷うなずいた。

「ソフィー様を利用しようなどという浅ましい考えは持っておりません！」

「でも、恩人だからってここまでする？」

「します！　ソフィー様は私の理想の淑しゆく女じよそのものなのですもの。私は尊敬する大好きなソフィー様の願いを叶かなえたいだけなのですから！」

　力強く私が言い切ると、ルーファス様の肩かたから力が抜ぬけたのがわかる。

　はぁ、と息を吐はいた彼は大分落ち着いたようで最初のときのような態度ではなくなっていた。

「あの、ルーファス様。私は本当にソフィー様を利用してなどおりません。信じてください」

「……あんたが姉さんを尊敬しているっていうのは、今の言葉でよくわかったよ。疑ってごめん。そうじゃないって知ってちょっと安心した。あ、安心したっていうのは、姉さんが傷つく結果にならないってことに安心したって意味で、あんたが利用していなかったことに安心したわけじゃないからね！」

「はい。承知しております。ルーファス様はお姉様思いなのですね。私は一人っ子で兄弟がいないので、その絆きずなが羨うらやましいです」

「そういうことでもないんだけど……。まあ、それでいいか。ところで、あんたは自分の幸せは考えていないわけ？」

　どうして、いきなり私の幸せの話になるのだろうか。

　ルーファス様の質問の意図がわからないまま、私は深く考えずに口を開いた。

「私は地味で平へい凡ぼんな女ですから、目立たないことが幸せに繫つながると思っているのです。なので、今はとても幸せですよ？」

　意味がわからないといったふうにルーファス様が眉まゆを寄せる。

「……あんたのどこが地味で平凡なわけ？」

「え？　見た目ですが」

「はあ!?　僕と至近距きよ離りで見つめ合っても狼狽うろたえもしなかったあんたが平凡な女なわけないでしょ！　普ふ通つうの女は頰ほおを赤らめたり、上うわ目め遣づかいに僕を見てきたりするの！」

「あれは、そうなると事前にわかっていたから動どう揺ようしなかっただけです。不意打ちだったら、きっとそうなっていました。それに、至近距離で拝見したルーファス様のお顔は大変見み目め麗うるわしいと思いましたもの」

　むしろ役得だわ、なんて思っていたもの。

　すると、褒ほめられたルーファス様は顔を赤くして口をパクパクと動かしていたの。

　これはどういう反応なのかしら？　褒められて照れているとか、そういうこと？

「そんな顔をしていなかったじゃない！　本当にそう思っていたの？　あのときは僕を男として見ていなかったでしょ」

「それは、ルーファス様がソフィー様の弟君ということもありましたし、私のような人間がときめくなど、おこがましいという気持ちもありまして」

　私が口にすると、ルーファス様はその場に蹲うずくまってしまった。

　何やら小声でブツブツと呟つぶやいているけれど、動揺だとか馬ば鹿かみたいだとか、断だん片ぺん的にしか声が聞こえてこない。

「どうなさったのですか？」

　ルーファス様の予想外の行動に見ていられなくなって声をかけると、物もの凄すごい勢いで彼が顔を上げた。

　若じやつ干かん涙なみだ目めになっている彼はすぐに立ち上がり、私に近づいてくる。

「あの」

「僕がこれだけ無様な姿を晒さらしているのに、平然としているのを見ると僕が馬鹿みたいに思えるんだけど。悔くやしい気持ちでいっぱいになるんだけど！」

「何を仰っているのですか？」

「……えい！」

　可か愛わいらしい声とともに、ルーファス様が突とつ然ぜん、私の手を握にぎってきた。

　思いも寄らなかった行動に私は驚おどろきに目を瞠みはる。

　自分のではないぬくもりを感じてルーファス様の手って意外と温かいんだな、なんて私は思っていた。

「どう？　ちょっとはドキドキした？」

「はい。驚きました」

「そっちのドキドキじゃない！　今のは不意打ちだったでしょ！　だったら動揺したり頰を赤らめたりしなよ！」

　なんて理り不ふ尽じんなことを……！

　正直、なんとも思っていない方から手を握られても恥はじらったりしないと思うのだけれど。

　ああ、でも恋れん愛あい小説のヒロイン達たちは恥じらっていたわよね。

　なら、私は女性として失格なのかもしれないわ。

「申し訳ありませんでした。淑女としてあるまじき行こう為いでした」

「いや、淑女としてじゃなくてさ。僕を男として見ていたら、喜んだりするでしょ、普通」

「喜ぶ……。いえ、私のような人間にはもったいない感情かと」

　これ以上ルーファス様を刺し激げきしないように、私はいつものように曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かしてみせる。

　でも、それが癇かんに障さわったのか、ますます不ふ機き嫌げんそうになってしまった。

　私から手を離したルーファス様は、ジッとこちらを見つめている。

「その『私のような人間』っていうのやめてくれる？　聞いててイライラしてくるんだけど」

「ですが、事実ですし。それに、私が地味なのは自他共に認めることなので、他の方もそのような印象を抱いだいていると思います」

「事実？　何それ。自他共に認めるって、誰かに何か言われでもしたわけ？」

「まあ、そのような感じです」

　無む闇やみに傷を抉えぐりたくないし、さすがに過去の出来事をルーファス様に言うことはできない。

　だけど、彼は私の言葉だけで何かを察したのか、ふ～んなどと口にしている。

「そうやって言われ続けてきて、下を向いているわけね」

「いえ、言われたのは一回だったのですが」

「はあ!?　一回でそれ？　ちょっと脆もろいんじゃないの？　大体、一回だったら意地悪で言っただけじゃないの？　真に受けるなんてどうかしていると思うんだけど」

　キツイ言葉に私は下を向いた。

　ルーファス様の言いたいことは理解している。

　でも十年前は、あの場のほぼ全員が私を笑っていた。客観的に見ても不ふ釣つり合あいだと思ったからこそ笑われたのだ。

　反論しようと私が顔を上げると、真しん剣けんな顔をしたルーファス様と目が合う。

「僕は地味だとは思わないけど」

「ルーファス様？」

「何があったのかは知らないけど、自分で思おもい込こんで傷ついて周囲の目に怯おびえるのは馬鹿らしいと思うんだけど。そいつらを見返してやろうという気き概がいはないわけ？」

「見返すなんて……。私には無理です」

　ルーファス様は私を地味とは思っていないと言ったけれど、見返そうと行動したところで笑われて終わるのは目に見えている。

　もしかしたらルーファス様は落ち込んだ様子の私を見て、励はげまそうとしてくれたのかもしれない。

　どうでもいい相手なら、ここまで言ってはくれない。

　きっと彼は言い方がキツイだけで、優しい方なのだろうと思う。

　胸が温かくなっていると、ルーファス様は呆あきれたような表情を浮かべていた。

「本当に自分に自信がないんだ……。それでよく姉さんに協力しようと思ったね」

　失望しているみたいな言い方に私の胸がズキリと痛んだ。

　不器用ながら私を励ましてくれたルーファス様に、これ以上失望されたくない。

　だけど、胸を張ることは今の私にはできない。情けないと思うけれど、前向きに行動するのが怖こわい。

　さっきは弱音を吐いてしまったけれど、弱虫は弱虫なりに一歩を踏ふみ出だしたということは伝えなければ。

「自信がないなりに、私はソフィー様を助けたいと思ったのです。ソフィー様が笑ってくださることを望んでいるのです。ですので、協力したいと思いました」

「行動力があるんだか、ないんだかわかんないよ。それに、姉さんと接しているときのあんたは、生き生きとしていたじゃない。あれが本当の姿なんでしょ？　だったら隠かくさないで見せればいいのに」

「あれは、ソフィー様の可愛らしさを引き出そうと思って必死だったのです。それにそのような態度を取れば皆みなさんに笑われてしまいます」

「……ない」

　ポツリと呟かれた言葉は小さくて私の耳には聞こえなかった。

「今、なんと仰ったのですか？」

「別に何も言ってないよ」

　ルーファス様は慌てたように私から顔を逸そらした。

　私に聞かれたらまずいことを言ったのかもしれないわ。なら、深く聞くのはやめた方がいい。

　口を噤つぐむと、何も言わないとわかったのかルーファス様が横目でチラリと私を見てきた。

「まあ、あんたの考えはわかったし、もういいや」

　よかった。ちゃんとソフィー様のために協力しているとわかってもらえたようだ。

　胸を撫なで下おろした私の緊きん張ちようが解ほぐれていく。

「それで、次は姉さんに何をさせるつもりなの？」

　ジロリとルーファス様に見られ、私は表情が強こわ張ばった。




　……実は、ソフィー様とは先ほど、今後のことを話し合ったのだけれど、具体的な策を練ることはできなかったのよね。

「ソフィー様ともお話ししましたが、次はこれ、という案は決められなくて……」

「そりゃあ、姉さんもあんたも女だからね。男の気持ちなんてわからないでしょ」

　まあ、それもそうよね。

　王太子殿でん下かの態度が軟なん化かしているという手応えはあるけれど、ソフィー様を好きになってもらえるという確実な方法は私にもわからないもの。

　だって、相手は恋愛小説に出てくる架か空くうの登場人物じゃない。現実の男性だものね。

　身近な男性に意見を聞くのが一番手っ取り早いと思うものの、親しい異性の友人なんていない。

　お父様には聞けないし、従い兄と弟こにだって軽く聞けることでもないわ。

　う～ん、と悩なやんでいた私は目の前にいるルーファス様を見て、この方がいた！　と気が付いたの。

「あ、あの！　ルーファス様！　もしよろしければ、一いつ般ぱん的な男性がどのような女性の仕草や行動にときめくのかというのを教えてもらえないでしょうか？」

「はあ!?　どうして僕が？」

「いえ、あの……私が親しくしている異性の方というのがルーファス様しかいないので」

「……いや、僕だって親しくしているわけじゃないと思うんだけど」

　親しいか親しくないかでいえば親しくないけれど、気軽に聞けるのはルーファス様しかいないのよ。

　ほら、ソフィー様のためだし、ここは協力してもらえないかしら。

「そうは仰っても、ルーファス様だって王太子殿下がロゼッタさんを選ぶようなことになったら困るのではありませんか？」

「ありえないことだと思うけど、もしもそうなったら……困る、かな」

「でしたら、同じ男性として教えてください。一般的な男性が好む女性の仕草や行動とはどういったものなのですか？」

　さあさあ、教えてください、と詰つめ寄よると、ルーファス様は俊しゆん敏びんな動きで私から距離を取ってしまう。

　でも、ここで引くわけにはいかない。

　なんとしてもヒントを得たい私は、さらに彼に詰め寄ると観念したのか引きつった表情を浮かべたまま喋しやべり始めた。

「た、頼たよられるのが嬉うれしいと思うんじゃないの？　あと、こっちがちょっとした雑学を言ったら褒めるとか。想像もしていなかったことを言って相手を狼狽えさせるとか、相手が自分に好意を抱くはずだと思っていたら、素っ気なくされて逆に気になったりとか」

　なるほど。やっぱり、同じ男性に聞くと意外な意見がもらえる。

　私は心のメモに書き込んでいく。

「……待って、後半は忘れて」

「どうしてです？　とても勉強になるご意見だと思いますが」

「クレイグ殿下はそうじゃないかもしれないでしょ！　それに、クレイグ殿下はそういうタイプでもないと思うし」

　ああ、確かに。想像もしていなかったことを言われて狼狽える王太子殿下の姿は想像がつかないわね。

　素っ気なくしたら、それだけでも不敬に当たるもの。

　いい案だと思ったのに、すっかり相手の性格を忘れていたわ。

　でも、前半だけでも十分よね。要はわざとらしく見えないように相手を褒めるということが大事なのだわ。

　あと、女性の武器である、か弱さをアピールするのもいいかもしれない。

　これは、早さつ速そくソフィー様に提案してみましょう。

「とても勉強になりました。ありがとうございます」

「それはいいけど、あんまり姉さんを振り回さないでよね。今回のことだってそうだけど、あんたは想定外のことをしでかすから。ほら、姉さんが病気だとかで、こうして自宅療りよう養ようになったりしたし」

「あれは、王太子殿下が」

「そこも含ふくめて、そうなるかもしれないって予測しなくちゃいけないところでしょ」

　痛いところを突つかれてしまったわ。

　真面目な王太子殿下があのような行動に出ることを考えて、ソフィー様に助言しなければいけなかったのよね。

　ソフィー様のことしか考えていなかった私の落ち度だわ。

　ルーファス様に言われて気付く時点で、ダメダメよね。

　今後は、そこも踏まえて考えないと。

「相手ありきということを今後は考えます。……お時間を割さいていただきありがとうございました。それでは、失礼いたします」

　頭を下げて立ち去ろうとすると、背後から呼び止められてしまう。

「ああ、そういえば、別の思おも惑わくで動いている人もいるから、気を付けなよね」

「え？」

「誰かは言えないけど」

　気になることを告げて、ルーファス様は私を馬車まで連れて行くと屋や敷しきへと足早に戻もどっていく。

　残された私は、言われた言葉に首を傾かしげるしかなかった。
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　初めて彼かの女じよの顔を見たとき、僕ぼくは見ない顔だなと、ついジックリと見てしまっていた。

　姉さんの取り巻き連中の顔を思い出してみるけど、全く見覚えはなかった。

　なら、新しい取り巻き？　取り巻きというには大人しそうな子だし、バーネット侯こう爵しやく家のおこぼれにあずかろうとしている周囲の連中と同じようにも見えない。

　というか、無害な奴やつにしか見えないし、噓うそをつくのも下手そうに見える。

　あと、単純に見た目が可か愛わいいというか、結構僕のタイプかも……って違ちがう！

　姉さんの取り巻き達たちとは見た目からしてタイプが違うから、どういう関係なのか気になるだけだ！

　ただでさえ、姉さんは最近クレイグ殿でん下かの件で落おち込こんでいたみたいだし、弱っているところにつけ込まれているのかもしれない。

　見た目は大人しそうだけど、何を考えているのかなんてわからない。

　だから、僕は何が目的なのか聞こうとしたんだけど、自分のまあまあ失礼な言動が災わざわいしてしまう。




「……あんた、この間の」




　そう言ったら、すぐに姉さんから叱しかられてしまった。

　姉さんのために聞こうとしただけなのに、叱られるなんて納なつ得とくがいかない。

　けど、今の声のかけ方で僕が何を言わんとしているのかは、あいつに伝わったはず。

　どういう反応を返してくるのかと僕は、そっと彼女を窺うかがった。

　ちょっと様子を見るだけにしておくべきなのに、ついジロジロと見てしまう。

　畏い縮しゆくするかなって思っていたのに、彼女は特に傷ついた表情を見せずに平然としていたんだ。

　意外と肝きもが据すわっているのかもしれない。大人しそうな見た目とは正反対だ。

　いい加減、見るのをやめるべきだと思っているものの、姉さんに害をなす可能性がなくならない以上、反応が気になってしまう。それをどう解かい釈しやくしたのかはわからないけど、彼女は何かに気付いたように自分の名前を口にした。

「アメリア・レストンと申します。レストン伯はく爵しやく家の娘むすめです」

　そうだった。僕はまだ彼女の名前を聞いてなかったってことに気が付いた。

　確かレストン伯爵家といえば、特に城内でも目立つことのない中位貴族、だったはずだ。

　親の権力を強固にするために姉さんを利用している、とかだったら姉さんに近づく理由としてはありだと思う。

　それに、僕がバーネット侯爵家の次男だってわかっているのに、態度が全く変わらないところも腑ふに落ちない。

　他の女は大体、媚こびてくる。普ふ段だんなら嬉うれしいと思うのに、今は普ふ通つうに接してくるのが怪あやしいと思ってしまう。

　もっと話を聞いてみたいと思ったのに自分の性格が災いして、つい素っ気ない態度を取ってしまい、挙げ句の果てに帰るように言ってしまった。

　本当に自分のこの性格が憎にくらしい。目的を聞かなきゃいけないのに。




「では、失礼します」

　姉さんに挨あい拶さつをして、僕に向かって会え釈しやくした後、去ったアメリアの後ろ姿を僕はジッと見つめていた。

　怪しさは払ふつ拭しよくできなかったけど、ああいうタイプって初めて見たかもしれない。

　姉さんを利用しようとしているって疑わなければ、親しくなりたいってちょっと思った。

　バーネット侯爵家の息むす子こだからと近寄ってくる女がうざったくて令れい嬢じよう達から距きよ離りを置いていたけれど、あんな奴もいたんだ。

　それにしても、なんかオドオドしていて自信がなさそうにも見えた。

　別におかしなところなんてなかったのに。

「……変な奴」

　なんで、あんなふうなのかわからなかったけど、それでも僕はもったいないなって思ったんだ。

「あら、アメリアさんは変な方ではないわよ？　可愛らしい方なのに、ご自分を地味だ、普通だと仰おつしやって目立たないようにしているだけだもの。確かに派手ではないけれど、それ以上に中身が魅み力りよく的な方だと思うわ。本当にもったいないわよね」

「あれのどこが地味なわけ？」

「そうよね？　ルーファスもそう思うわよね？　でも、他の友人の皆みなさんは地味だと仰るのよ。そのようなことはないでしょう？　と思って知人に尋たずねてみたこともあるのだけれど、皆さんアメリアさんを御ご存ぞんじなかったり、御存じでも地味だとか目立たないとか仰るの。やはり、アメリアさんの内面までご覧にならないと彼女の魅力が伝わらないのでしょうね」

　はぁ、と姉さんは不満げに息を吐はいている。

　物心ついてからクレイグ殿下以外の人のことを熱心に話す姉さんを見るのは初めてだった。

　母さんが、友達がたくさんいていいわねなんて言ったときも、姉さんは全然嬉しそうじゃなかった。

　いつも楽しそうにあいつらと話していたのになんで？　って思っていたんだ。

　でも、今ならわかる。きっと姉さんはもうあいつらがなんで自分の側そばにいるのかわかっていたんだと思う。

　その姉さんが熱心に話をしていたアメリア・レストンに心を開いているってのが、さっきのでわかった。

　そういえば、最近の姉さんはどこかおかしな行動が多い。

　早はや寝ね早起きを基本としているのに夜中まで起きているし、クレイグ殿下への対応が変わったようにも思う。

　全部、姉さんがアメリアと一いつ緒しよにいるようになってからだ。

　前よりも今の姉さんの方がいい感じだって僕は思う。

　姉さんは、物もの凄すごく自分を律しているけれど、本当はちょっと抜ぬけてたり、可愛らしい年相応の女の子だって知っていたから。

　繕つくろうのをやめたっていうか、クレイグ殿下しか見えていなかったのが改善されたってことなのかもしれない。

　だから、その点で言えばアメリアに感謝するべきだ。

　目的がなんであれ、姉さんが魅力的になったことは歓かん迎げいしたい。

　だから、本当に姉さんを利用していなければいいのにって思ってしまうんだ。




　……いや、まあ、顔が可愛くて性格もよさそうだと思ったってことを差し引いても、僕の顔を見てもなんの反応もしなかったし、媚びてくることもない。

　普通なら、上うわ目め遣づかいをして甘あまえるような声を上げるのに、そこも意外だなって思った。

　でも、そんな彼女が姉さんと一緒にいるのが不思議でもあった。

　だって、目立ちたくないはずなのに、誰だれよりも目立つ姉さんと一緒にいたんだから。

　やっぱり僕は、彼女が姉さんを利用しているっていう疑いを持ってしまう。

「それで？　なんで姉さんがあいつと一緒にいるの？」

「……そ、それはあれよ。ロゼッタさんのことがあって、クレイグ殿下のお心を私に向けるためにアメリアさんが協力してくださっているのよ」

　ああ、ロゼッタ・ベイリーのことか、と僕は腑に落ちた。

　クレイグ殿下が想おもいを寄せている女だ。確かに他の令嬢とは雰ふん囲い気きや態度、見た目が違うから、クレイグ殿下が惹ひかれるのも無理はないかもしれない。

　でも、なんでアメリアが？　っていう疑問が浮うかぶ。

　そんなことをしても、彼女にはメリットが全くない。まあ、姉さんに恩を売って父さんに口くち利ききして欲ほしいっていうなら話は別だけど。

「ふ～ん……姉さんのためにそうしているなんて、随ずい分ぶんと変わった子だよね」

「ええ、そうよね。けれど、彼女のお蔭かげで私は道を誤らずに済んだのよ。本当にアメリアさんには感謝しているわ」

　穏おだやかな表情を浮かべて姉さんが口にした言葉に、僕は相あい槌づちを打つことしかできなかった。

　アメリアのことを詳くわしく知らなかったから。

「……最近、帰りが遅おそいのはあいつのせいなの？　悪いことに巻まき込まれているんじゃないだろうね？」

　それとなく探さぐりを入れてみると、姉さんは真顔になって首を横に振ふった。

「悪いことに巻き込まれてなどないわ。アメリアさんのお蔭で私はクレイグ殿下との距離が縮まったのよ？　あまり悪い想像はしないでね？」

　って言われても、安心できない。

　クレイグ殿下に対する態度が変わったのはいいと思うけど、わざと失敗するようにしているような雰囲気を感じる。

　全部、アメリアの影えい響きようなんだろうとは思うものの、彼女の目的がハッキリしない。







　だから、僕はそれからアメリアのことも彼女の行動も気になるようになって、彼女を見ることが多くなった。

　で、姉さんと二人でコソコソしているアメリアを見かけたり、二人で何をしているのか気になって、変な練習をしている場についていったりしているうちに彼女が何をしようとしているのかをなんとなくだけど理解する。

　詳しい事情は姉さんから聞けなかったけれど、男に好かれる行動を恋れん愛あい小説から取り入れて練習していることから、クレイグ殿下の気持ちを取とり戻もどそうとしているのではないかと考えるようになった。

　僕からしたら、姉さんが変わろうと変わるまいとクレイグ殿下が姉さんから離はなれてロゼッタ嬢を選ぶなんて考えられない。

　あの理性の塊かたまりみたいなクレイグ殿下が自分の感情を優先するはずがない。

　そもそも、姉さんに協力するよりもアメリアにはやることがあるはずだ。

　陰かげでコソコソしていないで、表に出ればいいのに。

　彼女と過ごす時間が増えてわかったけれど、相手に警けい戒かい心を持たせない不思議な魅力がある。

　その上、中身は堅けん実じつな子だから、それを前面に出せば誠実な男はきっと彼女を見つけるに決まっている。

　なのに、彼女は姉さんと二人でいるときの顔と、周囲に人がいるときの顔が一いつ致ちしない。

　取り巻きの連中と一緒にいるときの彼女は、常に下を向いて静かにして話しかけられても相槌を打つだけだった。

　姉さんと二人のときは元気というか言いたいことをハッキリ言っているのに、それ以外だと彼女は自分の意見を全く言わない。

「姉さんの前ではハッキリ意見が言えるのに、なんで……。他の連中と姉さんとになんの違いがあるっていうの？」

　あるとするならば、姉さんがバーネット侯爵家の令嬢だという点のみ。

　そこまで考えたところで、僕はアメリアが普段通りの顔を周囲に見せつつ、出し抜いて姉さんからの信しん頼らいを得て、自分だけがいい思いをしようとしているんじゃないの？　と思いつく。

　いや、そんなはずはない、でも姉さんを利用していたら、と考えてしまってモヤモヤする。

　一度疑い出したらどんどん不安に駆かられて、耐たえきれずに姉さんが倒たおれた後で見み舞まいにきたアメリアに直接聞いたんだ。




　結果、本人の口から直接、そうではないと聞かされて本当に胸を撫なで下おろした。

　あのときの彼女の言葉や表情に噓はなかったように思う。お世辞だとか媚こびだとかを見慣れている僕からは、彼女が本当のことを言っているって思えたから。

　このやり取りを経て、僕は自分が思っていた以上にアメリアを気にしていたって気付いたんだ。




　とはいえ、本当に心から姉さんとクレイグ殿下が上う手まくいって欲しいと思っているアメリアは人がよすぎる。

　自分の欲よりも姉さんの幸せを優先するんだから、相当だと思う。

　ただ、馬ば鹿かだなぁとも思った。

　アメリアにはアメリアのよさがあるのに、どうしてそれを隠かくすのか理解できない。

　人の顔色を窺って目立たないようにと身を潜ひそめている彼女。

　ここまで考えて、どうして僕はこんなにも彼女のことを気にかけているんだろうと我に返った。




　……多分、最初の印象が悪かったから性格がいいとわかって余計に気になっているのかもしれない。

　そう考えたけれど違い和わ感かんは残ったままだ。

　ここで、ふと僕はある人のことを思い出した。

「違う、それもあるけど……一番はあの子と雰囲気が似ていたから」

　思い出したのは、十年前に一度だけ会ったある少女のこと。

　自信に満ちあふれ、所作が綺き麗れいで同じ年の令嬢達とは雰囲気が違っていて……。そして、悪ガキ達から犬をけしかけられて半べそをかいていた僕を助けてくれた勇ゆう敢かんな少女。




『やめなさい！　自分よりも年下の子をなかせるなんて、しんしとして失格よ！　弱きものは守るのが本当の男というもの。いやがってないている子に犬をけしかけるのは、人としてもはずべきこういだわ！』




　そう言って、呆あつ気けにとられる悪ガキ達を無視して、泣いている僕の手を引いて会場まで連れて行ってくれた。泣なき止やむまで一緒にいてくれて、頭を撫なでてもらったのを今でも覚えている。




『あのようなことは、気にする必要はないわ。大きな犬でこわかったでしょう？　あれはだれでもこわいわ。むしろ、ないたとしても、にげずにいたことをほこりに思うべきよ。あなたはりっぱな男性、しんしだわ』




　えらいわね、と頭を撫でられ、幼くも気高き淑しゆく女じよの姿は僕にとてつもない印象を残した。

　僕とそう年も変わらないのに、悪ガキ達に立ち向かって助けてくれた勇気ある彼女に、僕はいとも簡単に恋こいをしてしまった。

　あれが僕の初はつ恋こい。

「まあ、アメリアとは似ても似つかない態度だったけど」

　それでも、どことなく彼女とアメリアは雰囲気が似ている。

　今も僕はあのときの少女に恋をしている。年ねん齢れいよりも大人びた、背筋を伸のばして前だけを見ていた彼女を。

　ピアノで難しい曲を弾ひいていたのに、周囲の残ざん酷こくな声に傷つき涙なみだした彼女を。

　あれから、一度も顔を見ることはなくて、どうしているのかもわからないけれど、子供の頃ころの僕の心に焼きついて離れない。

　それぐらい強い衝しよう撃げきを受けた出来事でもあった。

　だから、僕がアメリアを好きになっているとか、そういうことはないって断言できる。

　ただ、可愛いなって思ったし、性格のよさがわかって、さらに初恋の少女と雰囲気が似ているから気になっているだけだ。

　それだけだよ、と僕は納得して立ち上がる。スッキリとした気持ちで生徒がほとんど帰宅した学院を後にしようとした。




　でも、たまたま、本当にたまたま図書館の近くを通りかかった僕は、姉さんから最近図書館に通っているという話を聞いていたから気になって足を止めたんだ。

　さすがに中には入れなかったけど、興味本位で窓から中をそっと覗のぞいてみると、真しん剣けんな表情で何かの本を読んでいるアメリアを見つけて。

　何をしているのかって気になってしばらく見ていたんだけど、彼女は本を読みながら時折、メモを取っては考え込んでいた。

　真剣な表情が新しん鮮せんで、僕は言葉も発せずに見み惚とれてしまっていたんだ。

　しばらくボーッと見ていたら、不意に後ろから声をかけられ、驚おどろいて体が震ふるえてしまう。

　ゆっくりと後ろを向くと、ニヤニヤ顔のマリオン殿下が僕を見ていた。

「何か用ですか？」

　平静を装よそおっているけれど、僕の心臓はうるさいくらいにドキドキしている。

　どうか、マリオン殿下に気付かれないようにと願う。

「いや、こんなところで何をしているのかなって思ってね。一人で図書館の方に歩いていたから気になってさ。……誰を見ていたの？」

　探るようなマリオン殿下の目から僕は視線を逸そらした。

　ここでアメリアを気にかけていると知られたら、からかわれることは目に見えている。

　だから隠し通さなければならないと思っていたのに、マリオン殿下は図書館に目を向けてニヤリと笑う。

　途と端たんに嫌いやな気がした。彼がこういう笑い方をするときは、いつもとんでもないことを言い出すと経験で知っている。

「あれって……確か、レストン伯爵家の令嬢だったよね？　アメリア嬢だっけ？　華はなやかじゃないし、目立つタイプでもないから名前しか知らないけれど。何、ルーファスってああいうタイプが好みなんだ？　そういえば、ルーファスって昔から好みが独特だったね。女性のタイプも独特なんだね。意外だな」

「……違うし」

「でも、見ていたよね？」

　確信しているような目で見られた僕は何も言えなくなってしまう。

　マリオン殿下の言う通り、確かにジッと見ていたのは事実。

　でも、それは好きだからとかそういうのじゃない。

　大体、アメリアは華やかじゃないけれど中身も含ふくめて物凄く可愛いと思っている。マリオン殿下は失礼だと思う。それか、見る目がない。

　いや、まあ、アメリアの中身とか顔のことは今はいい。

　僕が彼女を見ていたのは、なんとなく彼女の動向が気になったからっていうのと、初恋の少女に雰囲気が似ているからっていうのが最大の理由なだけだ。

　理由は言いたくなかったから、僕は平静を装って口を開いた。

「さ、最近、姉さんと一緒にいることが多かったし、ちょっと気になっただけだし」

「ふ～ん……。そう」

　納得しているような口くち振ぶりだけど、マリオン殿下はまだ疑っているみたいだ。

　そりゃ、気になっているのは事実だけど、それ以上の感情なんてない。

「まあ、俺おれの邪じや魔まをしないのであれば、それでいいよ」

　なんて言うマリオン殿下を僕は軽く睨にらむ。

　僕の視線なんてものともせず、彼は笑ったままだ。

「俺は兄上とロゼッタ嬢が上手くいくことを願っているからね。そうなれば、ソフィーに近寄れるし」

「……そう上手くいくかな？」

「いくよ。いかせてみせる。兄上がソフィーを見ようとしないのが悪いんだから」

　僕はクレイグ殿下の性格を知っているから、マリオン殿下の思うように上手くいくとは思えなかった。

　なのに、マリオン殿下は確固たる自信を持っているのか、余よ裕ゆうの笑えみを浮かべている。

　これでクレイグ殿下が姉さんを選んだらマリオン殿下はどうするんだろう？　という疑問が浮かんできた。

「……もしも、マリオン殿下の予想が外れて、クレイグ殿下がロゼッタ嬢を選ばなかったらどうするの？」

　そんな僕の疑問にマリオン殿下は鼻で笑ってみせた。

「そんな日は来ないさ。もう手て遅おくれだからね。兄上はロゼッタ嬢に夢中だし、ソフィーに目を向けることはないさ」

「婚こん約やくは簡単に覆くつがえせないよ。国王夫妻や父上達が納得しない。だから、クレイグ殿下は最終的に姉上を選ぶんじゃないの？」

「ロゼッタ嬢は兄上の初恋とも言える相手。そう簡単に諦あきらめることなんてできないさ。俺がそうだしね」

　迷いなくマリオン殿下は言ってのける。

　まあ、確かに初恋の女性っていうのは特別だとは思う。僕だってそうだし、マリオン殿下だってそうだ。

　彼は、幼少時からずっと姉上を好きだから自信があるんだろう。

　忘れられない女性がいる気持ちはすっごくよくわかる。

　でも、クレイグ殿下の性格やアメリアの頑がん張ばりを見ていたら可能性は限りなく低いと思うんだ。

　上手くいきっこないという僕の思いが顔に出ていたのか、マリオン殿下が眉まゆを顰ひそめたのがわかった。

「そんな顔をするってことは兄上が心変わりをしないっていう確たる証しよう拠こがあるのかい？　その証拠が今、ルーファスが見ていたあの少女にあるとか？」

　探るような目で見られ、僕は視線を泳がせてしまった。

　こんなやり取りは命取りだと長い付き合いでわかっているのに、動どう揺ようが隠せなかったのが情けない。

　彼は僕のそんな変化を見み逃のがさなかった。

　ニヤリと笑って、図書館にいるアメリアにそっと視線を向けたんだ。

「……アメリア・レストンね。名前と顔はよく覚えておくよ」

　フッと笑ったマリオン殿下は、意味ありげな表情を浮かべてその場を後にした。

　後ろ姿を見送った僕は、とんでもないことをしたかもしれないと背筋が寒くなる。

　まさか、このとき僕はマリオン殿下があんなことをしでかすなんて思ってもいなかった。
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　そんなこんなで、ソフィー様はなんとか王太子殿でん下かに好感を持ってもらおうと努力しているのだけれど、なかなか上う手まく二人きりになれず、距きよ離りを縮められない日々を送っていた。

　これからどうしようかと二人で悩なやんでいたところ、王家主しゆ催さいのパーティーが開かい催さいされるという話が飛とび込こんでくる。

　パーティーとなれば、婚こん約やく者であるソフィー様は王太子殿下のパートナーを務める。

　二人でお話をすることができるはずだと私は思っていた。




　そして、迎むかえたパーティー当日。

　ドレスに着き替かえた私は使用人に髪かみを結ゆってもらい、いつも通りパートナーである父方の従い兄と弟こと共に馬車へと乗り込んだ。

「リアちゃん。何だか今日は晴れ晴れとした顔をしているわね？　楽しみなことでもあるの？」

　向かいに座すわっていたお母様から声をかけられた私は、そんな顔をしているのかしら？　と窓に映る自分の顔を見て気が付いた。




　…………確かに、目が死んでないわ。




　今日はソフィー様が頑がん張ばる姿を応おう援えんする日とあって、いつものような憂ゆう鬱うつさがないからかもしれない。

「私のことではないのですが、とある方々の距離が縮まるのではないかと期待しているのです。私の大好きな方なので、上手くいって欲ほしくて」

「まあ、そうなの。それはとても楽しみね」

　朗ほがらかに笑うお母様は隣となりにいたお父様の腕うでに手を絡からめて同意を求めている。

　対してお父様は少し緊きん張ちよう気味に微ほほ笑えんでいた。

「お父様、どうなさったのですか？」

「……いや、王家主催のパーティーは久しぶりだからな。いつもは会わない上位貴族の皆みなさんと顔を合わせるのに緊張しているんだ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。私が隣におりますから、ドンと構えていてくださいませ」

「ん？　ああ、そうだな」

　お母様の手に触ふれたお父様は優やさしげに微笑んだ。

　ああ、やっぱり私の両親はとっても素す敵てきだと再確かく認にんした。お二人のような夫ふう婦ふに憧あこがれる。

　そして、いい方向に変わられたソフィー様にも、王太子殿下とこのような仲睦むつまじいお姿を私わたし達たちの前で見せて欲しいと思ってしまう。

　今日がきっかけでお二人の仲が進展することを願いながら、私は王城へと向かった。




　王城に到とう着ちやくし、パーティーが行われる広間へと向かうと、そこはすでにたくさんの貴族達で溢あふれ返っていた。

　ほどなくしてパーティーが始まり、広間のあちらこちらから楽しげに会話する声が聞こえてくる。

「レストン伯はく爵しやく」

「グロリア様」

　会場に到着した途と端たんに両親は友人方に囲まれてしまった。

　こうして友人から声をかけてきてくれるのは両親の人ひと柄がらのよさなのだと思う。

「アメリアさん、お久しぶりね」

　お母様の友人に声をかけられ、私は軽く会え釈しやくをした。

「はい。お久しぶりです。ご無ぶ沙さ汰たしております」

「随ずい分ぶんと大きくなったわね。グロリアさんの若い頃ころにそっくりだわ。きっと貴女あなたも同じようにある日を境に年ねん齢れいが止まるのでしょうね。羨うらやましいわ」

「私達なんて肌はだの艶つやを保つだけで精せい一いつ杯ぱいなのに、グロリア様は年々若返っている気がするのよ。本当に羨ましいわ」

　お母様の別の友人が加わってきたことで話が長くなる予感がした私は軽く挨あい拶さつをして、その場から離はなれる。

「アメリア、ダンスの前には戻もどってこいよ」

「わかっているわ。友人に挨拶をしたら戻るから」

　目立たない場所に行こうとしている私を察知した従兄弟にそう告げ、人が少ない場所に移動した。

　失礼にあたらない範はん囲いで周囲を窺うかがっていると、後ろから私の名前を呼ぶ声が聞こえてくる。

　この声はソフィー様だわ、と振ふり返かえると、ワインレッドのドレスを着た彼かの女じよが優ゆう雅がに立っていた。

　あまりの眩まぶしさに直視できず、私はすぐに彼女に向かって頭を下げる。

「ごきげんよう、アメリアさん」

「ごきげんよう、ソフィー様。とてもお綺き麗れいです。ドレスもデザインが上品でソフィー様によくお似合いです。それに刺し繡しゆうも素敵ですね」

「ありがとう。貴女のドレスは可か愛わいらしいわね。フリルやリボンがもう少しあれば、もっと可愛くなれるのに」

　ソフィー様は私が着ている深緑色のドレスを見て、もったいないわと口にする。

　私の顔なら、これくらいのデザインでちょうどいい。

　華か美びなドレスを着たら、十年前の二にの舞まいになるのはわかりきっている。

「それよりもソフィー様はお一人ですか？　ご友人の皆さんはいらっしゃらないのですか？」

「ええ、彼かの女じよ達はご両親と一いつ緒しよに他の出席者に挨拶に行かれたわ。後で、お話ししましょうねと仰おつしやっていましたから、貴女も一緒に参りましょう」

「ええ。ですが、その前にダンスがございますから。ソフィー様と王太子殿下のダンスを拝見するのを楽しみにしております」

「そうね……」

　途端に、ソフィー様が不安そうな表情を浮うかべた。

　王太子殿下とのダンスは、これまで数えきれないくらいに踊おどっているというのに、どうしたというのだろうか。

　そう思っていると、ソフィー様が口元を引ひき締しめて私を見ていた。

「私ね。今日はクレイグ殿下とお話をしてみようと思っているの」

「いつもお話しになっていらっしゃるではありませんか」

「いえ、今日はクレイグ殿下自身のお話を伺うかがうためだもの。ほら、アメリアさんが前に聞き上手な方が好まれると仰っていたじゃない？　いつも私のことばかり話していたから、実じつ践せんしてみようと思ったの」

　おお、なんて積極的な。

　この間のこともあって、ソフィー様はかなり前向きになっているみたい。

　実践してみたら効果があったのだから、続けてみようと思ったのかも。

「ただ、実はどうやってお話を切り出したらいいのかわからないの」

「お話の切り出し方ですか？　普ふ通つうに王太子殿下のお好きなものの話題を出して、詳くわしく聞かれてみては？」

「お好きなもの……。そうね、確か乗馬がお好きとのことだから、その話題を出してみるわ。私も乗馬が好きなので、共通の話題で盛り上がれると思うの。以前読んだ恋れん愛あい小説にも共通の話題で盛り上がることで距離が近づいたと書かれていたから」

　乗馬、と聞いて私は首を傾かしげる。

　だって、王太子殿下は狩かりがお好きだとお父様から聞いたことがある。

　でも、乗馬もお好きなのかもしれない。

　と、納なつ得とくしていると、表情に出ていたのか、ソフィー様がどうしたのかと尋たずねてきた。

「いえ、私は父から王太子殿下は狩りがお好きだと伺っていたので、少し疑問に思っただけなのです。ですが、乗馬も狩りもお好きなのだとしたら、おかしなことはないと思いまして」

　話を聞いたソフィー様は首を傾げている。

「狩り？　狩りがお好きなんて耳にしたことはないわ。レストン伯爵は確かにそう仰ったの？」

「はい。と申しましても、父が実際に狩りをしている王太子殿下をお見かけしたわけではなくて、同どう僚りようの方からの情報なのだそうです。ソフィー様は王太子殿下から直接聞いたわけですから、そちらの方が正しいのでしょうね」

　微笑みながら答えると、ソフィー様が難しそうな表情を浮かべて黙だまり込んでしまった。

「ソフィー様？」

「私もクレイグ殿下から直接伺ったわけではないの」

「え？」

「私も両親や周りの方から伺ったのよ。どうしましょう……これでクレイグ殿下が乗馬をお好きじゃなかったら、話題がなくなってしまうわ」

「あの、これまで王太子殿下とお話ししていて話題には出なかったのですか？」

　いくら、ご自分の話ばかりしていたとはいえ、返ってくる言葉から読み取ることもできたはずだ。

　ソフィー様が忘れているだけなのでは？　と思い、聞いてみるが、彼女は首を振って否定する。

「クレイグ殿下は、いつも私の言葉にああ、とか相あい槌づちを打ってくださるけれど、ご自分の考えを口にされたことはなかったのよ。ああ、どうしましょう……」

　オロオロするソフィー様を見て、私はそこまで狼狽うろたえなくとも……と思ってしまう。

　お相手は王太子殿下とはいえ、人間であることに変わりはない。

　意思の疎そ通つうができるのだから、話の切り出し方なんていくらでもあるはずだ。

「……あの、最近あったことで楽しかったことを聞かれるとか、学院生活のことですとか、先日お見み舞まいにいらした際のお話ですとか。あ、あと、ソフィー様が王太子殿下から好きなお花を贈おくられて嬉うれしかったことと、その花を王太子殿下が御ご存ぞんじだったことに対して感謝の言葉を述べてみられるのもよろしいかもしれません」

　いくつか例を挙げてみると、ソフィー様はハッとした様子で私を見た。

「確かにそうだわ。やはりアメリアさんは頼たよりになるわね。お蔭かげで会話に困ることはなくなりそう」

　なんというか、前から思っていたけれど、ソフィー様って真面目すぎるほど真面目な方だ。

　でも、それゆえに適度に力を抜ぬくことができないのかもしれない。

　私は常に力を抜いているから、ソフィー様の誠実さが羨ましい。

　そう考えていると、広間にいた貴族達が中央に視線を向け始めた。




　そろそろダンスが始まる頃合いだ。

　すると、先ほどまで恋こいする少女だったソフィー様の表情が、サッと変わる。

　今の彼女は上位貴族のご令れい嬢じようそのものだ。

　私の理想とする淑しゆく女じよの姿に、なんとなく誇ほこらしい気分になる。

「では、私はクレイグ殿下の許もとに参ります。後で、皆さんとお話ししましょうね」

「はい。また後ほど」

　王太子殿下の許に向かうソフィー様を見送った私は、パートナーである従兄弟の許へと戻った。

　最初に王太子殿下とソフィー様が踊られた後で、他の貴族達も中央へと移動する。

　私はなんとか無事に踊り終えると、従兄弟は意中のご令嬢を誘さそいに行くということで、そこで別れ、いそいそと壁かべへと向かう。

　端はしに寄って流れる音楽を聴ききながら、ひたすら時間が過ぎるのを待っていた。

　時折、人の隙すき間まからダンスをしている方々の姿が見えており、王太子殿下と踊るソフィー様も確認している。

　お二人とも見み目め麗うるわしいから、それはそれは絵になる。

　周囲の貴族達も話すのを忘れて見入っていた。

　他にダンスをしている方々なんて目に入らないくらいに華はなやかで存在感がある。

　王太子殿下はソフィー様に視線を向けているし、軽く微笑んでいるように見えた。

　とてもロゼッタさんに想おもいを寄せているなんて思えないくらい。

　それに当たり前だけれど、リードがとてもお上手だ。

　ソフィー様もダンスに自信があるとわかる堂々とした振ふる舞まいなのに、王太子殿下よりも目立つ真ま似ねはせずに控ひかえめにしている。

　やっぱり、こうして傍ぼう観かんしているのが一番いい。

　子息令嬢達はお相手探しで忙いそがしいし、両親は社交で忙しい。

　中位貴族の割に両親は顔が広いらしく、いろんな方と顔見知りだったりする。

　私は真逆だけれど、あの社交性は羨ましいと思う。

　大体、地味な令嬢である私にわざわざ話しかけてくる方はいない。でも、寂さびしいなんて思わない。だって、それがとても心ここ地ちがよくて幸せなのだから。わざわざ視線を向けてくる方もいないから快適そのものだ。




　そう思っていたのに、不意にどこからか誰だれかに見られているような感じがした。

　視界の端に、こちらに近づいてくる男性の影かげが映る。

　一直線に私に向かってくることから、もしかして話しかけられてしまうのではないかと不安になる。

　面めん倒どうなことになりそうだと思って、私は捕つかまる前にその場から逃にげ出だした。

　壁に沿って歩いて逃げていたけれど、追ってくる足音は止まらない。




　誰なのか知らないけれど、怖こわい！




　振り返って確認する勇気は持てなかった。

　どれだけ歩いても足音は聞こえ続けていたので、私は静かに扉とびらを開けて廊ろう下かへと出る。

　護衛の騎き士し以外に人がいないことを確認した私は、近くにいた騎士に控え室に向かうと伝え、角を曲がって身を潜ひそめた。

　耳を澄すませてみるが追ってくる足音は聞こえない。

　外まではついてこなかったことにホッとした私は、そのまま控え室に行こうと歩き始める。しかし角を曲がった瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん部屋の扉が開いて誰かに腕を強く引っ張られてしまった。

　悲鳴を上げようとしたら口を手で塞ふさがれてしまい、くぐもった声しか出ない。

　そのまま、完全に部屋に引きずり込まれて、扉が閉じられた。

　目の前で閉じられた扉を凝ぎよう視ししていると、私を拘こう束そくしていた手が離れて自由の身となる。

　扉と対面する形になっていると後ろから私を挟はさむように扉に手が置かれた。

　怖すぎて後ろを振り向けない。

「いい加減、こっちを向いて欲しいな」

　優しげでいて、ちょっと棘とげのあるような男性の声だったが、私はその声を聞いて縮み上がった。




　え？　ちょっと待って、今の声ってもしかして……。

　いや、まさか、そんなはずはないわ。よく似た声の別人よ。ありえない。

　でも、ずっとこのままではいられないと、私は覚かく悟ごを決めてそっと後ろを振り返ったの。

「ヒッ!?」

「悲鳴はさすがにひどいと思うな」

　接点などないはずの方がいたものだから、悲鳴を上げるのも仕方がないと思う。

　そこには、いつもの王子様のような笑えみとはほど遠い、意地悪な笑みを浮かべているレナール王国第二王子のマリオン殿下が、私を見下ろしていたのだから。
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　私を見下ろして、意地悪く笑っているマリオン殿でん下か。

　普ふ段だんの人ひと懐なつこく爽やかな笑えみを振ふりまいている姿とは全く違ちがう様子に、私は戸と惑まどってしまう。

　いつまでもマリオン殿下から見つめられる状じよう況きように耐たえられず、私は視線を床ゆかに向けた。




　どうして私をこの部屋に？　マリオン殿下に何かした覚えはないのに、どうして？
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　疑問ばかり膨ふくらんでいくけれど、マリオン殿下は一向に口を開かない。

　どういう目的なのかわからない私は、広間に帰りたかったこともあって意を決して聞いてみることにした。

「あ、あの、私に何か用がおありなのでしょうか？」

「あれ、わからないのかい？」

「皆かい目もく見当もつきません」

「本当に？　全く？　人の邪じや魔まをしといて、それはないんじゃないかな？」

　私がマリオン殿下の邪魔をしていた？　……全く記き憶おくにないわ。

　もしも、私が何かしていたのなら周囲の人ひと達たちの反応でわかるはずだもの。

　私は学院や今日のパーティーでのことを思い出してみるけれど、そもそもマリオン殿下とすれ違うことはあっても話をしたことなんて一度もないのよね。

　ということは、直接私が何かをしたわけではなくて、間接的にってことなのかしら？

　なら、全く記憶にないのは仕方のないことかもしれない。

　どう邪魔をしたのかはわからないけれど、ご本人が言っているのだもの。まずは謝罪をしなくちゃ。

「申し訳ございません……！　私が何をしてしまったのか存じ上げませんが、私の行動がマリオン殿下の邪魔をしていたのなら、謝罪いたします」

「へぇ？　本当にわかってないんだね」

　声の感じからして、絶対に怒おこっていると確信する。

　何をしたのよ！　と、頭を下げたまま震ふるえていると、頭上から呆あきれたような声が聞こえてきた。

「じゃあ、教えてあげる。貴女あなたはソフィーを焚たきつけて兄上と上う手まくいくように取り計らってしまったんだよ」

　王太子殿下と上手くいくように取り計らったこと？

　え、でも、それはソフィー様が望まれていることでしょう？

　邪魔ということは、王太子殿下がそれを望んでいなかったということなの？

「せっかく、俺おれが兄上に協力してロゼッタ嬢じようと二人になれるようにしていたのに……貴女のせいで台無しになってしまったじゃないか」

　マリオン殿下の言葉に驚おどろいて顔を上げた私は、ルーファス様が以前言っていたことを思い出した。




『別の思おも惑わくで動いている人がいる』




　あれは、もしかしてマリオン殿下のことだったのでは？

　だとするなら、納なつ得とくがいかないわ。だって、王太子殿下に協力してロゼッタさんと上手くいくようにしたら傷つくのはソフィー様だもの。

　どういう意図でマリオン殿下は動いていたというのかしら。

「お待ちください。マリオン殿下は王太子殿下とロゼッタさんに協力していたのですか？　なぜです？　あのお二人が恋こいに落ちて、ソフィー様との婚こん約やくを破は棄きするなどということになったら、大問題になるのでは？」

「婚約破棄？　違うよ。ソフィーは婚約破棄なんてされない。彼かの女じよから婚約を破棄するのだから」

「……意味が、わかりません」

　それのどこに違いがあるというのだろうか。

　首を傾かしげている私に向かって、少し体を離はなしてくれたマリオン殿下は小こ馬ば鹿かにするような笑みを浮うかべた。

「兄上がロゼッタ嬢を選んで婚約破棄をしたら、ソフィーは捨てられた側として周囲から哀あわれまれる立場になる。でも、ソフィーから婚約破棄を申し出れば、彼女は被ひ害がい者のまま潔いさぎよく身を引いた慈じ悲ひ深ぶかい女性となるのさ。彼女の評判は落ちるどころか上がると思わないかい？」

　その些さ細さいな違いが大きな違いになると聞いて、私は衝しよう撃げきを受けたの。

　確かにその通りになるとは思うけれど、マリオン殿下はどうして……。

「なぜ、マリオン殿下が協力しているのですか？　揉もめ事ごとを起こしてどうしようというのです」

「あれ、これだけ言っててもわからないのかい？　……まあ、いいか。あのね、俺は子供の頃ころからずっとソフィーのことが好きだったんだよ。だから、兄上との婚約を破棄して自由になったソフィーの愛を手に入れたいと思っているというわけ」

　愛!?　というかマリオン殿下はソフィー様のことが好きだったの!?

　兄の婚約者を好きになるなんて恋れん愛あい小説でしかないと思っていたのに、現実でも起こるものなのね。

　驚いたけれど、だからってお二人の仲を裂さくような真ま似ねをするなんて。

「愛していらっしゃるからといって、ソフィー様のお気持ちを無視なさるのは」

「最初にソフィーの気持ちを無視したのは兄上なんだけれどね。俺は幼い頃からソフィーのことが好きだったから、兄上の婚約者になったときはショックだった。でも、ソフィーが嬉うれしそうにしていたから身を引く決心をしたのにさ」

「ならば、なぜ、今になって……。それに最初に無視なさったのは王太子殿下とは、どういうことなのです？」

　一いつ瞬しゆん目を閉じたマリオン殿下は、怒いかりを抑おさえるように唇くちびるを嚙かみしめている。

　私は、自分が王族に対して失礼な口の利きき方をしてしまったから怒っているのかと思って、恐きよう怖ふで震えていた。

「申し訳ありません。差し出がましいことを申しました」

　するとマリオン殿下は私の予想に反して、すぐにいつもの人懐こい笑みを浮かべて首を振る。

「ああ、違うよ。今の怒りは貴女に対してじゃない。兄上に対してだよ」

　私に向けられた怒りではないと知って、胸を撫なで下おろす。

　けれど、王太子殿下に対してって、一体どうしてなのかと疑問に思っていると、マリオン殿下が口を開いた。

「俺はね、前からソフィーに対する兄上の態度が気に入らなかったんだ。話しかけられても適当に相あい槌づちを打つだけで自分から話しかけようともしない。何かあってもソフィーを心配する様子もない。だから、兄上に言ったんだ。『もっとソフィーを大事にするべきだよ』ってさ。そうしたら、兄上はなんて言ったと思う？」

　聞かれても、私にはわからない。

　だから素す直なおにわからないと答えた。

　すると、彼かれは私の答えがわかっていたのか、だろうね、と口にする。

「兄上はね、『ソフィーと一いつ緒しよにいると疲つかれる』と答えたんだよ。ふざけていると思わないかい？　俺が欲ほつした人を手に入れているっていうのに、王太子としてこうあるべきという理想を押おしつけてくるソフィーが嫌いやなんだってさ。そんなもの、王太子なんだから期待されるのは当たり前じゃないか。それで、ソフィーに対して不満を口にするなんて贅ぜい沢たくすぎる。だから、俺はもう我が慢まんをしないことにしたのさ。で、都合よく、兄上がソフィーとは正反対のタイプのロゼッタ嬢と知り合って、仲良くなったのを見て利用できると思ったわけ」

　ソフィー様を好きなマリオン殿下には我慢ができなかったのだろうとは思うけれど、それでもやり方に納得がいかない。

　ソフィー様が知ったら傷つく方法だ。

　でも、それをマリオン殿下に言うことはできない。疑問を口にするときとはわけが違う。

　王族に対して反論するなど、私みたいな中位貴族がやってはいけない。

　それぐらいはわかっている。

「何か言いたそうな顔をしているね。別に言っても構わないよ？　俺が貴女を無理やり連つれ込こんだんだし。今は無礼講。暴言もある程度は聞き流してあげるよ」

「……それは本当ですか？」

「あ、やっぱり言いたいことがあったんだね。いいよ。俺が王族だってことは忘れて、貴女と同じ立場の人間だと思って言ってみてくれるかな？」

「ですが、この場には私達しかおりません。証言してくださる方がいらっしゃらない以上、殿下が訴うつたえれば、レストン伯はく爵しやく家が罰ばつを受けます」

　そう言うと、マリオン殿下は満足げに微ほほ笑えんだ。

「アメリア嬢って意外と頭は悪くないね。心配しなくても、この部屋には他にも人がいるよ。ちょっと周囲を見てごらん」

　他にも人がいたの!?　気配がなかったのだけれど。

　驚いて周囲を窺うかがってみると、奥おくのソファにルーファス様が静かに座すわっていたの。

「ルーファス様!?」

　声を上げると、ルーファス様は嫌そうに表情を歪ゆがませた。

「見ての通り、ルーファスが証人さ」

　いえ、見ての通りって言われても、マリオン殿下とルーファス様は友人だったはずよ。

　いざというときにマリオン殿下の言葉に同調するのは明らかだわ。

「マリオン殿下側の方が証人では不安です」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。彼は貴女の後を追いかけていた俺を捕まえて説教するくらいだしね」

「マリオン殿下！」

「ソフィーの友人の貴女が心配だったみたいだよ？　俺の性格を知っているから余計にね。それに、貴女と二人になると知って同席することを頼たのんできたくらいだし。ね？」

　マリオン殿下は後ろを振ふり返かえったが、私にはわかる。絶対に今の殿下は笑え顔がおだ。

　人懐こくて弟みたいなマリオン殿下が、実は真っ黒なお方だったなんて驚きだ。

　あの笑みを向けられたルーファス様のお気持ちが私にはわかる。

　ルーファス様、お可哀想かわいそうに、と私が思っていると彼は顔を真っ赤にしていた。

「違う！　僕ぼくは姉さんが心配なだけ！　別にそいつがどうなっても構わないけど、姉さんが悲しむと思ったから来ただけだ！　それに、僕だってマリオン殿下のやっていることには反対なんだから！」

「だってさ。これでルーファスが俺の味方じゃないってわかってくれたかな？　それに、俺が兄上に協力していたことを貴女からソフィーに言われたら、俺は疑いを持ったソフィーに距きよ離りを置かれる。今日のことをソフィーに言われると非常に困ることになるから、貴女が言わないと約束するなら俺は今、何を言われても許そう。だから、この場限りとしてあげる。ほら、言って」

　そう言われても……。

　でも、ルーファス様は殿下のしていることはいいことではないと言っていたわ。

　それに、顔を真っ赤にして、プリプリと怒っている彼の言葉に噓うそはないように思えるし。

「本当に、この場限りにしてくださるのですね？」

「貴女も疑うたぐり深ぶかいね。まあ、誓ちかってもいいよ。本当にこの場限りにしてあげる。なんなら、誓せい約やく書でも書こうか？　別に構わないよ。ルーファス、紙と羽根ペンを持ってきてくれるかい？」

「……わかったよ」

　ルーファス様が持ってきた紙にマリオン殿下がサラサラと文字を書いていく。

　そこには、私がこの場で言ったことは不問にする、と書かれていた。

　彼は紙を私に押しつけるとニッコリと微笑んだ。

「そこまでして、私から本音を聞きたいのですか？」

「肯こう定てい意見ばかりじゃ、人はダメになるからね。否定意見も聞いて判断しないと。俺は、おだてられて調子に乗る人間になりたくないからさ。まあ、最大の理由は、王族を前にしても受け答えがしっかりとしている貴女に何を言われるのか興味があるから、かな？」

「そのような理由ですか？」

「そのような、じゃないよ。普ふ通つうの令れい嬢じようは、俺と二人っきりだと知ったら頰ほおを染めて媚こびてくるのに、貴女はそんな様子もない。まるで俺に興味がないって感じじゃないか。だから、意見を聞くに値あたいする人間だと判断したまでさ」

　それは、絶対に選ばれることはないとわかっているから、落ち着いていられるだけです。

　見た目に自信があれば、普通のご令嬢と同じ反応をするかもしれないわ。

「過大な評価です」

「そうかな？　俺としては意外だったけれど。で、言う気になったかな？」

　柔やわらかい言い方だが、目がさっさと言えと急せかしてくる。

　それならば、遠えん慮りよなく言わせてもらいたい。

「では、お言葉に甘あまえまして……。マリオン殿下はソフィー様のために、王太子殿下に協力をしてロゼッタさんと上手くいくように仕向けているのですよね？」

「そうだね」

「でしたら、それはご自身の願いを叶かなえるために、ソフィー様のためという理由を免めん罪ざい符ふにしているだけです」

「ちょっと！」

　マリオン殿下の背後で慌あわてるルーファス様を手で制したマリオン殿下は、真面目な顔のまま私に続きを促した。

　彼が許可したことで私は続きを口にする。

「まず、王太子殿下がロゼッタさんを好きになることで、ソフィー様は傷つきます。実際に傷ついて悩なやんでいらっしゃいました。本当にソフィー様を愛していらっしゃるなら、王太子殿下に協力するなどもってのほかです。なのに、ソフィー様が傷つく方法を取られたのは間ま違ちがっています」

「じゃあ、どうすればよかったのかな？」

「ソフィー様を手に入れたいのであれば正々堂々と、回りくどい策など講じずに、ご本人に好かれるように行動された方がよろしいかと思います。仮にマリオン殿下のなさったことがソフィー様に知られたら、好かれるどころの話ではございません」

「ソフィーに知られないようにしているから、貴女の心配は杞き憂ゆうだよ」

　妙みように自信満々だけれど、果たして本当にそうだろうか。

　最初の数年は気付かれないかもしれないけれど、何かの拍ひよう子しでバレる可能性は十分にある。

「たとえ秘密裏りに行ったことでも、いずれは表に出ます。マリオン殿下は、ご自分のなさったことが正しいと胸を張れますか？　ソフィー様に対して罪悪感をお持ちではないと言い切れますか？　もしもそうでないのなら、聡さといソフィー様はマリオン殿下の些細な変化に絶対に気付きます。真実を知ったソフィー様は悲しむでしょう。それこそ、マリオン殿下への愛情がなくなってしまうかもしれません。万が一結けつ婚こんなさったとしても、最悪、拒きよ絶ぜつされることになるかも……」

　しれませんよ、と言いかけると、マリオン殿下が聞きたくないと言わんばかりに両手で耳を押さえた。

　ということは、罪悪感はあったと見える。

　私から視線を逸そらしているマリオン殿下に、わざと視線を合わせた。

　後ろからルーファス様が無理やりマリオン殿下の腕うでを摑つかんで、耳から手を離させているので、続けさせてもらう。

「想像してください。ソフィー様が『貴方あなたなんて大だい嫌きらいよ！』と仰おつしやる姿を」

　想像したのか、マリオン殿下の顔は一気に青ざめた。

「本当にソフィー様を慕っていらっしゃるのなら、余計な小細工などなさらずに正面からぶつかってください。あの方は誠実な方です。ご自分を手に入れるためになさったことだと知ったら、どうなるか。私よりも付き合いの長いマリオン殿下なら御ご存ぞんじのはずです」

「姉さんは嫌けん悪お感を持つんじゃないの？　絶対にマリオン殿下を拒絶するね。賭かけてもいいよ」

　ルーファス様の言葉が止めになったのか、マリオン殿下の表情は青を通とおり越こして白くなった。

　やっぱり、好きな人から嫌いだと言われるのは王族でも耐えられないようだ。

　呆ぼう然ぜんとしていたマリオン殿下は縋すがるような目を私に向けてくる。

「じゃあ、どうすればよかったのかな？　同じ顔じゃないけど、兄上と俺は似ているのに、どうしてソフィーは兄上を好きになったんだい？」

「それは……」

　問われた私は言葉に詰つまる。

　ソフィー様が王太子殿下を好きになったのは、大人っぽいとか頼たよりになるからという理由だったはずだ。

　自分を守ってくれそうとか、男らしいとか、そういうことだったと過去に本人から聞いている。

　弟のようなタイプのマリオン殿下には、さすがに言えない。

「俺だってソフィーに好かれるように頑がん張ばった。でも、彼女が選んだのは兄上だろう？　兄上の婚約者になった彼女とは出で掛かけることもできないし、二人でゆっくり話をすることもできない。好きになってもらうためには、ソフィーと会わなければならないのに、それが無理じゃないか。なら、俺はどうすればよかったのかな？」

　聞かれても解決策など思い当たらない私は、そっとマリオン殿下から視線を外した。

　誰だれも何も喋しやべらず、静せい寂じやくが続く。

　無言の状態に気まずくなりかけたとき、マリオン殿下は何か閃ひらめいたのか、そうだと声に出した。

「貴女がいればいいんだ。貴女がいれば、他の人に疑われずに済む」

「え？　私ですか？」

「そうだよ。俺とルーファス、ソフィーと貴女の四人で出掛ければ、途と中ちゆうで俺はソフィーと二人になれるよね。うん。これは名案だ」

　名案じゃないですよ！

　どうして、私が組み込まれているのですか！　貴方あなた方がたと行動を共にしたら目立つじゃないですか！

　嫌ですよ！

「ちょっと待ってよ！　それだと、僕がこいつと二人になるじゃない！　嫌だよ！」

　そうよ、ルーファス様！　頑張って！

「そうは言っても、兄上はロゼッタ嬢に惹ひかれている。兄上にとっての初はつ恋こいになるし、兄上はのぼせ上がってしまうに決まっている。彼女と結婚するって言い出しかねない状況だ。ソフィーが婚約破棄される可能性が高い以上、俺が彼女の相手になるのが一番いいと思わないかい？　もう後あと戻もどりはできないんだ」

　その通りだったのか、ルーファス様が口くち籠ごもってしまう。

　ちょっと、ルーファス様！　もう少し頑張ってくださいよ！




「ということで、協力してくれるかい？」

　すっかり回復したマリオン殿下に笑みを向けられ、私の表情が強こわ張ばる。

　殿下のお願いを断るなんてしてはいけないことだとわかっている。

　けれど……。

「……私は、ソフィー様の望みを叶えたいので」

　震える声で口にすると、マリオン殿下は笑顔のまま目を開いた。

　笑っているはずなのに恐怖しか感じない。

「第二王子の俺の頼みを断るなんて、度胸があるね」

　王族の方からのお願いを断るのはいけないことだと重々承知している。

　でも、私はソフィー様を裏切るような真似はしたくない。

「申し訳ございません。できません。私はソフィー様のお力になりたいのです。ソフィー様が一緒にいて笑顔でいられる方を私は選びます」

　しっかりとマリオン殿下の目を見て、私は言い放つ。

　まさか本当に断られるとは思ってもいなかったのか、マリオン殿下は驚いたように目を見開いた。

　しばらく考え込んでいた彼は、息を吐はくと何かを確かく認にんするように頷うなずいている。

「考えてみれば、ここで簡単に俺の案に乗る人なんて信用できないか。貴女はバーネット侯こう爵しやく家のおこぼれにあずかりたい令嬢達とは違うようだね。そこは少し安心したかな」

「ありがとう、ございます……」

「でも、俺も諦あきらめられない。だから、交こう換かん条件を提示するよ。俺はもう、ロゼッタ嬢と会う兄上のアリバイ作りに協力しない。二人から一切手を引くよ。誓って何もしない」

「本当ですか！」

　手を引いてくれるなら、それに越したことはない。

　安心して笑みを浮かべていると、マリオン殿下が私の目の前で手を振る。

　我に返った私は彼を見上げた。

「まだ、話は終わっていないよ。最後までよく聞いて。それで、貴女には俺がソフィーと二人になれるように、隠かくれ蓑みのになって欲ほしいんだ」

「……具体的には？」

「さっき言った通りだよ。俺とソフィーが二人になれるように、出掛けるときに一緒についてきて欲しい。もちろん、貴女達がやろうとしていることは邪魔しないよ。それでもしも兄上がソフィーを好きになって丸く収まっても構わないし、そうなったら今度こそ潔くソフィーは諦めよう。ソフィーの考えを尊重する。彼女の幸せが何よりも大切だからさ」

　吹ふっ切きれたように、マリオン殿下は笑っている。

　罪悪感も持っていたみたいだし、もしかしたら、彼の中で気持ちの変化があったのかもしれない。

　マリオン殿下が手を引けば、少なくとも王太子殿下とロゼッタさんが会える時間は減るはず。

　それはソフィー様にとって、いいことだ。

　だって、王太子殿下と過ごす時間が増えることになる。

　でも、ソフィー様の意思を尊重するとは言っても、これで私がマリオン殿下に協力してしまったら、二重スパイになる。

　メリットはあるけれど、ソフィー様のことを考えたら、やっぱり頷くことはできない。

「……申し訳ございません。それでも、ソフィー様を裏切ることはできません」

　深々と頭を下げると、頭上で盛せい大だいにため息をつかれてしまった。

「まあ、貴女は王族よりもソフィーに忠誠を誓っているみたいだから、断られるのは仕方ないか。だから、君を信用できると思ったわけだけれど」

「本当に申し訳ございません」

「ああ、いいよ。貴女の忠誠心に免めんじて兄上にはもう協力しないでおくから。俺は俺のやり方でソフィーを振り向かせることにするからさ」

　顔を上げると、いつものように人のよさそうな笑みを浮かべるマリオン殿下がいた。

　でも、ちょっと嫌な予感がするのは、私の気のせいではないはずだ。

「無理やり連れ込んでごめんね。俺が言えた義理じゃないけれど、せっかくの王家主しゆ催さいのパーティーだ。楽しんでいって」

「は、はぁ」

　う～ん。問題なく終わったはずなのに、胸むな騒さわぎがする。

　ああ、ダメだ。後ろ向きなことを考えたら、その通りになってしまう。

　あっさりと会話が終わり、呆あつ気けにとられていると、マリオン殿下が部屋から出て行った。ルーファス様は大きなため息を吐き出した。

「あの、ありがとうございました。ルーファス様がいらっしゃらなければ、恐おそらくマリオン殿下と普通にお話しすることはできなかったと思います」

「……別に、あんたのためじゃない。姉さんのためだし」

「はい。存じております。それでも、心強かったのです」

「聞いてるこっちはヒヤヒヤしたけどね。本当、あのマリオン殿下を言いくるめるなんて、どこが地味で平へい凡ぼんなわけ？　普通の令嬢は、肯定する言葉しか出てこないよ」

　だって、ソフィー様のことを考えたら、言わずにはいられなかったのだもの。

　王太子殿下のために頑張っているのよ？　その努力を無にする行動を取っていると知って、黙だまっていられないわ。

「ご心配をおかけしてしまったようで、申し訳ありません。ですが、本当にマリオン殿下は王太子殿下への協力をやめてくださるでしょうか」

「あれだけ言われて、我を通すほどマリオン殿下は馬鹿じゃないよ。クレイグ殿下の話があって暴走気味だったけど、頭を冷やすいい機会にはなったんじゃないの？　あんたは変なことに巻まき込まれていい迷めい惑わくだろうけど」

「いえ、驚きましたが、迷惑だとは思っておりません。これで、マリオン殿下が協力するのをやめてくだされば、王太子殿下もソフィー様と向き合おうとしてくださるかもしれませんから」

　何も悪いことばかりではなかったと伝えると、ルーファス様は眉まゆを寄せてしまった。

「……ポジティブすぎでしょ。それが、あんたの性格なの？　それとも、王家主催のパーティーだから舞まい上あがってるだけ？」

「悪い方に考えていたら、実際にその通りになってしまうと思っているからです。それなら、いい方に考えて気分を切きり替かえた方がいいかと。それと、私は王家主催のパーティーだから舞い上がってなどいませんよ？　あれだけたくさんの方がいらっしゃるので人目が気になってしまい、苦手としているのですから」

「人目が気になるって言っても、上位貴族の出席者だってたくさんいるんだから、普通にしていれば誰も気に留とめないと思うけど。それとも、誰かからダンスに誘さそわれるのが嫌だとか？」

「いえいえ、私をダンスに誘う男性なんていらっしゃいませんから！　いつもは隅すみで大人しくして時間が過ぎるのを待つだけなので」

　待っている時間が長いからこそ、退たい屈くつなのよね。

　人間観察をするときもあるものの、ずっとってわけにもいかないし。

「私などよりも、ルーファス様の方が大変なのではありませんか？　ダンスに誘って欲しい令嬢達がたくさんいらっしゃるでしょうし」

　途と端たんにルーファス様は嫌そうな表情を浮かべる。

「……思い出させないでくれる？　ぎらついた目で僕を見る奴やつらの中にこれから戻らなきゃいけないのに」

「バーネット侯爵家ともなると、家の付き合いで踊おどらなければならないと思いますし、大変ですよね」

　そういう経験をしたことがないから、想像しかできないけれど人気のある方って大変よね。

「本当にね。付き合いのある家の奴だと無む駄だに気を使うから疲れるんだよ。その点、あんたは気を使わなくて済むから楽。媚びてきたり、下手に触さわってきたりしないから」

「そうなのですか？　実を言うと私もなのです。昔から父と従い兄と弟こ以外に異性と接する機会がなかったので、どうしても緊きん張ちようしてしまうのですが、ルーファス様は最初の出会いが出会いだったので、あまり緊張することがなくて」

「本当、変わってるよね。まあ、それがあんたのいいところなんだろうけど」

　うわ、ルーファス様に褒ほめられてしまったわ。珍めずらしい。

　いつもはキツイ口調なのに、こうして素直に話すこともあるとは意外な発見だわ。

　私が目を瞬しばたたかせていると、ルーファス様は部屋に置かれていた時計を見て顔を顰しかめたの。

「そろそろ戻らないと。気を使う相手と踊らなきゃいけないと考えただけで憂ゆう鬱うつになるよ。せっかくゆっくりできていたのに」

　実に嫌そうに口にしているのを見ると、気が進まないのが丸わかりだ。

　家の事情もあって、やらなければならないのはかなりのストレスなのだろう。

　さっきのマリオン殿下とのこともあって、なんだか彼に同情してしまった。

　すると、何か閃いたのかルーファス様が「そうだ」と声を上げる。

「ちょっと、僕と踊って欲しいんだけど」

「え？　私とですか？」

「他に誰がいるの。あ、勘かん違ちがいしないで欲しいんだけど、ちょっとした好こう奇き心だから。気を使わないで済む相手と一度ダンスしてみたいって思っただけ」

　確かに、気を使わない相手と踊るのは気が楽だもの。私だって従兄弟と踊っているときは気楽なものだわ。

　ここは人目もないし目立たないから問題はないし、誰にも見られることもないでしょうし。

　あと、ルーファス様みたいな目立つ方と踊れる機会なんてこの先絶対にないもの。

　記念にもなるし、ルーファス様も好奇心だと言っているのだから断るなんて失礼よね。

　それに、先ほどマリオン殿下から助けてくれた恩を返せるかもしれないわ。

「勘違いなどしませんから安心してください。上手くはないですが、足を引っ張らない程度には踊れますので」

「僕だって、リードくらいは上手くできるよ。まあ、あんたとダンスするのは、ただの気まぐれだけどね」

　そう言って、ルーファス様は私に向かって手を差し出してきた。

　気まぐれでもなんでも、恩を返せる上に彼の気分転てん換かんになるならと、迷うことなく手を取る。

　腰こしに彼の手が回り、相手との距離がかなり近くなって、私は急に恥はずかしくなってきた。

　至近距離でルーファス様の顔を見るのは初めてではないのに、素の自分のままだとどこか気恥ずかしい。

「音は小さいけど、聞こえるでしょ？」

「……はい」

「じゃあ、始めるよ」

　ルーファス様の合図と共に私達はゆっくりとダンスを始める。

　始めてすぐに、私は彼のリードは正確でとても踊りやすいとわかった。

　さすが、何度も他の令嬢とダンスをしてきたルーファス様だわ。安心して体を任せられる。
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「ふ～ん。意外と上手いね」

「……ありがとうございます。ちゃんと踊れてよかったです」

「リードするのがすごく楽。足を引っ張らない程度なんて謙けん遜そんじゃないの？」

「いえ、本当に自信がないのですよ。それに従兄弟以外と踊ったこともないので、自分の実力がどの程度なのかわかりませんし」

「もったいない……」

　ポツリと呟つぶやかれた言葉に驚いて顔を上げると、すぐに目を逸らされてしまった。

「ルーファス様？　今の言葉は」

「いつもは聞こえないくせに、どうしてこういうときだけ聞こえるの？」

「これだけ近くにいるのですから、どうしたって聞こえますよ」

　いつもは距離があるからなのに、非難されるなんて納得がいかない。

　ジッとルーファス様を見てみるけれど、彼は顔を逸らしたままこちらを見ようとはしない。

　ただ、耳が赤いのはわかった。

　もしかして、無意識で口に出してしまったとか。これは照れていると受け取っていいのだろうか。

　だとしたら、私みたいな人間の言葉に照れてくれたルーファス様はとても純じゆん粋すいなのかもしれない。

　彼の意外な一面を知ってしまった。




　そのまま無言の状態でダンスをしていると聞こえていた曲が終わっていることに気が付いた。

　ルーファス様も気付いたのか、動きが止まる。

「あの、気分転換になったでしょうか？」

「さあね」

「え？」

「教えてあげない。……けど、会場に戻る勇気はもらったよ。ちょっとだけだけどね！　ほんのちょっと！」

　私から手を離して距離を取ったルーファス様は目を逸らしたまま口にした。

　気分転換になったかは教えてもらえなかったけれど、ちょっとだけでも力になれたのなら嬉しい。

「では、この後も頑張ってくださいね」

「あんたもね。ていうか、あれだけ踊れるんだから、隅にいないでもっと積極的になりなよ」

「……善処します」

「それ、実行する気のない人間の使う言葉だよね。まあ、いいけど。じゃあ、僕は戻るから。あんたも早く戻れば」

　素っ気なく言って、ルーファス様は足早に部屋から出て行ってしまう。




　なんというか、マリオン殿下に部屋に連れ込まれたときは驚いたけれど、まさか従兄弟以外と踊ることになるなんて思ってもいなかったわ。

　それも、あのルーファス様と。

　人生何があるかわからないものね。

　なんて、考えている場合じゃないわ。探している人なんていないだろうけれど、私も早く会場に戻らなくちゃ。
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　あの後、こっそり広間に戻もどったところ、頰ほおが紅潮していて興奮した様子のソフィー様に呼び止められた。

　部屋の端はしまで連れて行かれると、彼かの女じよが嬉うれしそうに話し始める。

　その表情だけで、王太子殿でん下かと上う手まく会話ができたのだとわかった。

「ずっとお話ししたくて、探していたのよ？　あのね、先ほどクレイグ殿下とお話をしていたのだけれど、アメリアさんが仰おつしやったように、学院のことを伺うかがってみたの。そうしたら、クレイグ殿下は学院にある大樹の下がお気に入りだと仰ってね。木こ陰かげが涼すずしくて落ち着けるのですって。それとオペラに興味がおありだとか。オペラは私も大好きなので、お互たがいにどの作品が好みかで盛り上がったの。あんなにもクレイグ殿下とお話ししたのは初めてだわ……」

　先ほどのことを思い出しているのか、ソフィー様は頰に手を当ててウットリとしていた。

　会話が弾はずんだようで、笑え顔がおの彼女を見ていると、聞いているこっちまで嬉しくなってくる。

「そうそう、それと今度クレイグ殿下とオペラを観みに行く約束もしたの！」

「まあ、ようございました！」

「全てアメリアさんのお蔭かげよ。ありがとう」

「そのようなことはございません。私がしたことは微び々びたるもの。ソフィー様が変わろうとなさったからです。そのお気持ちがクレイグ殿下に伝わったのです」

　私が、こうした方がいいと言っても、ソフィー様が受け入れてくれなければ今の結果はなかったもの。

　私みたいな人間の言葉に耳を傾かたむけてくれたからこそ。

　でも、私に微ほほ笑えみかけてくれる彼女は自分だけの手て柄がらだとは思っていないようだわ。

「そのようなことはないわ。クレイグ殿下のお話を聞かなければと私に気付かせてくれたアメリアさんの言葉があったからよ。この調子でクレイグ殿下に好かれるように頑がん張ばるわ」

「はい。応おう援えんしております！」

「ありがとう。それにしても、本当に最高の夜だわ。夢のよう」

　余よ程ほど嬉しかったのか、ソフィー様は夢ゆめ見み心ごこ地ちのままだ。

　可か憐れんな少女のような彼女が微笑ましくなり、私はクスリと笑えみを漏もらす。

「まだ、パーティーは終わっておりませんよ？　他の皆みなさんとお話しすると仰っていたではありませんか。いい報告に皆さんも喜んでくださると思います」

「あら、そうだったわね。私ったら、一番にアメリアさんにご報告しなければと思って、すっかり忘れていたわ」

　私とソフィー様は周囲を窺うかがいながら、他のご令れい嬢じよう方を探し始める。

　時折、ソフィー様が他の貴族に呼び止められ挨あい拶さつを交かわしたりしていたのだけれど、私まで挨拶をしなければならなくて少し参ってしまった。

　目立つソフィー様と一いつ緒しよにいるお蔭で、人々の視線が私に向いているのがわかる。

　わかってはいたけれど、やはりソフィー様は人の注目を集める方だ。

　私わたし達たちを見て何かを囁ささやき合っている男性方。クスクスと静かに笑っているご婦人方。

　被ひ害がい妄もう想そうなのはわかっているのに、私は噴ふき出でる汗あせを抑おさえられない。

「あら？　具合が悪いの？」

　私の変化に気付いたソフィー様が、そっと背中に手を添そえてくれた。

「いいえ。あまり人から注目されることに慣れていないので、緊きん張ちようしてしまって」

「ああ、そういうことなのね。気が付かなくてごめんなさい。私にとってはいつものことだから全く気にしていなかったけれど、私自身が目立つ存在だということを失念していたわ」

「平気です。皆さんと合流できれば向けられる視線も少なくなりますから」

「そう。あまり無理をなさらないでね？　どうしてもというときは、控ひかえ室しつに移動なさっても大だい丈じよう夫ぶよ？」

「ええ……」

　……あ、控え室という言葉でマリオン殿下とのことを思い出しちゃった！

　広間に入ってすぐにソフィー様から報告を受けて一緒になって喜んでいたから、忘れていたわ。

　こんなにも王太子殿下とのことで喜ぶソフィー様を見ると、マリオン殿下の協力を断ったのは正解だったかも。

　このままソフィー様が王太子殿下と上手くいってくれればいいけど。

　マリオン殿下は王太子殿下に協力するのはやめると言っていたもの。

　ロゼッタさんと過ごす時間が減れば、王太子殿下も冷静になってくれるはず。

　そ、そういえば、私ったらルーファス様と二人きりでダンスを踊おどったのよね。

　今いま更さらながら、とんでもないことをしてしまったかもしれない。

　でも彼かれの言っていた通り、バーネット侯こう爵しやく家の子息というのは大変そうだわ。嫌いやでも笑顔を浮うかべなければならないのだから。

　私みたいに陰かげでヒッソリ生きることなんて叶かなわない立場なのね。逃にげることもできないから気苦労も多そうだし。

　だから、あのようにキツイ口調になってしまうのかも。

　ちょっとルーファス様の認にん識しきを改めていたところ、遠くを見たソフィー様の目が一点を見つめているのに気が付いたの。

「いらしたわ」

　ソフィー様の声に私が彼女の見ていた方へ視線を向けると、楽しそうに談だん笑しようしている友人の皆さんの姿があった。

　彼かの女じよ達はソフィー様を見つけると、一気に周りを取り囲んだ。

　ソフィー様を取り囲んだ彼女達によって、私は輪の外に追いやられてしまう。

　まあ、これはいつものことよね、と苦く笑しようしていると、私に向けられている視線がなくなったことに気が付く。

　どうやら、周囲の人達の関心はソフィー様と彼女を囲んでいる令嬢達に向けられているようだ。

　安心した私は、いつものように端っこで皆さんの会話に適当に相あい槌づちを打つことに専念した。

　けれど、彼女達の表情は険しくて……私は何かあったのかと眉まゆを寄せると、いつも発言をしている令嬢がソフィー様に向かって足を一歩踏ふみ出だした。

「ソフィー様はご覧になりました？　ロゼッタさんなのですけれど、彼女ったら侯爵の嫡ちやく男なんや宰さい相しよう閣下の子息とも踊っていたのですよ。事業が上手くいっていない男だん爵しやく家だから、そんなに金かね蔓づるが欲ほしいのかしらと不快になりました」

「確かに見た目は可憐ですけれど、お金がないからか、いつもと同じドレスをお召めしで、みっともないったら……。王家主しゆ催さいのパーティーなのですから、ドレスぐらい新調すればよろしいのに」

「全く……男性は、なぜあのような下品な子を持もて囃はやすのか理解できません」

　一人が言ったことで解き放たれたのか、彼女達は口々にロゼッタさんへの不満を口にし始める。




　いや～皆さん、今日も絶好調ですね。私は内容が内容だったので頷うなずくことはしなかったけれど。

　本当に男性を手玉に取っているのかなんて、傍はた目めから見てわかるものではないわ。

　はぁ、と息を吐はくと、タイミングよくソフィー様も同時に息を吐いたの。

「皆さん。想像だけで仰るのはいけないことよ。彼女が誰だれと踊ろうが私達に関係のないことでしょう？」

「ですが……」

「やめて。私は他人の悪口を耳に入れたくないの。今、私はとても幸せな気分なのよ。それなのに、嫌な気分にさせないで」

　キツめにソフィー様が注意すると、彼女達は気まずそうに口を噤つぐんだ。

　王太子殿下との会話が上手くいって、オペラに行く約束をしたソフィー様は今、幸せの絶頂にいるのに他人の悪口なんて聞きたくないはずだ。

　でも、誰も他の話題を口にしようとはしない。

　ロゼッタさんの愚ぐ痴ちをソフィー様と共有したいというだけで、他の話題を持っていなかったと見える

　嫌な空気が流れている。ソフィー様も顔を顰しかめているし、この空気を変えなければ。

「あの、皆さんは、どなたと踊られたのですか？」

　話題を変えるために私が割わり込こむと、彼女達は目を見合わせている。

　普ふ段だん、私から話すことなんてなかったから彼女達が動どう揺ようするのもわかる。でも、ソフィー様に嫌な思いはさせたくない。

　この空気が変えられるのなら、今は注目を集めても構わない。

「私は従い兄と弟こと一曲踊ったら足を挫くじいてしまいまして。あまり楽しむことはできなかったのですが、皆様はどうでした？　華はながあってお綺き麗れいな皆様ですもの。きっと素す敵てきな方と踊られたのでしょう？　ぜひ伺いたいです」

　従兄弟としか踊っていないというのは噓うそだけれど、ルーファス様と踊ったことは言わない方がいい。余計な反感を買ってしまう。

　自じ慢まん話なら乗ってくるわよね？　という私の考え通り、皆さんは上じよう機き嫌げんに笑っていた。

　すると、私の真横にいた令嬢が嬉しいような恥はずかしいような表情で口を開く。

「そ、そうですわね。私は、オルグレン伯はく爵しやく家のカーティス様と踊りましたわ」

「まあ、オルグレン伯爵家は名家ではございませんか！　次期伯爵のカーティス様と踊るなんて羨うらやましい限りです」

「でしょう？　あちらがどうしても私と踊りたいと仰ったのよ」

　彼女が上機嫌にカーティス様と踊ったときのことを詳しよう細さいに話し始めると、対たい抗こう意識を燃やした他の令嬢方も、私はどこそこの誰々と踊ったのだから！　と言い始める。

　なんとか自然に話題を変えることに成功したことで満足して頷いた私は、自慢合戦をしている皆さんを見てホッと胸を撫なで下おろした。




「アメリアさん」

　優やさしげな声が聞こえてそちらを見ると、ソフィー様が穏おだやかな笑みを浮かべて軽く頷いた。

　声に出さずに、ありがとう、と口が動いたので、私も、どういたしましてという意味を込めて軽く頭を下げた。

　人の悪口は聞いていて気分のいいものではない。

　でも、過去に笑われた経験があるのに、こうして他人の悪口を言う人達を諫いさめられないのは自分でも情けないと思う。

　要するに、意い気く地じなしの臆おく病びよう者ものなのだ。

　目立たないように大人しくするということは、日和ひより見みで誰にでもいい顔をする八方美人だということに他ならない。

　今の自分は十年前に勘かん違ちがいをしていた私を笑っていた、あの場の貴族と同じことをしている。見ているだけでも加害者になると、あの出来事で痛いくらいにわかっていたはずなのに、私は今まで気付けなかった。

　気付けたのはロゼッタさんのことがあったから。

　だから、いい方向に変わっていくソフィー様を見ていたら、私も今のままではいけないと思い始めた。人の目を気にして地味に大人しくしている臆病者の自分を変えたいと思うようになっている。

　でも、どうやって変わればいいのか。今の自分を変える方法が何も思いつかない。

「本当に情けないわ」

　小声で呟つぶやいた私が苦笑していると、どこからかロゼッタさんの名前を呼ぶ声が聞こえてくる。

　なんとなく気になってそちらへ視線を向けると、彼女は上位貴族の子息と話をしているところであった。

　彼は満面の笑みで楽しそうに話していたが、ロゼッタさんの方はあまり気乗りしていないのか愛あい想そ笑わらいを浮かべている。

　チラチラと周囲を窺っているところを見ると、逃げる機会を探さぐっているのかもしれない。




　それにしても、あの相槌の打ち方……。

　あれは本当に興味がないときの相槌の打ち方だわ。

　取り巻きの皆さんの言うように金蔓を探しているのなら、もっと積極的に話をしているはずよね。

　だって、今話をしている彼の実家はお金持ちだもの。

　なのに、彼女は積極的に話をするどころか、若じやつ干かん迷めい惑わくそうにしているように見えるわ。




　実のところ、私はロゼッタさんのことをよく知っているわけではない。

　でも、今、私が見ているロゼッタさんは噂うわさとは全くかけ離はなれた人物のように見える。

「本当に王太子殿下を誑たぶらかしているのかしら？」

「アメリアさん、どうかなさったの？」

　小声で呟いたはずなのに、ご令嬢の一人に声をかけられて私は慌あわててロゼッタさんから視線を外した。

「いいえ。皆様のお話を伺っていたら、羨ましくなってしまいまして」

「あら、貴女あなたにだって、いずれいい出会いがありますわ」

「私など、とてもとても」

「謙けん虚きよな方ですわねぇ。あ、それでですね」

　私のことになど、さして興味もないのか、ご令嬢は視線を戻して話を再開する。

　密ひそかにため息をついた私はロゼッタさんがいた場所を見てみると、もう彼女の姿はどこにもなかった。
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「アメリアさん。このお手紙の差出人に覚えはあって？　昨日、教室の机の中に入っていたのよ」

　ソフィー様から差し出された一通の手紙。

　白い無地の封ふう筒とうなんだけど、右下に紫むらさき色のヒヤシンスの絵が小さく描えがかれていた。

　封筒だけでは判断できないけれど、見覚えはない。

「……見覚えはないのですが、中を見たらわかるかもしれません。拝見してもよろしいでしょうか？」

　書いてある内容を見たら、もしかして見覚えがあるかもしれないと思って、私はソフィー様に尋たずねると、彼かの女じよは少し考かんがえ込こんだ後で首を横に振ふった。

「ああ、ちょっとお待ちになって。読まれるのは恥はずかしいから、内容をかいつまんで話すわね」

「わかりました」

　私が内容を気にしていると、ソフィー様が手紙の内容を話し始めた。




　ソフィー様によると手紙の差出人は、王太子殿でん下かとロゼッタさんが親密な関係になったことで、婚こん約やく者のソフィー様が心を痛めているのではないかと心配しているとのこと。

　おまけに、ソフィー様の笑え顔がおが素す敵てきだとか、弱い者に手を差さし伸のべることのできる優やさしいところを尊敬しているとか、強くあろうとして強がっているところが心配だとか、まあ、いろいろと書かれていたそうだ。

　差出人にも好きな人がいるけれど、その人は他の人に想おもいを寄せているので、ソフィー様の気持ちがとてもよくわかると。だから、ソフィー様の力になりたい。

　訳あって名乗ることはできず、手紙でしか応おう援えんすることができないけれど、ソフィー様が本音を吐はき出だせる人が側にいることを願っている、と締しめくくられていたのだという。

　話を聞いたけれど、私は差出人に全く心当たりがなかった。

　これは応援？　それともラブレター？

　訳がわからないけれど、ソフィー様の期待に応えることはできそうもない。

「申し訳ありませんが、差出人に心当たりはございません」

「でも、手紙には、パーティーのときにアメリアさんが仰おつしやったことで、自ら行動しなければと気付かされたと書かれていたのよ。見ているだけではダメだと気付かされたと」

「パーティー……？」

　パーティーっていったら、この間の王家主しゆ催さいのパーティーよね？

　私に言われて自ら行動しなければと気付かされた？　あのときに会った人なのかしら……。

　って！　あのときに話をしたのはマリオン殿下とルーファス様しかいないじゃない!?

　ということは、もしかしてマリオン殿下!?

　そういえば、マリオン殿下は自分のやり方でやるって言ってたわ。その方法が手紙を出すということなのかしら？　まさか、手紙という方法を取るとは意外だわ。

　しかも、私の名前を出すなんて、これは面めん倒どうなことに巻まき込まれてしまったかもしれないわ。

　確かく認にんのためにもソフィー様に詳くわしくお話を聞かなければ……！

「え～と、確認したいのですが、ソフィー様は手紙のお相手を知ってどうなさりたいのですか？」

「もちろん、お返事を出したいのよ。……返事は不要だと書かれていたけれど、ここまで私のことを心配してくださっているのですもの。返事をしないのは失礼でしょう？　それに、書かれていた言葉が嬉うれしくて……。これまでの私の努力を認められたと思って感動してしまったのよ」

「か、考え直した方がよろしいのでは？　見ず知らずの他人ですよ？　少々、怖こわくはありませんか？」

「そう？　お手紙からは誠実な人ひと柄がらがにじみ出ていたけれど」

　いや、もう誠実さの欠片かけらもないですよ！

　見た目はお綺き麗れいだけど、お腹なかの中は真っ黒ですよ！

「それに、書かれている言葉がとても綺麗で人柄のよさがあらわれているわ。きっと心の綺麗な女性なのね。どのような方なのか想像が膨ふくらむわ」

　ええ！　いや、男性ですよ！

　ていうか、ソフィー様が女性だと勘かん違ちがいするなんてマリオン殿下ってば、何を書いたのよ……。

　真実を告げた方がいいような気もするけれど、ソフィー様の夢を壊こわしてしまうのも気が引けるわ。

　言ってしまったら、マリオン殿下との件も言わなければならないし、そうなったらとんでもないことになるに違いないわ。

　どうしようかと黙だまってしまった私を見て、ソフィー様は心配するような目を向けてきたの。

「何か不安がおありなの？」

「……いえ。あの、ソフィー様はどうしても手紙のお返事を出したいのですよね？」

「ええ。ここまで私のことを心配してくださっているのだもの。私は大だい丈じよう夫ぶだと、本音を吐き出せる方が側にいるのだと伝えたいの。それに、できることなら、この方とも友人になりたいと思っているのよ」

「え？」

　穏おだやかな笑えみを浮うかべるソフィー様は、目を細めて手紙に視線を向けた。

「私が心を許せる友人はアメリアさんだけ。他の皆みなさんも友人だけれど、どうしても心から信しん頼らいできないの。だって、彼かの女じよ達たちは私をバーネット侯こう爵しやく家の令れい嬢じようとしてしか見ていないとわかっているから」

　……ソフィー様本人にバレているじゃないの。

　確かに、あの取り巻きの皆さんはバーネット侯爵家の恩おん恵けいにあずかりたいと思っていますよね。

　だけど、全員が全員そうではないと思う。……思いたいわ。

「中にはソフィー様を尊敬している方もいらっしゃると思います」

「そうだと嬉しいわね。でも、わからないからこそ、私は心を許せる友人がもっと欲ほしいと思ったのよ。アメリアさんと仲良くなって、上辺だけの関係だけじゃない楽しさを知ってしまったもの。お互たがいのダメなところをさらけ出して、理解し合って、この方になら本当の自分を見せても大丈夫だという安心感と共に過ごす楽しさをね。そのような関係になれる方がもっと増えれば、もっと楽しくなるのではないかと思ったのよ」

　寂さびしげに微ほほ笑えむソフィー様を見て、私はズキリと胸が痛んだ。

　周囲に人が集まっていて楽しそうに過ごしていると思っていたのに、孤こ独どくを感じていたなんて。

　五年間、ソフィー様の側にいたというのに、私は彼女のことを何もわかってはいなかった。

　上辺だけで見ていたのは私だって同じだ。

　だから、ソフィー様が心を許せる友人が欲しいというなら協力したいと思うのだけれど、相手が悪い。




「……ねえ、アメリアさん」

　遠えん慮りよがちに声をかけてくるソフィー様を見て、私は嫌いやな予感がした。

「相手のことを御ご存ぞんじであれば、手紙を届けてはもらえないかしら？」

　嫌な予感が的中したわ。

　マリオン殿下に手紙を渡わたすなんて高難度の任務じゃない。私には無理よ。

「あの」

　丁てい重ちように断ろうとしたら、それよりも先にソフィー様が口を開いたのがわかり、私は思わず口を閉ざした。

「先ほど、パーティーの件をお話ししたら、何かに気付いたようなお顔をなさっていたわよね？　手紙の差出人に心当たりがあるのでしょう？」

　あ～！　なんで顔に出ちゃったのよ！　私の馬ば鹿か！

　いえ、大丈夫よ。まだ思い違いだったで切きり抜ぬけられるわ。

　落ち着いて否定するのよ。

「恐おそらく、違う方だと思います、よ？」

「違っていてもいいの。その場で読んでもらって、違っていたら手紙を回収すれば大丈夫でしょう？」

「それは……そう、ですが。あの、よろしければ、手紙ではなく、ソフィー様の言葉をお伝えしましょうか？」

　伝言だって嫌だけれど、手紙という大事な物を持って過ごすことに比べたらマシ。

　落として、誰だれかに拾われたらって考えたら、気が気じゃないもの。

　それなら、目立たないことを活いかして、こっそりマリオン殿下に伝言を伝える方が気が楽だわ。

　多分、それならできると思うのよ。人の目に映らないことには自信があるから。




　…………ちょっと待って。今、気付いたけれど、これって結局マリオン殿下に協力する形になってる!?

　しまった。失言だったかもしれないわ。

「それは私も考えたのだけれど、伝言だけだったら、私の真意が伝わらないかもしれないから」

　確かに、「ソフィー様」がこう言っていました、だけじゃ伝わらないかもしれない。

　あと、私の口調や伝え方とかで誤解されてしまう可能性もある。でも、手紙をマリオン殿下に渡すのは……。

「私が直接お手紙を渡したいけれど、訳あって名乗れないということは、この方はそれを望んでいないと思うのよ。だから、アメリアさんにお願いするしかなくて。私は、この方をもっとよく知ってみたいの。お友達になりたいのよ。だから、お願いできないかしら？」

「ソフィー様……」

　ソフィー様は必死になって私に頼たのんでいる。

　私だって相手がマリオン殿下でなければ喜んで頷うなずいた。

　どうしようかと悩なやみ、私がソフィー様に視線を向けると、彼女は不安そうに手を握にぎりしめていた。

「私は今の自分のままではダメだという自覚があるの。今のままではクレイグ殿下に見向きもされないから、自分を変える必要がある。でも、どう変わればいいのかわからないの。協力してくれるアメリアさんだけに甘あまえていてはいけないと思うのよ。私は貴女あなたの負担にはなりたくないの。だから、他の方の意見を伺うかがってみたいの」

　その言葉に私はハッとした。

　ソフィー様は勇気を出して一歩足を踏ふみ出だした。王太子殿下に好かれたいから変わりたい、変わろうとしている。

　同じことを考えていたはずなのに、私は目立つのが嫌だと大人しくして人の目を避さけている。

　自分を変えたいと思っているものの、私は行動しようとしない臆おく病びよう者ものだ。

　今だって自分のことばかりで、ソフィー様のことを考えていなかった。

　本来なら一歩を踏み出そうとしている彼女を応援するべきなのに……。

　ウジウジとどうやって変わればいいか悩んでいる私とは違って、ソフィー様は勇気のある方だ。私も見習わなければならない。

　ここで断ったら、変わろうとしている彼女の邪じや魔まをする結果となる。

　だったら、私も悩まずに協力するべきよね。もしかしたら、私が変われるきっかけに繫つながるかもしれない。

　うん、と頷いた私は表情を引き締めた。

「わかりました。手紙を相手の方にお渡しします」

「本当に？」

「はい」

「ありがとう、アメリアさん。手紙のやり取りを了りよう承しようしてもらえたら、相手の方と相談して受け取り場所を決めるから、最初だけ橋はし渡わたしをお願いできるかしら？」

　ソフィー様の言葉に私は、はいと返事をした。




　それから私は手紙を受け取り、校内でマリオン殿下を探し始める。

　少し時間がかかってしまったけれど、私は無事にマリオン殿下を見つけることができた。

　そう、令嬢達と話しているマリオン殿下を。




　これ、どうしようかしら。

　あの中に入るのは、どうしたって無理だわ。注目を集めて、何、この子？　って目で見られてしまうわよね。

　最悪の場合、後で呼び出されて嫌いや味みを言われたりするんじゃないかしら？

　う～ん、と悩んで周囲を見回していたら、マリオン殿下がいた場所の近くに窓があるのを発見したの。

　あ、そうだわ！　こっそり窓から呼べば気付いてくれるんじゃない？　よし、そうしよう。




　私は一いつ旦たん、外に出て、マリオン殿下がいる窓の近くまで忍しのび足あしで近寄ると、持っていた鏡を使って中の様子を見た。

　すると、ちょうど令嬢達と話し終えたらしく、彼女達はマリオン殿下から離はなれていく。

　今しかない！　と思い、私は窓から少し顔を出して「マリオン殿下」と小声で話しかけた。

　声が聞こえたのか、彼かれは周囲を見回しているので、再度私は彼の名前を呼びかけた。

　背後の窓から声が聞こえているとわかったらしく、彼が振り向き、無事に視線が合う。

「えっ!?」

　少し顔を出していた私を見て、マリオン殿下はひどく驚おどろいているようだった。

　目を見開いている彼に向かって、私は小声で囁ささやく。

「例のブツについて、お話があります」

「例のブツ？」

　少し考え込んでいたマリオン殿下だったけれど、すぐにソフィー様への手紙のことだと気付いたのか、周囲を気にしながら外に出てきてくれた。

　しゃがんでいた私に合わせて、近づいてきた彼もしゃがみ込む。

　彼は案外、いい人なのかもしれない。

「アメリア嬢って何者なんだい？　全く気配がなかったんだけど」

「気配を消すのは得意なので。それよりもこれを」

　今は気配を消す方法を事細かに伝えるよりも、任務を遂すい行こうする方が先。

　さっさと重要な物を手て渡わたして楽になりたい私がソフィー様から預かった手紙を差し出すと、マリオン殿下は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした後で受け取ってくれた。

　無事に渡せたことで一気に緊きん張ちようから解き放された私は息を吐き出す。

　ソフィー様からの手紙を受け取ったマリオン殿下はマジマジと見つめている。

「……返事がくるなんて思ってなかったよ」

「ということは、本当にマリオン殿下が手紙を出されたのですね」

「まあね。定期的に手紙を送って元気づけようかと思ってさ。いつか、手紙のやり取りができればいいなとは思っていたけれど、こんなに早いとは思っていなかった」

「正体は明かさないのですか？」

「……俺おれからの手紙だと知ったら、ソフィーは困るだろうからさ。彼女と兄上の関係を改善するなら、俺の存在は邪魔にしかならない。でも、俺はソフィーを諦あきらめきれない。なら、見ず知らずの女性だと思われた方がいいと思わない？　まあ、貴女が手紙を持ってきてくれるとは思わなかったけれど。でも、ありがとう。感謝するよ」

　ソフィー様からの手紙が余よ程ほど嬉しかったのか、マリオン殿下は心からの笑みを浮かべていた。

　ソフィー様を本気で愛しているというのが伝わってくる。

　ちょっとだけ、ちょっとだけだけど、もしかしたらソフィー様はマリオン殿下と一いつ緒しよになる方が幸せになれるのではないかと思ってしまった。

　でも、すぐに私は頭を振る。

　ソフィー様の願いは王太子殿下に好かれること。それを忘れてはいけない。

　余計なことを考える前に帰った方がいい。

「では、手紙はお渡ししましたので、私は失礼します」

「あ、ちょっと待って」

「何か？」

　立ち上がりかけた私が動きを止めると、マリオン殿下は作り笑いとすぐにわかるような笑みを浮かべていた。

　この笑いは何か企たくらんでいる顔よね。

　本日二度目の嫌な予感がするわ。

　マリオン殿下は私が見てわかるくらいの作り笑いを浮かべているのだもの。

「明日、ソフィーへの手紙を持ってくるから、それを彼女に渡して欲しいな」

「嫌です」

「即そく答とうはひどいなぁ」

　まずいわ。うっかり、条件反射で答えちゃった。

　声の感じからして、マリオン殿下は怒おこってはいないみたいだけど。

「最初だけだよ。手紙をどこに置いて、いつ回収するかというのが決まるまでの間だけ。決まりさえすれば、後は勝手にやり取りするからさ」

「ですが、お二人の手紙の受け渡しをするのは、落としたりしたらどうしようかと思ってしまうので怖いのですが」

「あれ？　ソフィーとの手紙のやり取りには反対しないんだね。兄上と上う手まくいくようにしたいんじゃなかったのかい？」

「ソフィー様がご自分を変えたいと思っていらっしゃるので。そのために、他の方の意見を伺いたいそうです。私は、ソフィー様を応援したいだけですから」

　決してマリオン殿下との仲を取り持とうとなどしていないということを、必死に伝える。

　私の言いたいことが伝わったようで、彼は、なるほど、と言って納なつ得とくしてくれた。

　ああ、そうだ。ちゃんとソフィー様の様子も伝えておかないと。

「ちなみに、ソフィー様は手紙のお相手が男性だとは疑っていませんでした」

「それはよかった。まずは一歩前進かな」

　腹黒だわ。策士だわ。

　ああ、笑顔が胡う散さん臭くさく見えてくる。

「ということで、手紙の受け渡しを少しの間、お願いするね」

　話が勝手にまとまりかけている!?　い、嫌よ！

　ソフィー様からの手紙だけならともかく、マリオン殿下の手紙までなんて、ごめんだわ。絶対に拒きよ否ひしないと。

「せ、せめて、ソフィー様からの手紙だけでお願いします」

「だったら、俺の手紙は誰が渡してくれるんだい？」

「え～と、それは……。あ、そもそも、手紙はソフィー様の机に入れていたのですよね？　だったら、それで構わないのではないでしょうか？」

　私の提案にマリオン殿下は顔を曇くもらせた。

「それだけど、俺の周りには常に人がいて一人になれる時間がほとんどないんだよねぇ。手紙を入れられたのも、なんとか令嬢達から逃にげた結果だしさ。毎回、上手くいくとも限らないだろ？　それに、俺がソフィーの机に手紙を入れている現場を見られる可能性もあるしね」

　ああ、マリオン殿下は目立つものね。

　それを考えると、毎回ソフィー様の机に入れるのは難しいかもしれないわ。

　う～ん。となると、彼女の側そばにいて、疑われることなく手紙を渡せる人にお願いできればいいのだけれど。

　……あ、そういえば条件に合がつ致ちする方が一人いたわ。

「でしたら、ルーファス様に渡されてはいかがでしょうか？」

　弟君であるルーファス様なら、疑われることもなくソフィー様に手紙をこっそりと渡せるはず。

　彼を巻き込むことに物もの凄すごく罪悪感がある。でも、お二人の手紙を持っているのは生きた心ここ地ちがしないもの。

　勝手に巻き込んだと知られたら彼は絶対に怒ると思うけれど、他に案がないのよ。

　明日、ルーファス様に直接会えたら精せい一いつ杯ぱい謝罪しよう。許してくれるかどうかはわからないけれど、お二人からの手紙の受け渡しをするのは私にはできないわ。

　今だってストレスで胃が痛くなっているのに。

　マリオン殿下はどういう反応をするかしら？　って、いい笑顔で笑っていらっしゃる!?。

「それは名案だね。なら、ルーファスに渡すことにするよ。少しの間、迷めい惑わくをかけるけれどソフィーからの手紙をよろしく頼むね。じゃあ、そういうことで」

　マリオン殿下はそれだけ言うと、その場から立ち去った。

　その後ろ姿を見ていた私は、何か重大な過あやまちを犯おかしたような気持ちになる。

「……あ、勢いで手紙の受け渡しを引き受けてしまったわ。私の馬鹿！」

　見事な自じ業ごう自じ得とくっぷりに私は中ちゆう腰ごしのまま、しばらく動けず固まっていた。
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　ああ～……私ったらどうしてよく考えもせずに口にしたのか。

　墓ぼ穴けつを掘ほった自分が憎にくい。

　ソフィー様の手紙をマリオン殿でん下かに渡わたすなんて、そんな難易度の高いミッションを何度かこなさなきゃいけないなんて。

　いくら地味で目立たなくて存在感が薄うすいといっても、毎回上う手まくいくはずがないのに。

「まあ、救いはソフィー様からの手紙だけってことよね」

　これでマリオン殿下の手紙もってなっていたら、確実に胃に穴が開くわ。

　ルーファス様には申し訳ないけれど、こればかりは私だけじゃ無理だもの。

「一度、ルーファス様に謝罪しなければいけないわよね」

　勝手に巻まき込こんだのだもの。謝罪はしておくべきだと思った私は、次の日に学院で彼かれを探していた。

　校内を探し回っていると、角を曲がった辺りで誰だれかに声をかけられる。

「ちょっと」

　聞いたことのある声に私が振ふり返かえると、仏ぶつ頂ちよう面づらのルーファス様がジト目でこちらを見ていた。

　すぐに私は手紙の件で彼が怒おこっているのだと気付く。

「申し訳ございませんでした───[image: ]」

　ルーファス様が何かを言う前に私は勢いよく頭を下げる。

　言われることは予想できているわ。昨日の今日だもの。絶対に手紙の件に決まっている。

「わかってるなら、余計なことに僕ぼくを巻き込まないで欲ほしいんだけど」

「全く仰おつしやる通りです」

「お蔭かげで面めん倒どうなことをマリオン殿下から頼たのまれるし。僕には断れないし」

「重々承知しております」

　王家と親しくしているバーネット侯こう爵しやく家の子息が第二王子のお願い、それも倫りん理りに反すること以外のお願いを断るのは非常に難しい。最悪、家同士の揉もめ事ごとに発展する可能性もある。

　私の場合は、マリオン殿下がすぐに引いてくれたから許されたのだ。

「で、僕を巻き込んだことの言い訳はしないの？」

「勝手に巻き込んだのですから、ルーファス様のお怒いかりもごもっともだと思いますので。自分の保身のためにルーファス様のお名前を出してしまった私が悪いことは自覚しております」

　ルーファス様の顔を見られなくて下を向いたままでいると、頭上から彼のため息が聞こえてきた。

「あのさ、マリオン殿下のお願いを中位貴族のあんたが断るのは難しいことくらいわかってるよ」

「それでも安易にルーファス様のお名前を出したのは私です」

　自分のあずかり知らぬところで、勝手に巻き込まれていたら怒っても仕方のないことよ。

　私が嫌いやだからって、我わが儘ままを言ってしまったことが原因だもの。

「僕はあんたの性格を他の奴やつらよりは知ってる。目立ちたくない、その他大勢の中にいたい。できるだけ他人と関わらずに静かにしていたいんでしょ？　本当は姉さんからの手紙をマリオン殿下に渡すのだって嫌なはずなんじゃないの？」

「……はい」

「でも、マリオン殿下のお願いを断るのは前も断ったことがあるから難しい。で、妥だ協きよう案で僕の名前を出した。合ってる？」

「合っております」

　言われた通りだったことから、私は下を向いて縮こまるしかない。

　それほど多くルーファス様とお話ししたことはないのに、私のことをよく知っているなんて観察眼の鋭するどい方だ。

「顔を上げなよ」

　言われても私は申し訳なさもあって顔を上げることができない。

「早く」

　苛いら立だちを含ふくんだ口調に私はゆっくりと顔を上げた。

　私の目に映ったルーファス様は最初のときの仏頂面ではなく、呆あきれたような表情を浮うかべている。

　怒っているようには見えなくて、私はどうしたのかと思った。

「あの、お怒りなのでは？」

「そこまで怒ってない。勝手に名前を出されて巻き込まれたから、釘くぎを刺さそうと思って呼び止めただけ。そうしたら、悲ひ愴そう感たっぷりに謝あやまられるから、ちょっと焦あせった」

「本当に申し訳ありませんでした」

「だからいいって。ちょっと意地悪しただけだから。そこまで重く受け止めないで欲しいんだけど」

　いや、もっと怒ってもいい場面のはず。ルーファス様は人がよすぎる。

　思わず彼の言葉に甘あまえてしまいそうになるけれど、それだと私はきっとまた同じことをしでかしてしまう。

「今後は気を付けます。絶対にルーファス様のあずかり知らぬところで勝手に巻き込んだりしませんから」

「……別にいいのに」

「え？」

「あんたは姉さんに協力して、クレイグ殿下と姉さんが上手くいくようにしているんでしょ？　クレイグ殿下との婚こん約やくは王家とバーネット侯爵家の問題だし、必然的に僕とも関わることが多いよね。なら、巻き込まれるのは仕方のないことなんじゃないの？」

「それは、そうですが。でも、今回の件は必要のない巻き込まれ方ではありませんか」

　王太子殿下からの手紙じゃなくて、マリオン殿下からの手紙だもの。

　本来なら、バーネット侯爵家としては許容できない事こと柄がらのはずだわ。

「今回は姉さんが望んだから起こったことだしね。仮にマリオン殿下からの手紙だって姉さんに知らせたら、マリオン殿下のやったことを説明しなくちゃいけなくなるし。そうなると、姉さんとマリオン殿下は揉もめるだろうし、傷ついてクレイグ殿下と親しくすることに支障が出ると思うんだよ。姉さんのことを考えたら、今回の件はこれが最善なんだと思う」

　大人な考え方だ。私よりも年下なのに、周囲のことや先のことまで考えている。

　自分の小ささを見せつけられているようで、情けなくなってくる。

　やっぱり私は八方美人の卑ひ怯きよう者だ。

　ルーファス様のようになりたい、なんて憧あこがれに似た感情を抱いだいてしまう。

「ルーファス様は本当に素す晴ばらしい方です」

「え？　は？　どこが!?　女に意地悪する男のどこが素晴らしいっていうの？」

「意地悪ではありません。言われても仕方のないことをした私の責任です。なのに、罰ばつを与あたえることもせずに釘を刺す程度で収めてくださいました。それに、私が責任を感じないようにとフォローもしてくださいましたし、手紙の件で起こりうる最悪の状じよう況きようを予想して、飲み込んでくださいました。その冷静さに憧れます」

　正直に思ったことを言うと、ルーファス様は目に見えて狼狽うろたえ始める。

　本当のことを言っただけなのに、どうしてそこまで狼狽えるのか不思議だった。

　ギュッと唇くちびるを嚙かみしめた彼は、なんとも言いがたい表情を浮かべている。

「あんたって、たまに予想もしていないことを言い出すよね」

「そうですか？　こういったことは言われ慣れているのではありませんか？」

「言われたことなんてないよ。他の奴らは僕の言い方に傷ついて遠ざかるし、話も長続きしないようにしてるから、そこまで言ってくることもないし」

「それはもったいないと思います！」

　私が一歩前に出ると、ルーファス様は驚おどろいたのか後ずさった。

「周囲に集まってくるご令れい嬢じよう方が嫌だからというお気持ちはわかります。ですが、それで良識を持ったご令嬢までルーファス様を敬遠しているのではないかと私は思うのです」

「う、うん」

「バーネット侯爵家のご子息だからと近寄ってくるご令嬢方だけがこの国にいるわけではないので、そういった方にルーファス様の魅み力りよくをわかって欲しいと……」

「ちょっと！　何を言いたいのかわからないんだけど」

　興奮している私を宥なだめるかのように、ルーファス様がストップをかける。

　だけど、私は止まらない。

「私はルーファス様が人として素晴らしい方だと知ったので、敬遠されているのがもったいないと思ったのです。本当のルーファス様を皆みなさんに知ってもらい、素晴らしいご令嬢と出会えればいいなと」

「あ、ああ。そういうことね。心配しなくても、親がどこかから見つけてくれると思うし」

　ご両親の話が出たところで、私の興奮が一気に冷める。

　頭から抜ぬけ落おちていたけれど、普ふ通つうは政略結けつ婚こんよね。結婚相手は親が決めることの方が多い。

　私の場合両親が恋れん愛あい結婚だったし、私自身も婚約者がいないこともあって考えていなかった。

　心配しなくても、バーネット侯爵が相応ふさわしいご令嬢との婚約を整えてくれるはず。

「大体、わかってくれる奴に本当の僕をわかってもらえれば、それでいいよ。今のままでもわかってくれる奴がいるって気付いたしね」

「そうなのですね。それはよかったです」

　両手を合わせて喜ぶと、ルーファス様が目を見開いていた。

「いや、それ、あんたのことなんだけど」

「私!?」

「他に誰がいるっていうの!?　話の流れを忘れたの？　ついさっき、僕を素晴らしいとか言ってたくせに」

「あ、あ～。私ではないだろうと思って自分を数に入れるのを忘れてました」

　ルーファス様が噓うそでしょ、と言いながら肩かたを落としてしまった。

「……ああ、そう。でも、あんたのその発言は今に始まったことじゃないからね。いまだに慣れないけど。本当に他の奴らと言うことが違ちがうから、予想が外れる」

「そこまでおかしなことは申し上げておりませんが」

「自覚がないって尚なお更さら質たちが悪いよね。目立ちたくないなら他の奴らの言動とか見て勉強した方がいいんじゃないの？　他の奴らと違う言動をすれば、嫌でも目立つよ」

「……気を付けます」

　自分では普通だと思っていたんだけど、ルーファス様がそう言うなら、どこか他の方とズレているのかもしれない。

　いつもは、ここまで長話をすることはないから気付かなかった。

　今後は、他の方の言動を見て勉強しなければいけない。

　重要な彼の助言を心に書き留めていると、遠くから複数の声が聞こえてきて緊きん張ちようで体が強こわ張ばる。

　ルーファス様と二人で話しているのを見られたら何を言われるかわかったものではない。

　落ち着きがなくなった私を見た彼は、同じように話し声が聞こえたのか、時間切れか、と呟つぶやいた。

「本当に巻き込んでしまって申し訳ございませんでした」

「だから、それはもういいって。あの二人が手紙のやり取り方法を決めてくれさえすれば終わることだし。何回か姉さんにコッソリ渡せばいいんでしょ？　面倒だけど、引き受けたからにはやるよ。じゃあね。あいつらに見つからないように、さっさと行ったら？」

「ありがとうございます！　それでは失礼します」

　近づいてくる声から逃にげるように、私はルーファス様に頭を下げて足早にその場から立ち去った。




　声をかけられたときは絶対に怒られると思ったのに、なんだか予想外の展開になってしまったわ。

　失礼ながら、ルーファス様って思っていたよりもずっと優やさしくて大人なのね。

　口調のキツイ可か愛わいい少年という印象が多かったもの。

　少しだけあったルーファス様への苦手意識が薄れたかもしれない。

　なんにせよ、彼の優しさに甘えないようにしないと。

　誰かを巻き込んでしまうことはしないように気を付けよう。

　ちゃんと自分で解決できるようにしっかりするべきよね。
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　ルーファス様とのお話から数日後、マリオン殿下はあれからすぐに返事を書いたようで、私はソフィー様から返事が書かれた手紙を預かることとなった。

　ということで、マリオン殿下に手紙を渡わたさなければならないのだけれど、彼かれはいつも生徒に囲まれていて、とてもじゃないが渡せそうにもない。一人になるのをジッと待っているのに、常に誰だれかが側そばにいる。

　彼は王族で第二王子だから当然なのだけれど。




　そのせいで、私は一週間経たっても手紙を渡せていない。

　でも、マリオン殿下を観察すること数日、彼の行動パターンが規則的だということに気付く。

　その間、私はソフィー様の側を離はなれて観察していたのだけれど、全く不ふ審しんに思われることはなかった。

　つくづく、目立たないように振ふる舞まっていてよかったと思う。

　こうして観察していて気付いたマリオン殿下の行動であるが、彼が一人になるのは、お花を摘つみに行くときのみということ。

　他は従者や他の方が側にいるから、容易に近づくことはできない。

　そして、お花を摘みに行くのは二限目が終わった頃ころと、昼食後、それに午後の授業が終わった直後。これはずっと見てきて変わらなかったので、日常なのだろう。

　途と中ちゆうの移動は一人で、声をかけるならそこしかない。

　さらに、時間割などから彼が使用する場所を予想し、ルートを調べ上げた。

　後は簡単。

　通りかかる彼を物もの陰かげに隠かくれて待てばいいだけだ。

「誰にも気付かれずに移動するのは得意だもの。やれるわ」

　早さつ速そく、私は昼食後にソフィー様達たちに図書館に行ってくると告げて、マリオン殿下を待まち伏ぶせするべく所定の位置へと急いだ。

　緊きん張ちようしているからか少し急ぎ足になっているけれど、すれ違ちがう生徒達は私の行動を気にもしていない。

　一人で歩いているときに下を向いていると目立つから、なるべく誰の顔も見ないように相手の首元辺りに視線を向けて歩いていたら、前方からジゼル様が取り巻きの令れい嬢じようを引き連れて歩いてくるのが見えた。

　咄とつ嗟さに私は近くを歩いていたグループの最さい後こう尾びに近づき、さも同じグループの人間です、という雰ふん囲い気きを醸かもし出だしながら同じスピードでつかず離れず歩いていく。

「ジゼル様は王太子殿下とロゼッタさんがお近づきになるのは嫌いやではありませんの？」

「あら。私はロゼッタさんに期待してますのよ？　このままお二人が深い仲になって、ソフィー様との婚こん約やくが破は棄きされればいいと思っております。いくらクレイグ殿下がロゼッタさんを愛していようと男だん爵しやく令嬢が王太子妃ひになれるわけがありません。ロゼッタさんを排はい除じよした後で、父に頼たのんで侯こう爵しやく家の令嬢である私がクレイグ殿下の婚約者になれるよう取り計らってもらうつもりです」

「それはいい案ですね。ソフィー様といえども、一いつ旦たん婚約破棄となれば、もう同じ立場には戻もどれませんもの。それに、ソフィー様よりもジゼル様の方が王太子妃として相応ふさわしいと思います」

「ふふっ。でしょう？」

　話に夢中になっているお蔭かげで私の存在に気付かれることはなかったけれど、やっぱりジゼル様は王太子妃の座を諦あきらめていなかったのだ。

　これで、王太子殿下がロゼッタさんを選んだら、とんでもない修しゆ羅ら場ばになるのは確実。

　なんとしても王太子殿下にはソフィー様を好きになってもらわなければと考えていた私は、ジゼル様達が十分に離れた頃合いを見計らって、お邪じや魔まさせてもらっていたグループから離れた。

　こういう地味な顔だと大勢の中に紛まぎれれば、存在感をなくせるのが強みだ。

　この調子でマリオン殿下のところに向かおう。

　確か、そろそろ移動を始める頃だったはずだ。このまま行けば、予定通りにマリオン殿下と遭そう遇ぐうできる。




　そうして、彼のやってくる場所まで来た私は所定の位置である死角に隠れた。

　場所が場所だけに人の気配はあまりなくて、身を隠すには絶好の場所である。

　まだかしら？　と顔を覗のぞかせると、目的の人物であるマリオン殿下がお一人でこちらに向かってくるのが目に入った。

　声が届くくらいに近づいてきたところで、私は彼に向かって小声で話しかける。

「……マリオン殿下」

　かすかに聞こえたのか、マリオン殿下は足を止めて周囲を見回した。

　ジッと彼の方を見ていると、ようやく私と目が合い、周囲を気にしながらこちらへと来てくれる。

「随ずい分ぶんと遅おそいから、もう届かないのかと思っていたよ」

「申し訳ありません。タイミングが合わなくて……。ですが、きちんとソフィー様からのお手紙を預かってきておりますので」

　サッと手紙を差し出すと、マリオン殿下は嬉うれしそうに表情を綻ほころばせて受け取ってくれた。

「苦労をかけたね。助かるよ」

「いえ、無事にお渡しできて安心いたしました。それでは、私はこれで」

　あまり長居したくなかったので、私は挨あい拶さつをしてすぐにその場を立ち去った。




　やっと渡せてよかった。

　妙みような解放感に心が晴れ晴れとしている。

　こうして、私は無事に手紙を渡すことに成功した。

　それから二度ほど、同様のやり取りを繰くり返かえしていると、ようやく手紙の受け渡し場所が決まったみたいで、マリオン殿下から感謝の言葉と共にもうやらなくてもいいとの報告を受けた。

　重圧から解放されてホッとする。




　あと、パーティーのときに約束してくれた通り、マリオン殿下は本当に王太子殿下に協力していないみたいで、ここ数日はロゼッタさんと王太子殿下が二人で会っているという話を聞かなくなっていた。

　以前は毎日のように目もく撃げき情報があったのだから、これはマリオン殿下が協力していないという証しよう拠こだ。

　代わりにソフィー様と王太子殿下が一いつ緒しよにいる時間が増えているので、彼かの女じよはとても嬉しそうにしている。

　あれからも、ソフィー様は恋れん愛あい小説を参考にしているようで、今日は王太子殿下とこういう会話をしたとか、どこそこに出で掛かけたという話を聞くようになっていた。

　本当に嬉しそうに話すから、王太子殿下と上う手まくいっているみたいでよかったと思う。







　そんなある日の休日、私は出掛けるために我わが家やの御ぎよ者しやに声をかけた。

「あ、今日はグラン・オルベールまで馬車を出してくれる？　新しいケーキが出たんですって」

　グラン・オルベールは王家御ご用よう達たしの有名なお菓か子しのお店。

　ソフィー様の友人の皆みなさんが絶賛していた貴族が多く訪おとずれる有名店だ。

　あそこは焼き菓子やタルトも美お味いしいけれど、一番美味しいのはなんといってもケーキ。

　有名なお店だから、昼間は人が多いのだけど、私は人目につかないようにお客さんの少ない時間帯によく行くようにしている。

　まあ、夕方近くだから、友人の皆さんが話題にしていた新作のケーキは売り切れている可能性が高い。

　でもお菓子をいくつか買って、お母様へのお土産みやげにしようと思い、ウキウキしながら馬車に乗のり込こんだ。




　しばらくすると馬車が止まったから、お店に到とう着ちやくしたのがわかった。

　私は馬車から降りると一目散にお店へと入る。

「いらっしゃいませ」

　声をかけてきた店員に微ほほ笑えみかけて、私は並べられているお菓子の札に目を向ける。

　やはり新作のケーキは売り切れていたけれど、まだ食べたことのないお菓子の札が残っていた。

　どれにしようかと悩なやんでいると、私の許もとに店員がやってきた。

「失礼ですが、アメリア・レストン様でお間ま違ちがいないでしょうか？」

「え？　はい。アメリア・レストンは私ですが」

　なぜ、私の名前を知っているのだろうかと思っていると、店員は「こちらへどうぞ」と奥おくの個室を指し示した。

　店員の言っている意味がわからなくて、私は首を傾かしげる。

「あの、私が何か？」

「ご予約を承うけたまわっております」

「予約？　予約なんてしていないけれど」

「ですが、確かにアメリア様をご案内するようにと仰おおせつかっております」

　さあ、どうぞ、と言われても私は訳がわからない。

　もしかして、お父様やお母様が？　だとすれば、屋や敷しきで事前に教えてくれているはず。

　違うというなら、他の誰かということになるけれど、私の予定をわかっていて事前に予約を取ってくれる人に心当たりがない。

　誰なのかしら？　と疑問に思いながらも、好こう奇き心もあって、強ごう引いんな店員に言われるまま、私は奥の個室へと向かった。

　まあ、部屋に入ればもしかしたら誰か先に入っているかもだと思ったけれど、予想に反して中には誰もいなかった。

　挙動不審になりながらも小心者の私は文句も言えずに席に座すわる。

　言われるまま来てしまったけれど、本当に来てよかったのかと悩んでいる間に店員がやってきた。

　そして、目の前に季節の果物がふんだんに使われたムース状のケーキが置かれる。

　どうして私に出されたのか不思議に思い、部屋に入ってきた店員を呼び止めた。

「あの、もしかしてだけれど、……これは新作のケーキだったりするのかしら？」

「はい。そうです。上の者からアメリア様にお出しするようにと」

　事務的に答えた店員は、ケーキと紅茶を置くと静かに去っていった。

　本当にどういうことなのかわからない。

　でも、目の前に置かれたケーキは本当に美味しそうで我を忘れてしまいそうになる。

　少しの間、ケーキを見ていたけれど、私は自分の好奇心を抑おさえきれない。

「わ、私にって出されたんだから、いただいて構わないわよね」

　誰が何のためにしているのかわからないけれど、食べ物にはなんの罪もない。

　だから、食べても問題はないはずだ。

「では、いただきます」

　予約してくれた方に感謝しつつ、私はフォークを持って新作のケーキを食べ始める。

「うわ、生き地じが柔やわらかくてクリームの甘あまさが際きわ立だってる。本当に美味しいわ。売り切れてたのに、食べられて幸運だったかも」

　甘さがしつこくないから、いくらでも食べられそうだ。

　お土産に買って帰りたいと思ってしまうほどである。

　味に感動しながら、あっという間に私は完食してしまった。

「皆さんが仰おつしやった通りの美味しさだわ」

　記き憶おくが確かならば、この店の新作のケーキを皆さんは美味しいと言っていたのよね。

　ソフィー様の近くにいると、周りの人から新作のケーキとか流行のお店とかを知る機会が多いから、流行に乗のり遅おくれないのが助かるわ。

　だから、覚えておいて後から一人で楽しんでいたのだけれど、これは当たりね。

「本当に美味しかったわ。……さて、紅茶もいただいたし、お土産を買って帰ろうかしら」

　贅ぜい沢たくな時間を楽しんだ私が席を立ちかけたとき、個室の扉とびらをノックする音が聞こえてきて、動きを止める。

　まだ店員が私に用があるのかと思って扉を凝ぎよう視ししていたら、扉が開いてここにいるはずのないマリオン殿下が現れた。

　目を見開いて固まっている私を尻しり目めに、彼は正面に腰こしを下ろす。

「新作のケーキは美味しかったかい？」

　和なごやかに語りかけてくるマリオン殿下。

　私は、なぜここに彼がいるのかわからず、まだ固まっていた。

「あ、俺おれがどうしてここにいるのかって思っているのかな？」

　呆ぼう然ぜんとしたまま、私は無意識に頷うなずいた。

　すると、私の様子を見たマリオン殿下が僅わずかに微笑む。

「だって、予約をしたのは俺だからね」

　驚おどろいた？　とマリオン殿下はおどけたように口にしているが、驚くなんてものじゃないわ。

　どうして、彼が私のためにこんなことを考えたの？　何が目的なの？

　あ、まさか、ソフィー様とのことに協力させるためにやったとか？

　だとしたら、ケーキを食べるんじゃなかったわ。

　マリオン殿下の思おもう壺つぼじゃないの！

「き、協力は」

　協力して欲ほしいと言っていたマリオン殿下の言葉を思い出した私はすぐにそんなつもりじゃないと否定するが、彼は涼すずしい顔をして笑っていた。

「ああ、違うよ。ソフィーとのことに協力して欲しいから、貴女あなたに賄わい賂ろを渡したわけじゃない」

「では、どうして」

　それが理由でないのなら、私に新作のケーキを振る舞う理由はないはずなのに。

「貴女には手紙の件で助けてもらったからさ。これはそのお礼だよ。貴女は休日によく訪れるって聞いていたから、事前にお店に頼んでおいたんだ」

「お礼ですか？」

「そう。俺がソフィーの文通友達になれたお礼」

「はあ」

　あの腹黒王子がお礼をするなんて、私は信じられない気持ちでいっぱいなのだけれど、それが目的だと言うのだから、言葉の裏なんて考えずに素す直なおに感謝するべきかもしれない。

　でも、王太子殿下に協力するのはやめてくれているのだから、マリオン殿下は本当にソフィー様を正せい攻こう法ほうで口説くつもりなのだろう。

「あの、信じられなかったのですが、本当に王太子殿下とロゼッタさんの件から手を引いてくださったのですね」

「当たり前だろう？　貴女が言ったようにソフィーから嫌きらわれるかもしれないし、罪悪感も持っていたからさ。それに、今の嬉しそうなソフィーの顔を見たら、兄上に協力しようという気持ちも失うせたよ」

「ということは、ソフィー様の幸せを第一に考えてくださっているのですね」

「まあ、それに気付かせてくれたのは貴女だけどね。だから、今日のは、そのお礼も兼かねているってこと。わかるかい？」

　別にお礼を言われるようなことは何もしていないと思うのに……。なんだか悪い気がするわ。

「貴女は目立つのが嫌だっていう情報を得ていたから、わざわざ偽ぎ名めいを使って個室を用意したんだよ」

「お気き遣づかいに感謝いたします」

「これぐらいなんともないさ。それにしても、貴女から手紙を渡されたときは本当に毎回驚かされていたんだけど。何か特別な訓練でも受けているのかい？」

　特別な訓練!?　そんなもの受けたことなんてないわ。

　ああ、でも、人目につかないように細心の注意を払はらっているから、それがマリオン殿下を驚かせているのかもしれないわね。

　それに、ソフィー様の側にいるようになって、目立たないように、話しかけられないようにと気配をなくすようにしていたからね。そのせいかも。

「特別な訓練は受けておりませんが、気配をなくして目立たないようにと日々、励はげんでおりますので、目立たないことには人よりも長たけているかもしれません」

「王族の俺が気付かないくらいなんだから、大したものだよね。それに、毎回、俺が一人でいるときに声をかけてきていたしさ」

「それは、マリオン殿下の行動を調べて、いつならお一人になるかがわかったので、それででございます」

　私の言葉にマリオン殿下は目を見開いた。




　あ、これはいけなかったかもしれない。本人に対して後をつけ回していましたって言ったわよね、これ。

　誰だって、陰かげでこそこそ自分のことを調べられていたら気分がよくないわ。

「申し訳ございませんでした」

　私は立ち上がって、深々と頭を下げる。

「いや、周囲に人がいる俺に手紙を渡すのは大変だろうと思っていたから、気にしていないよ。……それにしても驚いたね。アメリア嬢って実は、スパイの才能があるんじゃないかい？」

「ス、スパイ!?」

　スパイって、陰で他国や自国の不ふ穏おん分子の動向やらを調べる職業でしょう？

　無理無理無理！　私にそんなことができるはずがないわ。

　大体、国家機密を取とり扱あつかうなんて。それに、スパイになれるような才能なんてないし。

「評価してくださるのは嬉しいのですが、私には務まらないかと」

「そうかな？　相手の行動パターンを調べ上げて、こっそり接せつ触しよくを持てるなんて大した才能だと思うけれどね。いつも気配がないから、すごいと思っていたんだよ？」

「いえ、それは買かい被かぶりすぎかと」

「アメリア嬢って、驚くくらいに自己評価が低いんだね」

　そうかしら？　これ以上ないくらいに私は自分のことを理解しているけれど。

　本当に過大な評価だわ。

「俺から見たら、貴女ほどスパイ向けの人材もいないけれど。だって、気配を消すのが得意で、目立つ容姿でもないから相手から警けい戒かいもされないし、害意はないと思われるだろう？」

「そうではありますが……。それだけでスパイが務まるとは思えませんが」

「あのさ、スパイっていうのは、相手から情報を聞き出すのが仕事なんだよ。害意がないと思っているからこそ、相手はペラペラと情報を喋しやべるのさ。とても貴重な情報をね」

　とても王子様とは思えないようにマリオン殿下はニヤッと笑っている。

　評価してくれているけれど、私にその気は全くない。

「あの、私の夢は自分と同じような男性と結けつ婚こんして田舎いなかで静かに暮らすのが夢ですので、スパイになるのは遠えん慮りよしたいのですが」

「それは残念」

　とか言っているのに、マリオン殿下は全く残念には思っていなさそう。

　世間話として話題に出しただけなのかもしれないわ。

「貴女の性格は調べているから知っているよ。それに貴女は、ちょっとうっかりなところがあるみたいだしね」

「うっかりですか？」

「そう。本人に向かって貴方あなたのことを調べていました、なんてバラすんだから。本物のスパイだったら、その場で捕つかまってしまうよ？」

　自覚がある分、頭が痛い。言わなくてもいいことを言ってしまうのは私の悪いところだ。

　私はもう一度、勢いよく頭を下げた。

「本当に申し訳ございませんでした……！」

「さっきも言ったけれど、別に気にしてないよ。皆の前で貴女が手紙を俺に渡したらどうなるかくらい予想がつくからさ。貴女の善意のお蔭で俺は助かったんだし、そんな些さ細さいなことはどうでもいいんだ」

　た、助かったわ。と、思ったけれど、こういう善意に甘えるのがいけないのよね。

　うっかり余計なことを言わないように気を付けないと。

「じゃあ、俺はそろそろ帰るよ。今日は貴女に感謝を伝えるためにきただけだしね。あと、お土産用に新作のケーキを頼んでおいたから帰りに受け取るといい」

「あ、ありがとうございます」

「俺の方こそ感謝するよ。貴女のお蔭でソフィーと手紙の交こう換かんができるんだから」

「それは、ソフィー様が望んでいらっしゃることですから」

　私はソフィー様から手紙を預かって、マリオン殿下に渡しただけだもの。

　相手が誰かは知らなくてもね。

　だから、ありがとうと感謝されるのは違うわ。

「それでも、貴女がいなかったらここまで上手くはいかなかっただろうね。俺が馬ば鹿かなことをしたせいで、ソフィー達に迷めい惑わくをかけているんだから」

「ですが、そのこともあって王太子殿下と過ごす時間が増えてソフィー様はとても嬉しそうにしていらっしゃいます」

「……その嬉しさが長続きすればいいけれど」

　含ふくみのある言い方をするマリオン殿下に私は、どういうことなのかと疑問を投げかけた。

「どういうことも何も、兄上の本当の姿を知ってソフィーがこれまで通りにしていられるのかなって思っただけさ。そうなってくれると俺としては助かるけれど」

「ソフィー様は心から王太子殿下を慕したっていらっしゃいます。どのようなお姿であったとしても気持ちに変わりはないと思いますが」

「さあ、どうかな？　ソフィーはロマンチストだからさ。兄上に幻げん滅めつすることも考えられるよ。それに、俺もこのまま終わるつもりなんてないしね。いろいろと策は考えているし、手紙のやり取りで信しん頼らいも得ているしね。さて、どうなることか」

　軽かろやかに笑ったマリオン殿下はそれ以上話すこともなく、個室から出て行ってしまう。

　残された私は、彼が何をしようとしているのか、王太子殿下とソフィー様の仲に亀き裂れつが入るようなことをするつもりなのか心配になり、しばらくその場から動けずにいた。

　どうやら、まだ波乱が起こりそうな感じがする。
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　ロゼッタさんと王太子殿下が話をしているところを見なくなったし、噂うわさでも聞かなくなっていた頃ころ、私もソフィー様と二人きりで過ごす時間がめっきり減っていた。

　理由は簡単。

　ソフィー様は王太子殿下と放課後に会っているからだ。

　上う手まくいっているようで本当に嬉うれしいけれど、若じやつ干かんの寂さびしさも感じている。

　あれだけ一いつ緒しよの時間を過ごしてきたのだから、急に会わなくなったらそう思うのも無理はない。

　だけど、ここはソフィー様の幸せを考えれば、グッと堪こらえなければいけないところだ。

　そう、以前と同じになっただけなのだから。

　一人でいるのは慣れている。

　なんて、思っていたのに、私の足は自然とソフィー様と二人で話をしていた裏庭に向かっていた。




　いつも話をしていたベンチに腰こしを下ろしてボーッとしていたら、これまでのソフィー様との思い出が蘇よみがえってくる。

「そういえば、王太子殿下とロゼッタさんが会っているのを初めて見たのもここなのよね」

　泣いているソフィー様を見た場所でもあった。

　あれからそんなに時間は経たっていないというのに、遠い過去のような気分になってくる。

　それだけ彼かの女じよと密な時間を過ごしていたということ。

「以前までの私だったら、考えられないことだわ」

　あのソフィー様と二人でお話をしていたなんて、今でも夢なんじゃないかと疑ってしまう。

　憧あこがれの女性と親しくなれるというのが、こんなにも嬉しいものだなんて思ってもいなかった。

　夢ゆめ見み心ごこ地ちのまま座すわっていると、どこからか足音が聞こえてくる。




「ロゼッ」

　音がした方向を見ようとした私は、聞こえてきた声が男性のものであったことに驚おどろいた。そして、そこにいた人物を見て私は息を止める。

「……ク、クレイグ王太子殿下」




　ええ!?　どうしてここに王太子殿下が！




　目を見開いて動けずにいた私は王太子殿下を凝ぎよう視ししてしまっていた。

　彼かれも、私がいてビックリしたのか固まっている。

　私は、どうしようかと悩なやんだが、挨あい拶さつをして立ち去ればいいと思いつく。

　すぐに私は立ち上がり、王太子殿下に向かって頭を下げる。

　私が動いたことで彼も我に返ったのか、なんとこちらに向かってきた。

　挨拶をしてすぐに立ち去ろうと思っていたのに、これでは離はなれることができない。

「驚かせてすまない。俺おれはこの場所を好んでいるから、つい足を運んでしまっただけなんだ。……その、よく話をする人と背格好が似ていたので」

「い、いえ」

　混乱していて最初は気付かなかったけれど、よく話をする人って十中八九ロゼッタさんのことよね。

　ほら、最初にロゼッタさんの名前を言いかけていたし。

　王太子殿下は彼女ともう会っていないと思っていたけれど、ソフィー様と会っていないときはこうして彼女を探していたのかしら？

　まあ、マリオン殿下も王太子殿下の初はつ恋こいだって言っていたし、そう簡単に諦あきらめられるものではないのかもしれないわね。

　気まずい空気が流れているわ。

「ところで君は誰だれ…………いや、いい。ただ偶ぐう然ぜん会っただけの相手だ。名前は聞かないでおこう。俺も、あまり見られたくない場面を見られてしまったからな」

　…………え？　王太子殿下、私のことを御ご存ぞんじない？

　いえ、確かに目立たないように皆みなさんの影かげに隠かくれていたけれど、婚こん約やく者の交友関係くらいは把は握あくしているものではないの？

　あ、あれかしら。私が地味すぎて印象に残っていなかったとか、って自分で考えていて悲しくなってくるわ。

　すっかり肩かたを落としていると、近づいてきた王太子殿下がベンチに腰を下ろしてしまった。

「君はここで何を？」

「その……物思いに耽ふけっておりました」

「物思いに？　もしかして何か悩み事があるのか？　もしも対人関係の悩みなら、俺が話を聞こう。学院内で揉もめ事ごとが起きているのならば、解決するのも王族としての義務だ」

「い、いえ！　そのように深刻なものではないのです。あの、友人の恋が上手くいくかどうかという悩みでして」

　ソフィー様と貴方あなたのことですとは口が裂さけても言えない。

　どう話が転がるかわかったものではない。

　王太子殿下は私の話をどう解かい釈しやくしたのか、真しん剣けんな表情を浮うかべている。

「君は友人思いなのだな。そこまで心配してくれる人がいて、その人も幸せだろう」

「そう思ってくださっているといいのですが」

「幸せに決まっている。貴族なんて打算あっての付き合いの方が多い。気心の知れた相手と出会える方が稀まれだ。俺だって一人くらいしか心当たりがない」

「王太子殿下でもですか？」

　私の問いかけに、王太子殿下は力強く頷うなずいた。

「王太子だからこそだ。次期国王の俺に媚こびを売る貴族が大半だ。だが、そういった貴族を否定はしない。彼らも家の繁はん栄えいのために必死なのだろう。私利私欲なら肯こう定ていできないが、切せつ磋さ琢たく磨ますることで領地が豊かになることに繫つながれば、巡めぐり巡って国のためにはなる」

「確かに、顔と名前を覚えてもらえれば、社交界で有利に動けますよね。私のような中位貴族に媚を売ってくる方なんていらっしゃいませんし、その点では王太子殿下の方が気心の知れた相手と出会うのは難しいと思います」

「そうだな。俺達たち王族は貴族の言葉を鵜う吞のみにすることの危険性をよくわかっている。だから、まずは疑うことから始めなければならない。普ふ通つうの人間関係すら築けないのかと虚むなしくもなるが」

「ですが、お一人でもそういった方がいらっしゃるのなら喜ばしいことだと思います。王族の方のお仕事は私達貴族よりも大変で、ストレスも多そうですから」

　私には想像がつかないけれど大変だろうな、と王太子殿下を労いたわると、彼は複雑な表情を浮かべた。

「喜ばしい、か。確かにそうなんだろうが、それが悩みの種になることもある。気心の知れた相手が一人しかいない場合は特にな」

「それは、お相手が特とく別べつ扱あつかいをされていると思われてしまうからでしょうか？」

「鋭するどいな。まさにその通りだ。俺が庇かばっても反発されるばかりで守ってやれないのが歯は痒がゆくてどうしようもない。学院の生徒達が噂しているような相手ではないから余計にだ。俺が親しく話しかけるようになってしまったせいで、本当に申し訳ないことをしたと思っている」

　俯うつむき、後こう悔かいするような声で王太子殿下が口にしたけれど、私は噂しているような相手ではないという言葉が引っかかったの。

　学院内で噂に上っている人物は、最近では一人しかいないから。

　ということは、多分だけど、ここで王太子殿下が言っている相手ってロゼッタさんのことなのかしら。

　もしもそうなら、あれだけ周囲に人がいたというのに、ロゼッタさんしか気心の知れた相手がいなかったってこと？　それはそれで驚きだわ。

　てっきり、男性かと思っていたのに。

　それにしても、随ずい分ぶんと思おもい詰つめているように見えるわ。後悔しているのかしら。

　あまり立ち入るのもどうかと思うけれど、見ず知らずの私に話すくらいだから、もしかしたら誰かに聞いて欲ほしいという気持ちがあるのかもしれないわね。

　気心の知れた相手がロゼッタさんしかいないなら、誰にも言えないでしょうし。

　言いたくなければ、王太子殿下も答えないわよね。

「見けん当とう違ちがいであれば申し訳ございません。もしかしてですが、王太子殿下はご自分を責めていらっしゃるのですか？」

　私の言葉に、王太子殿下は顔を上げてこちらを見てくる。

　驚いているような疑問に思っているような表情を浮かべていた。

「そう、そうだな……。君に言われて気付いたが、俺は自分の浅はかさを責めているのだろう。己おのれの身分や影えい響きよう力を考えずに感情のままに突つっ走ぱしってしまった俺を。そんな俺を君はどう思う？」

「え？」

「俺が誰のことを言っているのか、もう気付いているのだろう？　だから、俺に自分を責めているのかと聞いてきたんじゃないのか？」

　しっかりと私を見てくる王太子殿下は自分の考えが合っていると確信しているようだわ。

　ここは噓うそをつかずに正直に答えた方がいいかもしれないわね。

「……はい。以前に噂を耳にしたことがございますので」

「ああ、ソフィーという婚約者がいながら他の女性と二人で過ごしているという噂話か。そういう話は本当に広まるのが早いものだ」

「出すぎたことを申しました」

「いや、君が聞き上手だから余計なことを言って悟さとられてしまった俺が悪い。君からは好意も敵意も感じられないから警けい戒かいせずに喋ってしまった。君はどこか人を安心させる雰ふん囲い気きがあるな。相手に警戒心を抱いだかせないというか、つい口が滑すべってしまう」

　それは、私が地味でどこにでもいるような顔だから、警戒をしなかっただけではないかしら。

　あと私の向上心のなさとか、って自分で言っていて悲しくなってくるわ。

「大変光栄ですが、私は全くの善人というわけではございませんので」

「いや、少なくとも俺が出会った中でも信用できる人物だと感じた」

「……ありがとうございます」

「実のところ、俺はある人を探してここに来たわけだが、偶然でもここで君と話せてよかったと思う。俺は自分の決意が揺ゆらがないように誰かに思いを聞いて欲しかったのかもしれないと話していて気が付いたんだ。君からしたら迷めい惑わくな話だろうがな」

　ああ、そうよね。悩みとか人に聞いてもらうと心が軽くなるもの。

　一人で考えていたら、いい解決策なんて見つからないでしょうし。

「だから、俺はこれから独り言を言うが、嫌いやなら聞き流してくれて構わない。もちろん、俺の言ったことに対して疑問があればぶつけてくれても結構だ。答えられる範はん囲いで答えよう」

　信用してもらえるのは嬉しいけれど、私はソフィー様に協力している立場。

　場合によってはソフィー様に話せないことを言われてしまう恐おそれがある。

　それは困ると思っていたら、私の返事を待たずに王太子殿下は話し始めてしまった。

「噂の件だが、客観的に見れば俺は最低のことをしているとわかっている。婚約者を傷つける行こう為いだ。だが、どうしてもやめられなかった」

　王太子殿下の言葉に私は、どうして？　という疑問しか浮かばなかった。

　だって、私はソフィー様をずっと側で見ていた。王太子殿下の行動に喜び、嬉しそうにしていた彼女を見てきている。

　あれほど、素す晴ばらしい女性は他にはいない。魅み力りよく的な方だと私は思っている。

　だから、どうしてそのソフィー様よりもロゼッタさんに惹ひかれたのか純じゆん粋すいに気になってしまった。

　顔に出ていたのか、王太子殿下は私を見て苦く笑しようしている。

「どうして彼女だったのか、という疑問が顔に出ているな。そもそも王族というのは、いろいろなものを犠ぎ牲せいにしなければならない。国民の模も範はんとなるよう失敗も許されない。いつも気を張って情けない姿を見せないようにするのが当たり前なんだ。俺は王太子だから、尚なお更さら周囲からよく見られる。……正直、疲つかれるときもあるな。特に俺は見た目や雰囲気から連想される性格と本来の性格が真逆だから余計にだ。そういうときに、本来の自分を出せる人物と出会った。息抜ぬきできる居場所を見つけてしまったんだ。それで、疲れたときやどうしようもなく辛つらくなったときに話を聞いてもらっていた。それが始まりだったんだ」

　つまり、ロゼッタさんは王太子殿下にとって癒いやしの存在だったということなのね。

「そうして、居い心ごこ地ちのいい場所に入いり浸びたるようになっていった。心の中ではいけないことだとわかっていながら、俺は彼女を求めていたんだ。同じ趣しゆ味みの話で盛り上がって、本当の俺を受け入れてくれる彼女と話をしていると楽しくて……。いつも時間を忘れてしまっていた。ソフィーを傷つけていると知っていながら、勝手だと思う」

　王太子殿下は、ロゼッタさんと過ごしていたことを後悔しているように見える。

　口くち振ぶりから察するとそういうことなんだろうけれど。

「俺のそういった変化にソフィーは気付いていたんだろうな。前は自分のことばかり話していたのに最近は俺の話を聞いてくれるようになったんだ。怒おこって俺を責めても仕方のないことだと思うのに、本当に彼女は自制心の強い素晴らしい女性だと思う」

「……では、王太子殿下は今、ソフィー様をどのように思っていらっしゃるのですか？」

　あまり口を挟はさむのはよくないと思いつつ、ソフィー様が変わったことに気付いた王太子殿下がどう思っているのか私は知りたかった。

　彼は顎あごに手を当てて少し考かんがえ込こんだ後で「そうだな」と話し始めた。

「ソフィーは俺にはもったいない素晴らしい女性だ。賢かしこく、慈じ愛あいに満ちていて、次期王おう妃ひとして申し分のない完かん璧ぺきな女性だ。偉えらぶることもなく、俺を立てようとしてくれる。だからこそ、俺の婚約者でいいのかと迷う気持ちもある」

「王太子殿下も素晴らしい方でいらっしゃいます。お二人が並んでいる姿はお似合いで、この国の未来は安あん泰たいだと思っていますもの。全ての貴族がそう思っていらっしゃるはずです」

「……そうか、君の目にはそう映っているんだな」

　王太子殿下の口から悲しげに囁ささやかれた言葉。

　どこか自じ嘲ちようしているような声に私は首を傾かしげる。
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「俺は君が思っているような人間ではない。自制心のない情けない男だ。未練がましくて、諦めの悪い男だ」

　そうかしら？　とてもそんなふうには見えないわ。

　凜り々りしくて、男の中の男という感じだもの。

「だからこそ、けじめはつけなければならないと思っていた。俺が振ふり回まわしたのだから、直接伝えるのが義務だと思っていたんだ。最後にありがとうと彼女に伝えたかった」

　全部過去形ということは、ロゼッタさんのことは諦めるということよね？

　彼女を探していたのは、逢おう瀬せを楽しみたいからではなかったのだと知れてよかったわ。

「そう思うようになったのは、ここ最近の出来事のお蔭かげだ。それによって俺はこの国の王太子で、自由が許されない身なのだと思い出すことができた。ソフィーがきちんと俺と向き合おうとしてくれているんだ。俺も彼女と向き合わなければならない」

「そう、ですか」

「会話が続くようになって、ソフィーの意外な一面を見ることができたのが大きかったな。長い付き合いなのに、全然知らなかった」

「ようございました」

　心からの声が自然と漏もれた。

　王太子殿下がソフィー様とのことを前向きに考えてくれていると知れて、本当に嬉しかった。

　ソフィー様のやってきたことが無む駄だじゃなかったって証明されたのだから。

「以上が俺の独り言だ。長々と付き合ってもらって悪かった。今、俺が言ったことは秘密にしてもらいたいというのが本音だが、言った言葉には責任を持たなければならない。言うか言わないかは君の判断に任せよう」

「言いません」

　言えるわけがない。

　王太子殿下と距きよ離りが近づいて喜んでいるソフィー様に言えば、余計な気苦労をかけてしまう。

　ここでのことは私の心の内に留とどめておこうと思った。

「助かる。君に話して正解だった。少しばかり気分が楽になったな。誰かに話せば、それが枷かせとなり、理性で抑え込めるだろう。では、失礼する」

　それだけ言うと王太子殿下は振り返ることなく去っていった。

　きっと彼はロゼッタさんへの未練を断たち切きってくれるはず。

　先ほどの彼からそういう決意が見てとれた。
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　王太子殿でん下かとの不意打ちの遭そう遇ぐうで驚おどろいたけれど、殿下はソフィー様とのことを真しん剣けんに考えてくれているようで安心したわ。

　彼かれの中で一区切りついたってことよね。これから、もっとソフィー様のことを知ってもらえれば、きっと印象を変えることもできるはずよ。

　私はそういう希望を持っていたの。

　でも、ロゼッタさんのことを考えると胸が痛むわ。

　王太子殿下とロゼッタさんは、見るからに相思相愛だったもの。

　いきなり王太子殿下と会えなくなって、ロゼッタさんは心を痛めているでしょうね。

　現実の恋れん愛あいに全く詳くわしくない私でも、王太子殿下に恋こいをしている彼かの女じよがどう思うのかぐらい想像がつく。

　だからといって、私がロゼッタさんを慰なぐさめることはできないわ。

　それはしてはいけない。彼女の神経を逆さか撫なでする行こう為いだし、慰める権利なんて私にはないのだもの。

　お二人の仲を引ひき裂さいたのは、私。皆みなが幸せになる方法は他にはないのよ。

　これは、あるべき人があるべき場所に戻もどっただけ、私はそう自分に言い聞かせていたの。




　目的が達成されそうで嬉うれしい気持ちと罪悪感で揺ゆれる中、珍めずらしくソフィー様が私に声をかけてきてくれた。

「あの、王太子殿下はよろしいのですか？」

「最近はクレイグ殿下と過ごす時間が増えたこともあって、アメリアさんと過ごす機会が減っていたでしょう？　なので、近きん況きよう報告も兼かねてお話ししたいと思ったの」

「そうなのですね。嬉しいです。私もその後どうなったのか気になっていたので」

「では、いつもの場所に参りましょう」

　久しぶりにソフィー様と二人でお話できるなんて、王太子殿下に感謝だ。

　話し相手として私を選んでくれたのも嬉しい。




　私とソフィー様は人目を避さけながら、いつもの場所に行ってベンチに腰こしを下ろした。

　奇くしくも、その場所は王太子殿下と不意打ちで遭遇した、あの場所である。

　日にちは違ちがうのに、王太子殿下とソフィー様と二人でお話しするなんてなんだか不思議な気持ちになってくる。

　それにしても、近況報告だなんて律りち義ぎな方だ。

　側そばでいつも見ているから、上う手まくいっているのはわかっている。

　だけど、こうして彼女の口から直接聞けるのは信しん頼らいされている証あかしだと思うと本当に嬉しく思う。

　どのような話が聞けるのかしら？　と私はワクワクしながら彼女が話し始めるのを待った。

「最近、放課後だけではなく休み時間やお昼もクレイグ殿下と一いつ緒しよにいるのだけれど、お話しするたびに殿下の新たな一面を知れて本当に嬉しいの。殿下はね、意外にも甘あまい物がお好きなのですって。特にチョコレートがお好きみたいで、どこのお店のチョコレートが美お味いしいかでそれはもう盛り上がったのよ？　私がトリュフが特に好きだと申し上げたら、殿下も好みが同じだと笑ってくださったの。あのクレイグ殿下が私に微ほほ笑えみかけてくださったのよ！　あのようなお顔を拝見したのは初めてで、夢のようだったわ」

　ウットリとしながら、ソフィー様はそのときの光景を思い出しているようだわ。

　とんでもなく嬉しかったようで、頰ほおも赤くなっているもの。

　恋する女の子って本当に可か愛わいらしいわ。

　幸せなお話を聞くのは大好きよ。こちらまで幸せな気持ちになれるから。

「他にはございますか？」

「もちろんあるわ。恋愛小説だと物をねだりすぎる女性を敬遠するヒーローが多いじゃない？　なので、私もあれが欲ほしいとか申し上げないようにしていたの。そうしたら『何か欲しい物はないか？』と尋たずねてくださって。そこで、すぐにあれが欲しいと口にするのはよくないと思って『殿下と同じ時間を共有できることが何よりも嬉しいので、欲しい物はございません』と答えたら、殿下は『君は本当に俺おれにはもったいないくらいの素す晴ばらしい女性だ』と仰おつしやってくださったのよ。殿下から褒ほめられるなんて信じられないわ」

　私の手を握にぎって上下に揺らしているところを見ると、ソフィー様はよっぽど嬉しかったようだ。

　自分を見てくれなかった方が、ようやくこちらを向いてくれたのだから当然かもしれない。

　王太子殿下も誠実な態度で彼女に向き合っているみたいだし、これまで以上のいい関係になるのも遠くない。

　明るい未来を想像して私が満面の笑えみを浮うかべていると、私の顔を見たソフィー様が一いつ瞬しゆんだけ目を丸くした。

「本当に嬉しそうね」

「当たり前です！　ソフィー様が心の底から喜んでいらっしゃるのですもの。ソフィー様の笑え顔がおが何よりも嬉しいですし、それを私は望んでいたのですから」

「思えば、貴女あなたが手を差さし伸のべてくれたからこそ、今があるのよね。ありがとう。感謝してもしたりないわ」

「いいえ。私が申し上げてもソフィー様が受け入れてくださらなければ意味はありませんでした。ソフィー様が私のような者の声に耳を傾かたむけてくださって、変わろうと思ったからこそです」

　別に私が何かしたわけじゃないわ。

　ソフィー様が変わろう、変わりたいと決意したことがきっかけというだけだもの。

　私はただ、ソフィー様の背中を押おしただけよ。

「そのようなことはないわ。貴女の言葉がなかったら、私は変わりたいと思わなかったもの。そうでなかったら、今でも自分のことばかり話して、クレイグ殿下から距きよ離りを置かれていたかもしれないわ。それが大きな溝みぞになって、取り返しのつかない結果となっていた可能性だってあるもの。貴女が私に足りない部分があると教えてくれたことで、今があるのよ。もっと偉えらぶってくれて構わないのよ？」

「偉ぶるだなんて……そんな。私はロゼッタさんに嫌いやがらせをしようとするソフィー様を止めたいがために代だい替たい案を提示しただけで……。それは誇ほこれるようなものではありません」

「いいえ。貴女の一言がなければ私はロゼッタさんへの憎にくしみを募つのらせて最悪のことをしでかしていたわ。嫉しつ妬とに駆かられる私を止めたのは他ならぬ貴女よ？　だから、私は貴女に感謝しているの」

　私はただソフィー様が周囲に笑われるのを見たくないからひねり出しただけなのに、そこまで感謝されるなんて思ってもいなかった。

「私はよくも悪くもバーネット侯こう爵しやく家の娘むすめということに誇りを持っていたの。だからこそ、クレイグ殿下に選ばれたと思っていたし、皆が私の意思を尊重してついてきてくれると思っていたのよ。けれど、周囲の声に心をかき乱されていたのは否定できないわ」

　まあ、あれだけ周囲からあれこれ言われていたら、揺ゆり動うごかされても仕方がないと思うわ。

　ロゼッタさんとのことは嫌でも耳に入るでしょうし、平常心を装よそおっていても、どこかで不安になることもあったでしょうしね。

「私は、口ではロゼッタさんのことは放っておけばいいと言っていたけれど、気にしてはいたのよ。もしかしたらという思いもあるにはあったの。だから、私はクレイグ殿下の婚こん約やく者、その地位が脅おびやかされることはないと自分に言い聞かせて平常心を保っていた。だって、国が決めた婚約者だもの。そう簡単に翻ひるがえせるものではないでしょう？　けれど、クレイグ殿下とロゼッタさんが一緒にいるのを見たとき、もしも殿下が婚約を破は棄きすると言えば、それは叶かなう可能性が高いと気が付いたのよ。相手はこの国の王太子殿下なのだもの。権力はあるといってもただの貴族であるバーネット侯爵家では覆くつがえすのはとても難しいと気が付いたの」

　王家の方がそう言えば、どのような貴族であろうとも反論するのは難しいわ。

　だからこそ、ソフィー様も王太子殿下にロゼッタさんのことを忠告するのは憚はばかられ、以前の状態を作っていたのでしょうね。

　平気そうに見えていても、ソフィー様の心の中は不安でいっぱいだったのね。

「さすがに王太子殿下も無理はなさらないと思いますよ？　王太子としての自覚がおありでしょうし、個人の感情だけで動くとはとても思えません」

　例え好きな人ができたとしても、それだけで婚約を破棄しようなどという軽けい率そつな考えを口にする方だとは、言葉を交かわした限りでは思えなかった。

　王族、王太子としての自覚を持っているからこそ、ロゼッタさんを諦あきらめようと考えたのだろう。

　でも、ソフィー様はそう思わなかったようで、フッと悲しげな笑みをこぼした。

「けれど、あのようにロゼッタさんに微笑みかけるクレイグ殿下を拝見したのは、私は初めてだったもの。これは嫌な予感が当たるかもしれない、と思っても無理はないと思うの。まあ、アメリアさんのお蔭かげで、私の印象を変えるという案に移行することができたのだけれどね。だから、愚おろかな行動を取らないよう止めてくれて本当に感謝しているわ。今までの私の考えを変えてくれたのだもの」

　ソフィー様は私が先日、王太子殿下とお話をしていたということを知らないから、こうして口にしている。

　秘密にしているということは、物もの凄すごく罪悪感がある。

　言ってしまいたいけれど、秘密にすると王太子殿下と約束したのだ。

　ここで話したら、私は王太子殿下とソフィー様、両方の信頼を裏切ってしまう。

　大体、王太子殿下は本当にロゼッタさんを好きでしたなんて報告をされてソフィー様が喜ぶわけがない。

　不意打ちとはいえ、王太子殿下と二人きりで話したという事実は墓まで持っていった方がいい。

　代わりに、ソフィー様が前向きになれるようなことを口にしようと思った。

「それでも、ソフィー様が変わろうとなさったのがわかったから、王太子殿下もソフィー様と向き合おうと考えたのかもしれません。きっとこれから、ソフィー様はもっといい方向に変わっていくのだと思います」

　王太子殿下のソフィー様に対する印象が変わり始めたのを知っているので、そう言うと、彼女はニコリと微笑んだ。

「ええ。私の変化が殿下に影えい響きようを与あたえたというのであれば、これほど嬉しいものはないわ。本当の私を見て好きになってもらえるのは、私の望んでいたことだもの」

「……きっと、王太子殿下はソフィー様の意外な一面をご覧になって驚かれたはずです」

「そうね。そうなってくださるのが理想よね。だからこそ、これからも恋愛小説の主人公を参考にしていくわ。クレイグ殿下のお話を伺うかがうことを優先していたけれど、そろそろ私の考えをお話しする段階に向かっていると思うのよ」

「そうですね。お相手のことを理解した後は、ご自分のことを話さなければなりませんからね」

「ええ。とは言っても私の趣しゆ味みとクレイグ殿下の趣味が合えばの話だけれど」

　それは心配いらないと思う。

　だって、王太子として育った方とそのお相手として育てられた方だ。

　共通点は多いはず。だからきっと話は合う。

　そう思って、私は笑みを深めてソフィー様の手をギュッと握った。

　王太子殿下とソフィー様はお似合いの二人だから。

　彼が覚かく悟ごを決めたのなら、きっと上手くいくはずだ。

「同じような環かん境きようで育ったお二人ですから、話は合うはずです。気負わず、ご自分の想おもいを口にすれば、全て上手くいくと思います。頑がん張ばってください」

　ソフィー様が、遠えん慮りよがちに私の手を握り返してきてくれた。

「ええ。頑張るわ」

　そう言ったソフィー様の顔はこれまでにない笑顔で、私は安心したのだった。
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　ソフィー様と王太子殿でん下かの仲が順調に進んでいたある日のこと。

　思おもい詰つめたような表情を浮うかべたソフィー様に私は呼び止められた。

　そんな顔をするなんて何があったのかしら？　と私は詳くわしく話を聞くために人気のない場所に行ってソフィー様とベンチに腰こしを下ろす。

「今日はどうなさったのですか？　昨日は王太子殿下と一いつ緒しよに帰宅されていましたが、そこで問題が起こったのでしょうか？」

「え？　……いえ、問題は何もないの」

　何もないとソフィー様は言っているけれど、そうは思えない。

　悩なやみがあるなら聞かせてもらいたいと私が考えていると、彼かの女じよが言いにくそうにしながら「あのね」と口にした。

「アメリアさんは昆こん虫ちゆうはお好き？」

「はい？」

　思わず変な声が出てしまったわ。

　だって、突とつ然ぜん昆虫が好きかなんて聞かれたら誰だれだって驚おどろくわよ。

　でも、どうしてソフィー様はそんなことを知りたいの？

　ソフィー様があまりに真しん剣けんな表情を浮かべていたから、冗じよう談だんとか世間話ではないことはわかったけれど。

　なんて考えている場合じゃないわね。聞かれたことに答えなくちゃ。

「嫌きらいではありません。私の領地は田舎いなかですので、昔から昆虫類はよく見ておりましたし、触さわるのも平気ではありますが、好きというわけではありませんね」

「そう、そうよね……」

　ふぅ、と息を吐はいたソフィー様は遠くを見つめている。

「あの、いきなり昆虫が好きかどうかなんて、どうなさったのですか？」

「あ、いえ。偶ぐう然ぜん、昆虫の話で盛り上がっている男子生徒の会話が耳に入ってきてね。それで、男性は昆虫を好きなのが一いつ般ぱん的なのかしらと思っただけなの。クレイグ殿下も昆虫がお好きなら詳しくなければいけないと思って。けれど、私は昆虫が苦手なので、他の女性はどうなのかしらと気になっただけなの」

「ああ、そのような事情でしたか。いきなり昆虫の話をされて驚きました」

「た、確かに唐とう突とつだったわね。ごめんなさいね」

　ソフィー様は話題の切り出し方がいけなかったと思っているのか、珍めずらしく動どう揺ようしているように見えるわ。

　いきなりだったけれど、他人の悪口や私が言いにくいことを聞かれたわけではないのだから、そこまで動揺しなくてもいいのに。

　それにしても、昆虫の話で盛り上がる男子生徒がまだいるなんて。

　田舎の領地出身ならわかるけど……。それでも子供っぽいわ。

　幼少時に卒業しているものでしょうに。

「昆虫の話で盛り上がるなんて、少々子供っぽいですね」

「そうよね……！　子供っぽいと思うわよね！」

　身を乗り出したソフィー様は私の言葉に何度も頷うなずいていたの。

　一体、どうしたというの？　今日のソフィー様は様子がおかしいわ。

「私だけではないということに安心したわ」

　何に安心しているのか私にはわからないけれど、同意が得られたのが嬉うれしかったのかしら？

「あ、そうだわ。その男子生徒達たちはレースやフリルなどもお好きなのだと話していたのよ。珍しいわよね」

「確かにレースやフリルをお好きな男性はあまり見かけませんね」

　他人の趣しゆ味みや嗜し好こうをとやかく言うつもりはないし、言う権利もないけれど、一般的な男性から当てはめるとほぼいないのではないだろうか。

　女性と話は合いそうだけれど。そういった趣味の男性がいたら話が盛り上がるとは思う。

「……それが普ふ通つうの感想よね」
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　息を吐はき出だしたソフィー様は、そっと目を伏ふせて落おち込こんでいるわ。

　落ち込むほど、その男子生徒達の会話が衝しよう撃げき的だったのかしら。

　王太子殿下以外の人の話に一いつ喜き一いち憂ゆうするような方ではないはずなのに。

「あ、あの……もしかしたら、一般的な男性というのはレースやフリルがお好きで、でも世せ間けん体ていを考えて隠かくしていらっしゃるのかしら？　アメリアさんは年ねん齢れいや身分に関係なく男性がレースやフリルをお好きだと思う？」

「え～と、私は男性ではないので存じ上げませんが、少なくともレースやフリルがお好きな男性を見かけたことはありません。隠していらしたのなら、判別はつきませんが」

　人と積極的に関わろうとしていなかった私に聞くのは間ま違ちがっていると思うのよ。

　むしろ、ソフィー様の友人方に聞いた方がいいと思うわ。

　恋れん愛あい小説のことはわかっても、現実の人間に関して私は役立たずね。

「それにしても、他の男子生徒達の会話を気になさるなんて、ソフィー様にしては珍しいですね」

　私の言葉に、ソフィー様は視線を泳がせて動揺していた。

「いえ……。その……っそう！　私は家族以外の男性で親しくしているのはクレイグ殿下、マリオン殿下しかいないので、一定の知識しかないの。だから、話を盛り上げるためにも他の話題も知っておこうと思っただけなのよ」

　なるほど、王太子殿下との距きよ離りを縮めるためによりいい方法を探しているのね。

　でも、新しく他の話題を取り入れる必要はないと思うのよ。

「心配なさらずとも、王太子殿下とお話しする中で新たな話題は出てくると思いますよ。そこまで思い詰めずとも大だい丈じよう夫ぶです」

　安心させるように私が言うと、ソフィー様は目を瞬しばたたかせて苦く笑しようした。

「……だから困っているのだけれどね」

　ポツリと呟つぶやかれたソフィー様の言葉は、断だん片ぺん的にしか私の耳に入ってこなかった。

「あの、ソフィー様」

「アメリアさん。話を聞いてくださって、ありがとう。今のお話を踏ふまえて、もう少し考えてみるわ」

　ソフィー様はそのまま立ち上がると、私に挨あい拶さつをして去っていった。

　彼女の不安を少しでも取り除けたならいいのだけれど。

　王太子殿下に好かれるために新しい話題を求めるなんて、ソフィー様は勉強熱心で努力家だ。

　ああいうところは私も見習わなければいけない。
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　思おもい詰つめていたソフィー様から話を聞いた数日後、私は放課後に図書館に行って新しく入った恋れん愛あい小説を借りようとしていた。

「え～と、確かここら辺のはず」

　司書に聞いたら、この書しよ架かにあるって教えられたんだけど、どれかしら？

　あ、見覚えのないタイトルのものがあるわ。

　きっとあれがそうね。

　新しく入った恋愛小説を見つけたはいいものの、上の段の僅わずかに手が届くかどうかといった場所にあったの。

　ちょっと頑がん張ばれば手に取れそうだったから、私は台を使わずにつま先立ちでなんとか恋愛小説を取ろうと手を伸のばしたのだけれど……。

「あ、あと、ちょっと、なのに……！」

　背表紙に触ふれているのになかなか抜ぬき出だせない。

　数分ほど格かく闘とうしていると、バランスを崩くずしてしまう。

「あっ」




　このままじゃ転こける！




　床ゆかにぶつかる恐きよう怖ふに目をギュッと瞑つぶると、誰だれかに肩かたを摑つかまれて支えられたのがわかった。

　そのお蔭かげで私は転けることはなかったのだけれど、誰が助けてくれたのだろうか。

　ゆっくりと振ふり返かえると、焦あせった表情を浮うかべているルーファス様の姿があった。

「面めん倒どうでも台を使いなよ。危なっかしい。転んで怪け我がしたらどうするつもりだったの？」

　こんな真しん剣けんな顔をしているルーファス様を見るのは初めてだったから、私は一いつ瞬しゆんドキッとしてしまった。

　驚おどろいたこともあって呆ぼう然ぜんとしていると、彼かれは私の肩から手を離はなして見下ろしてくる。

「図書館なんて人気がないんだから、転んでもすぐに気付いてもらえないかもしれないでしょ。特にここは死角で司書のいる場所から離れてるのに」

　わかってる？　と言われ、我に返った私は慌あわてて頭を下げた。

「申し訳ございません。それとありがとうございました」

「怪我がなくてよかったね。たまたまいた僕ぼくに感謝しなよ」

「はい。本当にありがとうございました。ですが、ルーファス様が図書館にいらっしゃるなんて珍めずらしいですね。何か本を借りにいらしたのですか？」

「え？　ああ、うん。そんなとこ」

　何を借りに来たのか言いたくないのか、ルーファス様は目を泳がせているわ。

　私に知られたくない本なのかしら？　だったら、詳くわしく聞いてはいけないわね。

　それにしても、ルーファス様と会うのは久しぶりかも。

　ソフィー様と過ごす時間が減ったせいか、ルーファス様とも会う機会が減っていたし。

　別に長い間、会わなかったわけではないのに懐なつかしさがこみ上げてくるわね。

　でも、転けそうになったのを支えてくれて助かったわ。ルーファス様の言う通り怪我をしていてもおかしくなかったもの。

　私を支えても体がぐらつかないなんて、意外と力があるのね。男の子だから当然なのに、ソフィー様の弟君ということで私もどこかで幼い子供のように思っていたのよね。彼にしたら迷めい惑わくな話でしょうけれど。

「ルーファス様のお蔭で本当に助かりました。そういえば、お目にかかるのも久しぶりですね。お元気でしたか？」

「あんた、今さっき転けそうになってたのに、立ち直り早すぎ。まあ、いいけど。あんたも元気そうだね。姉さんと過ごす時間が減って落おち込こんでるかと思ったのに」

「王太子殿でん下かと過ごす時間が増えたのですから、仕方のないことです。それに、これこそが望んでいた結果ですから。落ち込むなんて……」

「尻しりすぼみしてるけど？　やっぱり、落ち込んでるじゃん」

「ちょっとだけですよ!?　ほんの少しだけです。ソフィー様とお話したいなぁとか微ほほ笑えみかけてもらいたいなぁとか思っているだけですから」

　そこまで落ち込んではないです！　と主張すると、ルーファス様はキョトンとした後で軽く笑い声を上げた。

「正直すぎるでしょ。本当、あんたって退たい屈くつしないね。でも、いいや。ちょっと話したいことがあったから、図書館にいてくれて助かったよ。探す手間が省けた」

　私に話？　心当たりがないのだけれど。何を言われるのか、ちょっと怖こわいわ。

　ビクビクしていると、ルーファス様がジッと私を見ていたの。

「クレイグ殿下と一いつ緒しよにいるようになって、姉さんはすごく嬉うれしそうで毎日楽しそうにしてる。前はため息をついたり悲しそうにしていたりしたから、正直言うと心配していたんだよね。マリオン殿下のやっていることは知っていたけど、沈しずみ込んでいる姉さんに追い打ちをかけるようなことは言えなかったし。だから、今、姉さんが楽しそうで本当によかったと思ってるんだ」

「私も遠目から拝見していて、同じように思っています。あのように楽しそうなソフィー様を拝見できて嬉しいです」

「他ひ人と事ごとみたいに言ってるけど、今の姉さんがあるのはあんたのお蔭だからね」

「いえ、それは違ちがいます。ソフィー様が変わろうとなさったからこそです。私は微び々びたることしかしていません」

　実際その通りだもの。

　それに、ルーファス様も協力してくれたし、私だけの功績ではないわ。

　私のお蔭なんて過信しちゃいけない。それは傲ごう慢まんな考えよ。

「相変わらず謙けん虚きよを通とおり越こしてるよね。自己評価が低いのは知ってるけど」

「はあ」

「僕はさ、最初はあんたが姉さんを利用していい思いをしようとしているとか、父親の権力拡大のために取り入ろうとしているとか思ってたんだけど」

「ああ、同じことをバーネット侯こう爵しやく家でルーファス様に聞かれましたね」

「そう。あの頃ころはね。でも、話していくと、あんたって馬ば鹿かみたいに正直だし、思っていることがすぐに顔に出るし、裏表がないし、僕と普ふ通つうに接してくるしで疑ってた自分が馬鹿みたいだなって。その上、あんたといるようになった姉さんに笑え顔がおが増えて、クレイグ殿下も態度を変えた。あんたを見る目が変わったのは事実。だから、馬鹿にしていたことを謝あやまるよ。ちょっと見直した。やるじゃん」

　見直した!?　あのルーファス様が私を褒ほめてくれている!?

　あれだけキツイことを言っていた彼から認めてもらえるなんて、とんでもなく嬉しいかもしれない。

　私をちゃんと見てくれていたんだなって、一人の人間として認められたんだなって思うと舞まい上あがってしまいそうになるわ。

「ありがとうございます……！　ソフィー様のためにと動いていただけなので、そのように仰おつしやってもらえるとは思わず」

「別に、僕は事実しか言ってないからね！　お世辞なんて言う柄がらじゃないし」

　ルーファス様は、そう言うと、ふんっと顔を逸そらした。

　彼がお世辞を言うタイプじゃないことは、これまでのことからわかっている。

　だからこそ、尚なお更さら嬉しいと思った。

「普ふ段だん、僕は女にこんなこと言わないんだからね！　感謝しなよね」

「はい！　素す直なおに受け取ります。私って父と親しん戚せき以外に異性で親しくしている方がいないので、身内以外からそのように仰ってもらえると本当に嬉しいです」

「え？　親類以外の男と話したことないの？」

「そうなんです。それ以外の方で私が普通に話せるのはルーファス様とマリオン殿下だけなのですよ」

　かなり限られた方達たちだけで引かれたかしら？　と思っていると、ルーファス様は呆あきれた様子でこちらを見ている。

「それ、メンバーがかなり豪ごう華かなことに気付いてる？　あんたが普通に話せるって言ってる相手はバーネット侯爵家の息むす子こと第二王子なんだけど」

　……言われてみれば、その通りだわ。

　普通の令れい嬢じようだったら、絶対に話もできない身分の方々よね。

　最初は緊きん張ちようしていたけれど、相手が普通に接してくれるから頭から抜ぬけ落おちていたわ。

「今いま更さらながら、私ってとんでもないことをしていたのですね。特にマリオン殿下は距きよ離りを感じさせない方なので。洋よう菓が子し店のときも割と失礼なことを申し上げていたかもしれません」

「洋菓子店？　そんなところでマリオン殿下と会ったの？」

「はい。手紙の件のお礼だそうです。私がお店に出向いた際に個室を予約してくださっていて、新作のケーキを用意してくださいました。本当に美お味いしかったです」

　あのときのケーキの味を思い出したら、また食べたくなってしまう。

　食べるためには人の多い時間帯に行かなくちゃいけないのが億おつ劫くうだけれど。

「あの人、何してんの……」

　不意に漏もらされたルーファス様の言葉に私は空想の世界から現実に戻もどる。

　彼を見ると、眉まゆを寄せてどこか不ふ機き嫌げんそうにしていた。

「あの、マリオン殿下は感謝の気持ちを伝えようとしていただけだと思うのです。マリオン殿下がソフィー様を慕したっているのはルーファス様も御ご存ぞんじのはずかと」

　何か特別な理由があったわけじゃないのだと私は必死にルーファス様に伝えた。

　これでルーファス様とマリオン殿下の友情にヒビが入ったら大変なことになる。

「いや、そこは疑ってないし。ただ単純に僕が知らなかったことが悔くやしかっただけ」

「お知らせしなくてすみません」

「ち、違う！　別にあんたがマリオン殿下と一緒にいたことを気にしてるわけじゃないから！」

　顔を真っ赤にして否定しているルーファス様を見ていたら、私を気にしているとは思えなかった。

　どちらかというと、マリオン殿下が私といたことを心配しているのかもしれない。

「存じております。マリオン殿下が特定の女性と噂うわさになるといろいろと面倒だから私と二人でいたことを心配されているのですよね」

「え!?　二人!?　二人きりだったの？」

「はい。他に人はいらっしゃいませんでしたし。ですが、私とマリオン殿下が一緒にいたところは店員以外の方には見られておりませんし、実際に噂になってはいないので、殿下の評判を下げることにはなりません。心配なさらないでください」

「別に心配なんてしてない！　してないし……してないのに、どうして僕はこんなにモヤモヤしてるの？」

　……いえ、私に聞かれてもわからないし答えようがない。

　首を傾かしげながら、あらぬ方向を見ているルーファス様。

　結局、答えは出なかったようで、ムッとした表情を浮かべている。

　もしかしたら、優やさしくされて私が舞い上がっていると思われているのかもしれない。

　その誤解は解いておかないと、後々大変なことになる。

「あの、マリオン殿下は性別問わず親しみやすい方ですが、相手が深く踏ふみ込んでこないように距離を保って接する方です。私も分を弁わきまえております。勘かん違いなどしておりませんので」

「でも、随ずい分ぶんと仲がよさそうじゃん。マリオン殿下を好きになるのはやめなよね。これ以上揉もめ事ごとを増やされると大変なんだけど」

「私がマリオン殿下を好きになるなどありえません。先ほども申しましたが、そこはちゃんと理解しております。それに、話しやすいと申し上げましたが、私はどちらかというとルーファス様の方が話しやすいと思っています。裏表がありませんので、率そつ直ちよくな意見を聞けて助かっているのですから」

「ふ、ふ～ん」

　ルーファス様の口くちの端はしがピクピクと動いているわ。

　あれは嬉しいのかしら？　怒いかりを我が慢まんしているのかしら？

　私には判断できないわね。

　でも、不機嫌さは改善されたようで一安心ね。

「ですので、今日、ルーファス様とお話しできてよかったと思います。最近のソフィー様のご様子も聞けましたし。これからは、ルーファス様にお目にかかる機会は少なくなるかと思いますが」

「何それ。用がなかったらあんたに話しかけちゃいけないわけ？」

　再び、不機嫌がぶり返したルーファス様に私の頰が強こわ張ばる。

「いえ、そのようなことはございませんが」

「僕は余計な気を使う必要のないあんたしか異性で話せる相手がいないんだけど」

「その気になれば、数多くのご令嬢と親しくなれそうですが」

「僕が言ってるのは、気き兼がねなく！　ってこと。気を使う相手と長時間話すなんて冗じよう談だんじゃない」

　物もの凄すごいしかめっ面つらだわ。本当に嫌いやなのね。

　今のは失言だったかもしれないわ。

「いえ、ルーファス様が気兼ねなくお話しできる相手は私だけではないと思ったので。そのようなご令嬢は他にもいらっしゃると思いますし」

「今更、探すのは面倒なんだけど」

「そう仰らずに」

「けどさ、それで、あんたに話しかけちゃいけないっていう理由にはならないよね？　それともあんたは僕に話しかけられたら迷惑なわけ？」

　迷惑というわけではないけれど、やっぱり人目が気になるのも事実なのよね。

　ルーファス様は上級生のご令嬢から人気があるから、一緒にいるのを見られると絶対に何か言ってくる方がいると思うのよ。

　正直、巻まき込まれたくないという気持ちしかないのだけれど、それを言うのは憚はばかられるわ。

「迷惑じゃないなら構わないよね？　あんたの性格はわかってるから、人目のあるところで話しかけたりしないから。疲つかれたときに日常を取とり戻もどせる存在って割と大事なんだよ」

　だからいいよね？　なんて言われたら断れないわ。

　だって、取とり繕つくろった貴族の仮面を外せるくらい親しく話せる相手って重要だと私は知っているのだもの。

　私の場合は使用人だけれど、バーネット侯爵家ともなれば使用人にも厳しく接しなければならないでしょうしね。

　今までいろいろと手助けしてくれたルーファス様のお願い、というか要望を無下にすることはできないわ。

　私でも誰かの役に立てるなら、それに越こしたことはないし。

　それにルーファス様も人目のあるところでは話しかけないと言ってくれたし、たまに話すだけであれば、他の方に何か言われる心配もないと思うわ。

「ルーファス様の事情もわかりましたし、ソフィー様がいらっしゃらなくてもルーファス様と人気のない場所でお話しすることに異論はございません」

　いろいろと助けてもらった恩もあるし、私だってせっかく、話せるようになった方と離れるのは寂さびしいもの。

「そう。じゃあ、今後ともよろしく」

　そう言って、ルーファス様が手を差し出してきた。

　握あく手しゆを求められていることに気が付いた私は、すぐに彼の手を握にぎろうと手を差し出した。

　だが、触ふれ合あう直前で彼が手をサッと引いてしまい、私の手は空を切る。
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「あ、あの、どうかなさいましたか？」

「いや……別に」

　などと言いながら、ルーファス様は首を傾げて自分の手を凝ぎよう視ししている。

「……握手、するだけなのに、なんでこんなにドキドキするんだろう」

「ルーファス様？」

　小声で何かを呟つぶやいているルーファス様に声をかけると、ハッとして顔を上げた彼と視線がかち合う。

「あんたはさ、男と手が触れるっていうのに平気なわけ？」

「え？　はい。だって、握手ですよね？　それにルーファス様とはダンスも踊おどった仲ですし」

　平然と私が答えると、ルーファス様の瞳ひとみがかすかに揺ゆれたのがわかった。

「そ、それは、そうだけど！　それだけじゃないっていうか。…………ああ、もう。僕が馬鹿みたいじゃないか」

　片方の手で頭をかきながら、ルーファス様は大きなため息をつく。

　しばらくして落ち着いたのか、彼はいつもの顔に戻っていた。

「改めて！　今後ともよろしく」

　口調と同じく勢いよく手を差し出される。

　今度こそ握手する！　と私も意い気き込ごんで差し出された手を力強く握った。

「はい！　ルーファス様が日常に戻れる手助けができるなら頑張ります」

　比ひ較かく的てき大きな声で私が宣言すると、ルーファス様の肩から力が抜けたのがわかった。

　またおかしなことを言ってしまったのかと私は不安になる。

「……あんたって、本当に僕をバーネット侯爵家の人間として見てないよね。まあ、それが楽なんだけど」

　そう言われても、ルーファス様自身がバーネット侯爵家の子息として接してこないから、私もつい忘れてしまうのよね。

　でも、お父様や親戚以外と普通に話せる方ができるなんて思ってもいなかったわ。

　人生って何があるか本当にわからないわね。

　これでソフィー様の許もとに王太子殿下が戻ってきてくれれば何も言うことはないわ。




　でも、このときの私は、この後にとんでもない波乱が待ち受けているなんて思ってもいなかったの。





２巻に続く
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　初めまして。作者の白しろ猫ねこと申します。

　拙せつ作さくをお手に取っていただき、ありがとうございます。




　縁えんあって、こうして本を出版できることとなりましたが『臆おく病びような伯はく爵しやく令れい嬢じようは揉もめ事ごとを望まない』はいかがでしたでしょうか？




　このお話は過去にトラウマのある主人公が憧あこがれの人をフォローしつつ、自分の内面を変える女の子の話を書こうとしたことがきっかけでした。

　それが、こうして本という形にしていただけたことが本当に嬉うれしいです。

　あとがきを書いている今も信じられない気持ちでいっぱいです。




　イラストを担当してくださった深み山やまキリ様のとても綺き麗れいな挿さし絵えと魅み力りよく的なキャラ達たちに、ラフが上がってくるたびにワクワクさせて頂きました。

　まさに私が想像するキャラ達を描かいてくださるので、ときめきが止まりませんでした。

　本当にありがとうございます！

　そして、声をかけてくださった担当編集様。

　いつも的確なアドバイスで助けてもらい、また私の悩なやみにいろいろと答えていただき、ありがとうございました。




　本になるにあたり、力を貸してくださった編集部の皆みな様さまにも厚くお礼申し上げます。

　そして、読んでくださった皆様。

　このお話を書くにあたり、助言をしてくれた友人達にも頭が上がりません。

　いろんな人に支えられて出来上がった小説です。




　ネガティブポジティブなちょっと抜ぬけてる主人公が書けてとても楽しかったです。

　皆様に少しでも楽しんでいただけたなら幸いです。

　それと、二巻も同時発売してますので、お手に取って表紙のアメリアの違ちがいを見てみてください。とても可か愛わいいので、ぜひ！




　それでは、またどこかで皆様にお会いできることを祈いのっております。

　本当にありがとうございました。


白猫
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